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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








プロローグ









　蒼天を、一機のベゼル・キャリバーが二機の中等練習機改ＴＢＣ－４改を率いて、悠然と飛行していた。

　日本列島の奥深く、峻しゆん険けんな山々が連なる飛ひ驒だ山さん脈みやく──通称北アルプスと呼ばれる山岳地帯──の上空を、いわゆるデルタ編隊を組んで、である。

『ＢＲＩＮＫ－１より各機、作戦区域に入った。それぞれ予定の配置に付け。散開ブレイクっ！』

『ＢＲＩＮＫ－２、ＣＯＰＹ了解』

「ＢＲＩＮＫ－３了解ですわ！」

　隊長機からの指示を受け、僚機ウイングマンである二機は左右に進路を変えて、一機は予定していた山地の稜りよう線せん上を旋回、周囲の警戒に。

　もう一機は周囲を三六〇度見渡せる山頂付近に着地すると、背負っている兵装コンテナを展開、いつでも攻撃が可能なように準備を整え始めた。

　その、兵装を展開しはじめた機体、ＢＲＩＮＫ－３のコールサインを振られている中等練習機改に搭乗しているのは、誰あろう先の【大発生】時に名を馳はせた、馳はせてしまった候補生二人組、垂たる井い一かず美み特務准尉及び、刈かり巣すまりえ特務准尉であった。

「兵装展開、確認。各種データリンク問題なし。かずみん、準備おっけーだよ」

「了解ですわ。ＢＲＩＮＫ－３よりＢＲＩＮＫ－１、配置につきました」

　隊長機にそう連絡した一かず美みは、指示のあるまで警戒しつつ待機と告げられそれを了解した。

「もう一機ＢＲＩＮＫ－２は……あそこ、っと。まりえ、状況は？」

「いまんところだいじょぶ。周りはこっちで警戒モニターしてるから攻撃そつちに集中してていいよ？」

　今回出現した極限生物ＥＲは蛇型、とは言っても形状からそう呼ばれているだけで、その行動パターンはどちらかと言うとミミズである。識別名、岩大蛇ロツクパイソン。普段は地下で大地に穴を開けて掘り進み、時折地表に姿を現し大地を這はって移動する。そして何が目的なのか不明ながら、また地下に潜ってはどこかへと移動する、その繰り返しである。

「問題はそのたんびに成長していくことよね」

「食ったら育つ！　あたりまえすぎてこまるよね」

　岩大蛇の概要を確認しながら、二人の視線も手も忙せわしなく動き続けていた。その言葉通り、大王陸亀のような陸上型がそうであるように、岩大蛇はまるでミミズのように土を、大地を食らうのである。そして体内でどう吸収されているのか、排はい泄せつはしないのだ。

「食べた分だけ成長する、というのではないらしいですが。まあ活動するためのエネルギーに使われている、というのが定説ですけれど」

「質量保存の法則仕事しろ。ていうか、うちらが真ま似ねしたら横にしか成長しないよね」

「胸が成長してくれれば……じゃなくてですわ！　この系統の極限生物ＥＲは放っておいたら際限なく食べまくりですわ。陸地がそのうち無くなりますわよ？　大王陸亀の例もありますし」

「島一つ程度なら消えちゃった所あるんだっけ」

「ですわね。戦役中期に太平洋南部の島でしたか、もともと海抜の──警報ッアラート！　まりえっ」

　周辺警戒をしつつ緊張を和らげるために会話を続けていた二人は、機内に鳴り響いた警報と同時に、すばやく動き始めた。

「十時方向、上下角マイナス五度。距離一二五〇〇。どうやらあいつ、谷間に潜んでたみたい。ちょっと遠い？」

「了解。クラッチ・アウトリガー急速展開。これ程度の距離、なんてことありませんわ」

　山肌の向こうから姿を現した巨大な蛇、と言っていいのか意見が分かれるところであるが。視界を遮らない位置に浮かんだ「窓」に拡大されて映し出された岩大蛇は、形状こそ蛇に似通ってはいたが、口腔部に見える部分は口というよりも、いびつな突起が丸く、同心円状に幾重にも並んだ、一種のシールドマシンを思わせる形状であった。

「……蛇というよりヤツメウナギですわね」

「アレキモいよね……照準データリンク、異常なし。ＢＬＩＮＫ－１より入電、兵装使用許可オールウエポンズフリー」

　そう言うまりえの相手をしながらも、見える位置に姿を現した岩大蛇と相対するように、一かず美みは機体の姿勢を変える。

　さらに機体を固定するために、背部の兵装コンテナから副腕のようなマニピュレータが伸び地面を摑つかんだ。

　以前使ったワイヤーアンカーはあくまで非常用で、おまけに一旦展開すると切り離さなければ身動きが取れなくなるためだ。

　そして彼女が駆る中等練習機改が構えるのは、その機体全長を超える、長砲身かつ多砲身式の速射砲。背負った兵装コンテナの容量の大半を占める、重装備だ。

　一発の威力は先の戦闘で運用した多薬室砲程ではないが、高速で連射されるその弾体の破壊力は──凄すさまじい。

「照準補正、問題なし。特殊Ｅ．Ｒ．素材弾体、ＡＰＦＳＤＳ装弾筒付翼安定徹甲弾──装塡確認。いつでもいけるよ」

　まりえの言葉に応じるように、束ねられた三本の砲身が回転を始める。そして──発射。

　些いささかの逡しゆん巡じゆんもせずに一かず美みは引き金を引いた。

　ほんの短い発射時間。であるにもかかわらず、幾重にも重なる発射音。

　そして、その結果を見届ける事もせずに兵装コンテナを一旦分離パージ。そのコンテナからまた別の、これは機体サイズに応じたアサルトライフルとも言うべき装備──とはいえ、五五口径一二〇ミリという戦車砲サイズではあるのだが──を携えると、すぐさま飛行に移り、標的となった岩大蛇の元に飛んだ。

「初弾弾着──今」

　まりえの言葉と同時に、視界の先で盛大に土煙が上がる。

　使用された徹甲弾頭には爆薬の類が含まれていないため、それ自体が派手な爆発をするわけではないが、それでも極超音速で多数の弾体がぶち当たれば、その衝撃は凄すさまじいものがある。

　視界を埋める山々が高速で後方に流れていき土煙が一気に目の前に迫る。

　そしてその向こうには、長大な直剣を突き刺しトドメを刺した隊長機のベゼル・キャリバーの姿があった。ゆっくりと剣を引き抜くと地表スレスレを進み、破壊され残骸となった極限生物ＥＲの活動停止を確認しているようだった。

『ＢＲＩＮＫ－１よりＢＲＩＮＫ－３、いい仕事だ。活動停止を確認した。陸自……じゃない、防衛陸軍の回収部隊に連絡、あとは任せて帰投するぞ』

「ＢＲＩＮＫ－３、了解ですわ」

　隊長機が岩大蛇の潜むであろう地域を走査し、追い立てると同時に、別の一機が周囲を精査。それで得た微細な環境データその他を攻撃役の機体が受け取り、必中の攻撃を加え、撃破する。

　被害を少なく、最大の成果を求めた作戦が図に当たった今回の出撃であった。




「ねむい。昨日のデブリーフィング長すぎ。これで今日も授業出ろとか正直勘弁なんだけど」

「どちらも私達の責務でございますし、当然でしょう？　それに、檜ひのき教官は今日も警戒アラート出撃継続中ですわよ？」

　無事スクランブル任務をこなした一かず美みとまりえだったが、帰投してからも事後処理や何やらに手間を取られ、晴れて自由の身となった時には既に日が変わってしまっていた。

「警戒勤務中は寝ててもいいらしいじゃん。わたしはくわしいんだ。おまけにこーちってば夜、食堂に居なかったし。オマケしてもらえなかったし」

「シフトと言うものがあるのですから、仕方ないでしょう？　それにしても、まりえ。もうあとは寝るだけでしたのに、カツカレー特盛に唐揚トッピングなんて、よくそんなに食べる気になりましたわね」

「ハラヘリよりかはお腹なかいっぱいになってたほうが寝やすくない？」

「まあそれは否定しませんわ。限度というものがあるでしょう？　と言っているの」

　実地研修という名目の警戒勤務明けであっても、いつもどおりの起床の号令で目を覚まし、いつもどおりに寝床を整頓してから集合、点呼。それを終えた後、現在に至っているわけだ。愚痴も出るというものだろう。

　教材のタブレットを片手に教室に入った二人は、既に候補生の大半が揃そろっている中、自分たちの席に向かった。

　最前列にほど近い位置の席につくと、二人は自分たちにしか聞こえない声音で囁ささやき合った。

　眼めの前まえの異物の存在を認めてしまったためだ。

「かずみん、なんか知んないけど講師の先生だけじゃなくて基地司令がいるきがするんだけど」

「おいでになってますわね。確か今日、新任教官がいらっしゃると伺っていましたから、その関係では？」

「そだっけ？　まあいいや、始業になったら起こしてぐう」

「……この状況で即座に眠れるとか、空腹云うん々ぬん関係ないんじゃありませんこと？」

　まだ始業前とはいえ、目の前に基地司令が居るこの状況で堂々と机に突っ伏して眠るなどという呆あきれる行動を見せるまりえ相方を尻目に、座学の準備を整える一かず美み。もう間もなく始業のベルが鳴るなと壁に備え付けられた時計に目を向ける。

　その直後、教室の扉がガラリと開かれた。

「おんや、またそんな格好で。誰か出前頼んだ子でも居るの？　授業始まる時間なんだけど」

　居たら居たで面白いけど、と笑みを浮かべたのは、先程から教卓にだらしなくもたれ掛かっていた、基地司令の笠かさ置ぎ光みつ雄お将補だ。そして、扉を開いて現れたのは誰あろう。

「コーチっ!?　何しにいらしたんですの!?」

「え、ねてませんごめんなさい。ってこーちがどしたん？　かずみん」

　一かず美みとまりえの師匠とも言うべき存在であり、そして──始業のベルが鳴り響く音と共に。

「すいません、遅れそうになったので着替える暇がなくて。本日付で教官の任を拝命しました、若わか松まつ疾風はやて──特務三佐です。どうぞよろしく」

　岡持ちを携え、出前持ち姿のままの疾風はやては、涼しい顔をしてそう言い放ったのである。
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第一章









「──というのが昨日の出撃スクランブルの顚てん末まつだ」

　緊急時に備えての待機室での警戒勤務で時間を持て余していた檜ひのきが、出前に来た疾風はやてに自身が編隊長として出撃した際の一かず美みとまりえの出撃時の様子を語っていた。

　ついでに愚痴も。

　やれ訓練用の機体を改修してまで候補生を実地研修という名の警戒勤務に就かせる事が腹に据えかねるとか、そのあおりで唯ただでさえ先の大発生時の被害で稼働率の下がっている訓練用の中型練習機が更に数を減らす羽目になったとか。

　いざ待機に入ってみればロクに発令されないなどという話から、実戦に候補生を出したのが対外的に拙まずいからと、遡って大発生時に戦時任官扱いで士官相当にされたとか、その実候補生達たちは士官教育の途中でもあるため、三尉候補者課程として継続して教育が続けられるがそのカリキュラムの変更は丸投げされたとかをつらつらとだ。

　しかも、疾風はやてが出前で持ってきたラーメン・チャーハンセット（どちらも大盛り）＋餃子ぎようざ三人前を頰張りながらである。

　疾風はやてはそれを、檜ひのきから渡された候補生に対するこれまでの指導内容や細々としたデータを纏まとめたものに目を通しつつ、話半分に聞き流していた。

「まったく……俺自身の復帰云うん々ぬんはこういった事態での既定路線だが。まさか緊急時でもないのに、実戦に候補生を引っ張り出す事になるとは」

「少しでも早く体制を整え直さないといけなかったわけだし、しかたないよ。せめてもう少し敵の規模が小さかったら、被害の少なかった基地から人手を融通してもらうって手もあったかもだけど、どこの基地も被害は甚大だったみたいだし」

　たらればの話はしても仕方がないと、苦笑いして現状を憂う二人であった。

　そんな折、唐突に扉がノックされた。通常、基本的に待機室には人が来ない。

　せいぜいが疾風はやてのような出前での入室ぐらいである。であるはずなのだが。

　それ故に、何事かあったのかと首を傾かしげる二人の前で開かれた扉の向こうには。

「あなた～♥　お弁当持ってきたわよぉ♪　……あら、疾風はやてくんこんにちは」

「あ、どうも」

　檜ひのき一尉の妻である檜ひのき茉ま琳りん特務二尉がそこにいた。

　ニコニコと蕩とろけそうな笑顔で扉を開けたのだが、疾風はやての顔を見るなり一旦固まり、体裁を取り繕うように真面目な顔で挨拶してきた。

「ああ、あの子達たちが疾風はやてくんの教え子なのね。いい動きしてるよね、ほんと。うん、お見舞いに行った時、吹雪ふぶきに聞いたんだけど。体力と才能があるって良いいわよね。久しぶりだったから私なんて帰投してデブリーフィングに出る気力も体力も底付きちゃって。それなのにあの子たちってば平気な顔してるし。もうホントこりゃマズイって思ったわね、鈍りすぎだって」

　照れ隠しなのか、矢継ぎ早に言葉が紡がれてゆく。

　彼女、檜ひのき茉ま琳りんは結婚・出産のために退役していた元ベゼル・キャリバー搭乗者である。

　ゆるくカールした、肩を少し超える程度の長さの髪を纏まとめ、制服をキッチリとスキ無く着込んでいるその姿は、真面目にしていれば見た目はホンワカとした清せい楚そ系のお姉さんなのだが。

　知らなければそうとは思えないだろうが、これでも一児の母だ。

　この度、人員不足の日本基地に一時的に復帰、先のスクランブルにもＢＲＩＮＫ－２として出撃して任務をこなした、戦役を生き残った優秀な搭乗者でもある。

　そして口を開けばマシンガントーク炸さく裂れつなお姉さんでもあった。

「そういえばお子さん──五ご色しきちゃんは？」

「基地の施設で預かってもらってるわよ？　さすが公共機関、福利厚生は万全よね」

　腰に手を当て胸を張ってそう言う茉ま琳りんであるが、少し前はそれどころではなかったのが実情である。戦役が終息し、過去にもあった戦後のベビーブームが巻き起こった為ための処置であった。

「それはそれとして、疾風はやて。時間の方は良いいのか？」

「え……あ！」

　檜ひのきが茉ま琳りんの持ってきた弁当にも手を付けながらそう言うと、あまりにも長居しすぎた事にようやく気付いた疾風はやては、大慌てで待機室を出ていった。

「疾風はやてくーん、吹雪ふぶきによろしくねー。また病院に顔出すからって」

「もう退院してますよ！　今は自宅待機中です！」

　背中から茉ま琳りんに声をかけられた疾風はやてはそう肩越しに告げつつ、壁に貼られた「走るな！」と書かれた掲示物を尻目に、全力で駆け出していった。

「まずいな、もう時間がないや」

　岡持ちを下げた出前スタイルのまま、疾風はやては食堂に戻らず直接向かうことにした。

「遅刻するよりはマシだよな、うん」

　慌てながらも躓つまずく事も迷う事もなく、目的の場所へと入るために身分証明書を入り口でカードリーダーにしっかりと通し、入館可となれば即座に加速して、なんとか時間に間に合った疾風はやてであった。ガラリと扉を開き、入室した。

「すいません、遅れそうになったので着替える暇がなくて。本日付で教官の任を拝命しました、若わか松まつ疾風はやて──特務三佐です。どうぞよろしく」
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　疾風はやての姿を見て、思わず立ち上がってしまった一かず美みは、周囲の啞あ然ぜんとした雰囲気をよそに、思わず口走っていた事さえ忘れて立ち尽くしていた。

「コーチが教官に……？」

　彼女にとっては、まさに寝耳に水な話であったから。

「あー、こーちじゃん。今日来る教官ってこーちだったんだー」

「まりえ、あなた驚きませんの!?」

　よだれを垂らしながら顔を上げたまりえは、目をこすりながら疾風はやてに目を向けたが、一かず美みのような驚きは見せなかった。

　それを不思議に思い問いかけたのだが、その返答は簡素なものであった。まりえは手にしたタブレットを操作し、ひょいと一かず美みに突きつけた。

「もうだいぶ前から基地公式ページに載ってたし」

　顔写真こそ貼られていないものの、基地の公式広報サイトにキッチリとその氏名が表記されていたのである。

「あらほんと、寡聞にして存じ上げておりませんでしたわ。ってそうじゃなくってですわ！」

「まあまあ落ちつきなよかずみん。とりあえず座れ？」

「はっ!?」

　そう言われて、ようやく自分が立ち上がったままで教室中の耳じ目もくを集めているのに気が付き、小さくなって席についた一かず美みであった。

「んじゃあ自己紹介も終わったところで、若松三佐。とりあえず着替えてきなよ」

「いいんで──よろしいのですか？」

「午前中は座学だから講師の重しげ松まつさんにおまかせだしね。んじゃ、おあとよろしく」

　初老の講師に後を任せ、疾風はやてと共に教室を後にした笠かさ置ぎは、陽の光が差し込む廊下を足早に進みながら、口を開いた。

「疾風はやてくん。遅刻と身嗜みその格好、どっちが優先かって言えば確かに遅刻しない方が大事だけどさ。出来れば両立してほしいなぁ。面白かったから今回はいいけれど。んじゃね」

「あっ、はい。すいませんでした」

　今後は気を付けますと頭を下げる疾風はやての言葉を背中に受けて、笠かさ置ぎはそのまま立ち去った。

　一方その頃、二人が去った教室では。

「新任の教官って、あれ食堂の料理人さんよね……」

「うんうん、食堂のおにーさんだった」

「しかも三佐って……そりゃあ基地司令とか教官達たちとも親しいわけよね」

　とある女子候補生三人組が、講義が始まっているにもかかわらず、言葉を交わしていたり。

「料理人が教官ってなんだよそれ……」

「でもよ、あいつらがコーチって言ってたぞ。もしかすると……」

「ああ、あの二人がいきなり腕を上げた理由ってさぁ」

「て言うか、コックで元特殊な部隊にいたとか……超一流の最強フラグなんじゃ」

「古典アクション映画マニアはだまっとれ」

　戸惑いつつも、一かず美みとまりえの二人が腕を上げた要因となっている「コーチ」であるという事実から、自分たちもその恩恵に浴する事ができるのではという期待を抱く者や。

「気に入らねえ……ああ、気に入らねえ」

「落ち着けよ、講義中だぞ」

「お前らは認められんのかよ。料理人だぞ!?　だいたいお前らだって戦役を生き残った搭乗者のリストくらい頭ン中に入ってるだろ！　若わか松まつ疾風はやてなんて聞いたこともねえ！」

「そりゃそうだけど……あ、でもほら、前に霞かすみ目め教官が退役者でも希望する者はその経歴を公表しないっていう選択ができるって言ってたからそっちの可能性が」

「だったらなんで今さらのこのこ復帰してきてるんだよ！　そっちのほうがおかしいだろ！」

　このように、あからさまに今回の疾風はやての教官着任が気に入らないと口にする者もいた。

「はい、皆さんお静かに。授業を続けますよ。いろいろ思うところはあるでしょうけれど、そう言うのは各自、腹に収めておいてください。まあ気持ちはわからなくもないですが、私はいろいろと楽しみになってきました」

　ざわつくどころか喧けん々けん囂ごう々ごうの言い合いにまで発展し始めた教室内に、もうじき還暦に手が届くだろう年配の講師である重しげ松まつは、ほんの少しだけ語勢を強めた、しかしながら明らかに楽しげな感情が混ざった声色でそう告げた。

　淡々と、それでいて教室内に染み渡るような、そんな口調でだ。

　普段の、ゆっくりとした諭すような語りで授業を進行させる彼が見せたことのないその雰囲気に、教室内の面々は一斉に沈黙した。

「一時の感情で物事を判別しないように。いいですか？　……うん、それでは続けましょう。先日も申し上げましたように感覚同調制御の利点と欠点について──」

　一転静まり返った教室を一いち瞥べつし、重しげ松まつは普段の淡々とした口調に戻って授業を再開した。

　部外講師──外部から招しよう聘へいされた専門家──として教壇に立ってはいるが、彼とても戦役中はこの基地で技術者として詰めていた時期があった。

　故に知っているのだ。

　当時何があり、それがどう影響して今に至っているのかを。
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「ちーっす。はかせー、なんか面白いことないっすかー？」

「あら祥しよう子こ。あなた大丈夫なの？　また病院抜け出してきて」

「自分の体は自分が一番良くわかってますのでー。実際、これよりひどい状態でも出撃してたあの頃のことを思えば今は処置は完璧、お薬が足りないって事もないですしおすし。むしろ病室でぼーっとしてなきゃなんて、暇すぎて暇すぎて精神的に耐えられませーん」

　奇妙な形状の電動車椅子で一人、謎の科学者ドクターＸの秘密の実験室改めアイリーン・ファインマン博士の先端技術実証施設に訪れた黒くろ江え祥しよう子こは、そこにいたアイリーンに出迎えられていた。好意的にかどうかは別にしてだが。

「あなたがそう言うのならまあ、大丈夫なんでしょうけれど。個人的には推奨しないわよ？　そう言うの、結局後で無理した分のしわ寄せが来るんだから」

「まあその辺の責任は自分で取りますし？　それより博士ってばー、なーんーかー、おーもーしーろーいーこーとー！」

「あー、はいはい。そういう何でも面白ければいいっていうところ直しなさい。あの子達たちの事ＳＮＳに上げようとしたり……面倒事になるのわかりきってるんだから」

「あー!?　あれ上げたのに反映されないなって思ってたら博士が止めたんすか!?」

「当然でしょ？　色々デリケートな問題なのよ」

　以前、吹雪ふぶきと疾風はやてのイチャラブシーンをＳＮＳに上げた祥しよう子こだったが、アイリーンによって止められていたのである。基地内でのネット接続、特にアップロードに関してははすべて監視されており、アップロード内容によっては手が後ろに回ることもあるのだ。

「デリケートねぇ。バリケードみたいな感じもするけど」

「そういう事言うのなら、病院に連絡入れるけど」

「あーっと、しまったー携帯端末デバイス内の二人の写真消えちゃったー、しまったなーおたからえいぞうだったのになーかっこぼうよみ」

「……相変わらずアングラなネット住民もやってるのね、その調子だと」

「最近は一周どころか数十周回ってネット黎れい明めい期きの造語が流は行やってるんですよねーってそれはともかく。はかせー、おもしろいことー、ねーってばー」

　今にもアイリーンにすがりつかんとする勢いで迫る祥しよう子こに、あきれたのか諦めたのか。

　彼女は溜ため息いきを一つ吐くと「ついてきなさい」と告げ、さっさと歩き出した。

「んふーん、たっのしみー」
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「──そろそろ時間ですね。では、本日の講義はここまでです。明日は感覚同調制御における実際の副次効果について、理論との差異を考察します。……若わか松まつ教官、それでは後をお願いいたします」

「きりーつ！」

　講義を終えた講師の重しげ松まつがそう告げると、号令役の候補生が声を上げる。

　礼を終え重しげ松まつが教室を後にすると、着替えを終えて戻ってきてからずっと壁を背に講義を聞いているのかなんなのか、無言を通していた疾風はやてが教壇に立ち、候補生を見渡してこう言った。

「改めまして、今日から教官として君たちを指導する事になった、若わか松まつ疾風はやて特務三佐です。霞かすみ目め・檜ひのき両教官から話は聞いています。現在療養中の霞かすみ目め教官、現役に復帰して警戒スクランブルの任に就く事が多くなった檜ひのき教官、両名の抜けた穴を埋めるのが自分の役目です。が──」

　ここで疾風はやては一度、咳払いをして、改めて口を開く。

「──同じことは出来ないので、自分なりにやっていこうと思います。この後の野外でのトレーニングや午後からの仮想機シミユレーターでの訓練は、先まず一通り君たちにやって見せてもらうだけにします。改善できる点があれば指摘しますが、そうでない場合はこれまでの指導が適正だったと言うことで、僕が手を抜いてるわけじゃない事を予あらかじめ理解しておいてください」

　つらつらとそう語った疾風はやては、一旦そこで話を止め候補生らを見渡した。

　気に食わないと言う意思を隠そうともしない睨ねめつけるような視線、興味津々といった感じの視線、そして、咎とがめるような、それでいて呆あきれの混じった、いわゆる白い目で見てくる者も──もはや見慣れた、自身の愛まな弟で子しとも言える少女がそこにいた。

「ちょうど時間だな。では、着替えを済ませたら外に。グラウンドでトレーニングだ」

　そうしているうちに、ちょうど刻限を告げるサイレンが鳴り響いたのだ。

　それを聞きながら、疾風はやては次の予定を告げると、そのままするりと教室を後にした。




「……で、やっぱり来るよね」

「コーチッ！　何やってますの!?」

　教室を出て暫しばらくすると、一かず美みが着替えもせずに廊下へ飛び出し、追いかけてきたのである。

「何って……今日からここで教官を」

「それはわかってますの！　私！　そんな話！　これっぽっちも聞かされておりませんわ！」

　声をかけられても立ち止まらずにスタスタと足を進める疾風はやてに、一かず美みは付かず離れずの位置で後を追いつつ言葉を投げかけたが。

「そりゃ言ってないからね、気恥ずかしいし。あ、でも基地の広報にはいちおう名前だけは載せられてたはずだけど」

「それはさきほどまりえに見せてもらいました！　というかですわ！　こう、なんていうのか、前もって言っておいていただければ心の準備というものがですわね！」

「よーするにかずみんはこーちが黙ってたってとこが気に食わないんだよね？」

「そうですわ、水くさいったらありませ……そうじゃなくてですわ！」

　疾風はやてには暖簾のれんに腕押しと言った感じで軽く流されてしまう。

　言いたいことが伝わらない憤りを感じながらも後を追う一かず美みであったが、いつの間にか並んで歩いていたまりえが入れた茶々に反応してしまったのであった。

　それは正せい鵠こくであったようで、一かず美みは顔を赤らめながら言葉を続けた。

「し、新任教官として赴任されるなら、そう事前にお話しくださっていれば私も色々と協力することにやぶさかではありませんの！」

「協力？　例えば？」

　すっと立ち止まり振り返った疾風はやてにそう尋ねられた一かず美みは、ぶつかりそうになりながらもなんとか足を止め、戸惑いながら口を開いた。

「えー、と。その、そうですわね、色々とその、こう、あるでしょう？」

「思いつかないんだねかずみん。ほんとだめだめだよねそういうとこ」

「う、うるさいですわよまりえ！」

　残念ながら、これといった気の利いたことを何一つ口にできなかったが、疾風はやてはそれに対しては何も言わず、苦笑して再び歩き始めた。

「ほら、ふたりとも早く着替えないと間に合わなくなるよ。遅刻しかけた僕が言うのもなんだけど、時間厳守。さあ、急いで」

「はっ!?　そうでしたわ！　更衣室に行かないと」

「ほいかずみん、お着替え。気が利く私にお昼オマケよろしくね？」

「一つだけですわよ!?」

　大慌てで更衣室に向かう二人の背中を見送った疾風はやては、ため息を一つ吐くと歩みを早めた。

「さっき着替えたばっかりなんだけどなぁ、僕」

　今度は運動に適した服装に着替えるために、彼も再び更衣室に戻るのであった。
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　一かず美みやまりえ達たち、候補生がグラウンドで汗を流し始めた頃。

「暇……」

　霞かすみ目め吹雪ふぶきは一人、自宅マンションのベッドで寝転がっていた。

　既に治療自体は終え、後は完治を待つばかり。現在は退院して自宅での療養と言う形で暫しばらくの間、通院するだけの日々を送っていた吹雪ふぶきである。

　実のところ、復帰しても問題なしという医者のお墨付きが出るのを今や遅しと待つほどに、身体からだに関しての不具合は解消されている。

　自宅療養という名の待機。

　これといった趣味のない彼女にとっては苦痛とも言える、「元気だが何もしなくていい。というかするな」という状況に陥っていた。

「疾風はやてが居たら、暇なのも大歓迎だったんだけどなぁ」

　教官になるという事もあり、疾風はやては食堂の仕事をかなり減らし、準備に当てていた。主に体力作りのためである。

　そのため吹雪ふぶきが自宅待機になってからと言うもの、空き時間には彼女が自室に取とり揃そろえていたトレーニング機材を利用する為ために入り浸る事となり、リハビリに筋トレを始めた吹雪ふぶきと二人、常に一緒だったのだ。

「そういや今日着任よね……よしっ、基地に行って様子見てこよ！　仕事しに行くんじゃないならいいわよね！」

　たった半日にも満たない時間で暇さ加減に音を上げた吹雪ふぶきは、名案だとばかりにガバッと起き上がり、着ていたパジャマ代わりのＴシャツと短パンを脱ぎ捨て、着替えて出かけることにしたのであるが。

「制服以外で外に着ていくの……コレは疾風はやての側車付き二輪車サイドカーでお出かけツーリングする時用の革パンとジャケットだし、コレは疾風はやてに見せるお家うちで着飾る用で外に着てく気にならないし……。やばい、私って外に着ていく普段着って、ジャージとジーンズ以外持ってない!?」

　疾風はやてがそばにいれば、ジーンズはともかくトレーニングウェアであるジャージを普段着の枠に入れるのは如何いかがなものかと突っ込んだだろう。だが、吹雪ふぶきは忙しすぎて通販で部屋着を買う程度で他は買いに行く暇もない。気付くと礼服と部屋着だけ、という状況に陥っていた。

「ジャージで行くか、ジーンズで行くか……」

　どちらで行くか、いっそやめておくべきか決めかねているところで、インターフォンが来客を告げた。

「はいはい、宗教の勧誘ならお断りよ。それか訪問販売かしら」

　ウォークイン・クローゼットからリビングへと戻り、訪問者を確認する。

　流石さすがに疾風はやてが来るとは考えていない。

　最低でも夕刻にならなければ終わらないし終われないと知っているからだ。

『ふぶきおねえちゃんこんにちは～。お邪魔してもいいかしら～』

　起動させたインターフォンのモニターに映っていたのは、吹雪ふぶきにも予想外の人物であった。

「五ご色しきちゃん!?　って、茉ま琳りんじゃない、今ロックあけるから上がってきて」

　モニターにドアップで映し出されたのは、まだ生後一年に満たない乳児の顔と、その腕を指先で摘んで左右に振っている、その母親の姿であった。




「相変わらずいい部屋よね、ここ。同じマンションだとは思えないわ。さすが最上階」

　リビングのソファーに座り、吹雪ふぶきは懐に抱いた乳児を懸命にあやしていた。

　そんな様子を眺めながら、訪問者であるはずの茉ま琳りんは勝手知ったるとばかりにお茶の用意をし、戻ってくるなりそう話を振った。

　彼女ら檜ひのき家も、このマンションの別の階に住んでいる。

「そう、なのかしら。他を知らないからわかんないわ。それに、ここ以外で住んだことあるって言ったら実家か戦役時あの頃の寮ぐらいだし、他よ所そ様さまの家なんてお邪魔することもないし？」

「そういえばいつも私の方から顔だしてたっけ。はいお茶」

「ありがとう。五ご色しきちゃん重くなったわねぇ」

　そう言って、出された茶と入れ替わりに抱かされた乳児を母親に返す吹雪ふぶき。

　生まれたばかりの頃に抱かせてもらった事もあったが、その際には「壊しそう」などと言って身動き一つ取れなかったりした。

　母親の元に戻った赤ん坊は、変わらず愛あい嬌きようを振りまいていた。

「ふう、おいし。相変わらず良いい茶葉使ってるわね。うちじゃ、こんなの飲めないわ」

「実家の伝手……こういうのを回してくれるの。要らないって言ってるんだけどね」

「そういえば吹雪ふぶきってば結構な良いいとこのお嬢様なのよね。すっかり忘れてたけど」

「まあそうね。ベゼル・キャリバー関連の製造請け負ってる会社持ってるし」

「持ってるっていうか、グループ企業の経営者よね？」

「似たような子いっぱい居たじゃない」

　ズズッと、ぬるま湯で淹いれた緑茶をすすり、茉ま琳りんは思わず舌鼓をうった。普段飲みのお茶を思うと天と地ほどに味わいの差があって、飲み干した後にため息が出た。

　それを吹雪ふぶきは親が勝手に送りつけてきたと言う。極限生物ＥＲの被害のために、高品質の嗜好品がなかなか出回らないこのご時世にこういった物がある理由を茉ま琳りんは一人納得したが、吹雪ふぶきはそれを我関せずとばかりに右から左に流そうとした。

　吹雪ふぶきに限らず、戦役当時の搭乗者達たちはその殆ほとんどが、それなりの暮らしをしていた裕福な家庭の出身者であった。

　その中でも特に突出しているのが初期メンバーである。

　というのも戦役中の混乱期に、適性を調べるのに並行して身元調査などやっていられなかった為ため、自おのずと関係者の縁故を頼りに行われる事となり、かの状況になったわけだ。

「興こう平へいの実家にしたって、義と父うさんたちは吹雪ふぶきのご両親にお世話になってるらしいし？　年始にはいつもご実家に挨拶に行ってるそうよ？」

　茉ま琳りんは思い出したようにそう口にする。

「……そう言われても実感ないわ。実家に住んでたのなんて小学校入るか入らないかまでだもの。極限生物ＥＲが出るようになって、すぐ疎開。それからはずっと移動移動でさ」

「どこも同じだよね。私のところも、あの頃は対策なんて無かったから、とりあえず逃げるしか出来なかったもの」

　有効な対抗策であるベゼル・キャリバーが生まれるまでは、どこの国も軍が遅滞戦術を繰り出して、損耗しつつも民間人が避難する時間を稼ぐことしか出来なかったのだ。

「まあ逃げ回った先にこんな未来が待ってるだなんて、思いもよらなかったけどね」

「それはまあ、お互い様よ。私だってこんなに早く子供を産むなんて思いもしなかったし。未来なんて予想外の連続ね──全ては生き残ってこそ……だけど」

「うん……」

　戦場で散っていった仲間たちを思い、二人の間に沈黙が訪れた。

　ベゼル・キャリバーは、通常の操作はともかくとして、戦場で本領を発揮するための感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを行う為ためには搭乗者に適性が必要となる。

　そしてその適性は、第二次性徴期においてこそ著しくその能力を発露し、翻ってそれを終えた者ではいくら適性があろうとも意味を成さなかった。

　即すなわち、ろくに動かすことも出来なかったのだ。

　優秀であったが既に成人してしまっていた、当時選抜されていた旧自衛隊員らは、涙を吞のんで若い適性保有者に後事を託した。

　しかしそれは、年若い命を散らせる事と、同義だった。

「私達で、終わらせられてれば、良かったんだけどね……。そうすれば後の子たちも苦労しなくて済んだし、この子にだって……」

「それは傲慢ってものでしょ。確かにズルズルと引っぱっちゃってる現状だと、そう考えちゃうけど。だいたい、私や疾風あのバカが百人居たとしても、どうにもならなかったと思うわよ？」

「そうね。そんなに居ても機体が足りないわよね？」

「そそ、博士や祥しよう子こがどれだけ頑張っても、材料がなきゃＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーは作れないし？」

　ベゼル・キャリバーの根幹部分、全ての基盤とも言える動力機関──正式名称「次元流束転換炉デイメンジヨン・フラツクス・リアクター」──部分は極限生物ＥＲの活動核の残骸を流用して製造されている。

　その根幹部分は、現在においてもそれ以外の方法では未いまだに試作にすら至っていない。

　費用云うん々ぬんだけの問題ではない、と言う一面が極限領域生物群対策の一番のネックなのだ。

「作るといえば、吹雪ふぶき。キッチンで何かやろうとしてる気配があったんだけど……なんでメスシリンダーとか置いてあるの？　なにか実験でもするの？」

　話題がどんどんと鬱な方向に向いている事に嫌気が差したのか、茉ま琳りんは強引に話題を変えようとした。

　復帰したとはいえ、少し前までは普通に一般人として主婦をしていた彼女にとって、台所周辺の環境には目め敏ざといのだ。

　だがそれは、彼女にとって手痛い選択ミスだった。

「え？　料理するとき分量計るのに使うつもりだけど？」

「え？」

「え？」

　気軽に尋ねた場違いな品の意味。それは、ある意味間違っては居ないけれど間違っている、そんな品物であった。そうして暫しばらくの間、二人はお互いを見つめあった。

　片や「お前は何を言っているんだ」という視線を向け、もう一方は「なにかおかしい事を言ったかしら？」と真顔で問いかけるような、そんな表情で。

「……退院して、自宅待機で暇だから、料理して疾風はやてを驚かせてみたいなーって思って。で、疾風はやてに料理のコツをそれとなーく聞いたら『初めのうちは、ちゃんとレシピ通りの量で味付けすることかな』って言われたから、できるだけ正確に計れるように、って……」

「あ、あーそろそろお暇いとまするわね。あなたもどこかに出かける支度しようとしてたみたいだし長居するのも悪いわよね──」

　目を泳がせながらソレをキッチンに置いた経緯を語り始めた吹雪ふぶきを見て、これはだめだ、と思い、そう言って暇いとま乞ごいをしようとした茉ま琳りんであったが、ガシリと、その見た目からは想像もつかないほどの膂りよ力りよくで、彼女の腰に抱きついた者が居た。

　吹雪ふぶきであるが。

「わたしたちともだちよね！」

「え、ええ、そうね。そこに関しては否定しないけど──」

「ともだちなら！　相手が困ってたら助けてあげるもんよね!?」

「すんごく嫌な予感しかしないけど、とりあえず話くらい聞いてあげるから！　ちょっと吹雪ふぶき！　落ち着きなさいっ」

「服とかすごく困ってて！　料理なんか全然しないからわかんないし！　ここは一つ、手慣れた先輩からご意見いただこうかなって。ね？　ね？」

「落ち着け。ていうか、うちの子潰す気か！　いっぺん離れろ！」

　余人が見れば目を疑うような振る舞いをする吹雪ふぶきを、なんとか引き剝がそうとする茉ま琳りんであった。五ご色しきちゃんは遊んでもらってると思ったのか、きゃっきゃと喜んでいた。
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「お、おい。アレ……」

「何だよ、無駄口叩たたくなよ」

　極限領域生物群迎撃部隊日本基地。

　巨大なベゼル・キャリバーを複数機同時運用する必要性から広大な敷しき地ち面積を誇るが、その出入りは機密や安全を考慮されて、一箇所に制限されている。

　非常用の出入口は基地外周の各所に設けられているが、平時は正門のみが通行を認められている唯一の出入り口だ。

　その正門には、常に複数の隊員が立りつ哨しようの任務についている。

　無論、単に立って出入りする者に敬礼しているだけではなく、門周辺に異常がないかどうかも常に目を光らせている。

　いわば基地の顔でもあるのだから、そこに配置される者は最も信頼のおける隊員と言っても過言ではない。ないのだが。

「こんにちは、通っても構わないかしら？」

　隊員は、そこに現れた一人の女性の姿に、目を奪われてしまった。

　どこかで見たような気もするが、その麗しさは彼らの知る者とはかなり方向性の違うものであった。ふわりとした印象を与える柔らかに波打つ黒髪は、ギブソンタックでざっくりと纏まとめられている。

　身体からだの線を見せないようなゆったりとしたラインのロングのワンピースと、その裾から覗のぞく高いヒールのロングブーツ、そのどちらもがつやのある黒で統一されていた。手にした小ぶりのバッグのみが明るいベージュでくっきりと異彩を放っている。

「あ、け、見学ですか!?　あっ、はい！　はい！　ええっと、あちらの詰め所でお名前とご住所を記入していただければ、はい！」

「ありがとう。お仕事頑張ってくださいね」

　鯱しやちほこ張ばって答えた門番の隊員にニッコリと微ほほ笑えみ、その女性はゆったりとした歩みで彼らの前を通り過ぎていった。

「ほえー、すごい美人さんだったなぁ」

「ありゃどこぞのモデルさんか何かじゃねえか？」

　門を通ってすぐ脇にある受付に向かった女性の後ろ姿を横目で追いながら、二人は他に聞こえないようにそう言い合っていた。

　独身の彼らは、基本的に基地の敷しき地ち内で寮住まいだ。普段接する事のできる女性など、売店のおばちゃんくらいなものだった。

　若く見目麗しい女性に免疫などあるわけがないのである。まあ中には休みの度に街に出ては一戦交えるツワモノもいるが。

「おっ、こっち見た！」

「手ぇ振ってくれてる!?」

　なので、ちょっと気安い態度を見せる女性が居た場合、あっという間にスキだらけになってしまう。ハニートラップに引っかからないように若手士官に指導が必要なのではないかと危惧されるレベルだ。

　それはともかく。

「うわ……茉ま琳りんの言う通りにしたけど、ホントに気付かれなかったし……」

　基地内に足を踏み入れた麗しい女性は、吹雪ふぶきだった。

　檜ひのきの妻である茉ま琳りんに泣きついて、外出着を貸してほしい、料理のコツを教えてほしい。自宅を訪れていた彼女にそう頼み込んだ。半ば腰が引けていた茉ま琳りんだったが、吹雪ふぶきはなんとかその協力を取り付けることに成功したのである。

「わかったわよ、わかったってば！　ちょっとこの子持ってて。色々と準備してくるから！」

　吹雪ふぶきの力尽くの泣き落とし？　に茉ま琳りんは腹を括くくったのか、支援することに決めた。

　そうなればもう毒を食らわば皿までである。

　一旦階下の自宅へと戻り、手持ちの化粧品やらなにやらを総動員し、更に吹雪ふぶきに似合いそうな、というか吹雪ふぶきでも着れそうな服を自分のワードローブから持ち出してきたのだった。

「どうせやるなら徹底するわよ──さ、早く着替えて！」

　着せ替え人形よろしく、とっかえひっかえ着替えさせられコーディネイトされた吹雪ふぶきであったが、その結果はかなり上々と言えるだろう。何しろ──




「さすがに顔かお馴な染じみの隊員にもバレないとは思ってもみなかったわ」

　出来上がったのは、日頃から顔を合わせているはずの者ですら当人と認識できない、いまこの場にいる吹雪ふぶきである。

　ナチュラルメイクに見える厚化粧という、一見矛盾したようなそのメイクは、それを施した茉ま琳りんにして「うわー。やっぱ素材がいいと化けるわねー」と言わしめるほどであった。

　日本女性にしては高い身長と、日頃から鍛え抜かれ──そして入院によって若干ふくよかさを増した──そのしなやかな体たい軀く。

　トレードマークとも言える、ベゼル・キャリバーへの搭乗により変色してしまった銀髪は、つやのある黒髪のウイッグで隠され、まさしくファッション誌から抜け出してきたのかという程に、イメージチェンジに成功していた。

「これならまあ、自宅待機中に基地に顔出したのもばれないわよね……自分でも鏡見て『誰？』って思ったレベルだし。疾風はやてとか祥しよう子こあたりはぱっと見でわかるかしら？」

　もし気が付かれなければちょっと面白そうだ、などと思いつつ基地内を歩む。

　正門から暫しばらく進むと、中等練習機ＴＢＣ－４が一機、天を突くような姿勢で固まっている姿が目に入る。格納庫側に記念碑として飾られることとなった12番機だ。

「……疾風はやてはどこかな？」

　色々と思うところのある機体である中等練習機12番機を横目に、グラウンドを眺める。

　人間用ではなく、練習機で訓練を行うためのものだ。アチコチくぼんだり出っ張ったりと、不整地状態である。訓練のためにわざとそうしてあるのだが、そこを駆け回っているはずの機体は一機も見当たらなかった。

「あら、運用可能な機体が減ったって話は聞いたけど、一機も動かしてない？　もうお昼はとっくに終わってるはずよね」

　オブジェとなった12番機以外にも、全損扱いの機体はあった。

　だが、部品取りに回されたりして無駄に廃棄された機体はない。総機体数は減ったとしても、訓練自体は十分に行える状態であったはずだ。

　だが負傷療養中である吹雪ふぶきには知らされていなかったが、その稼働可能の機体の内から、最も損傷の少なかった機体を実戦仕様に改修し、スクランブル任務に就かせているので実数は更に減っているのである。

「ま、外じゃないなら仮想訓練室シミユレーシヨンでしょ──って、今は見学者だからそこまで入れないか」

　別に押し入っても、官姓名を名乗れば問題にもなりはしないだろうが、それではこんな格好までして来た意味がない。

　あくまでこっそりと、疾風はやての様子をうかがってみたいのだ。

「さて、どうするか……」

　ううむと腕を組み思案することしばし。

　色々あって忘れていたが、昼食を摂とっていないことを思い出した吹雪ふぶきは、その足をくるりと反転させ基地の建物へと向けた。
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「考えたって仕方ない、か。とりあえず、腹の虫押さえに何か軽く食べときましょ。腹が減っては戦いくさができぬ、ってね」

　そうしてスタスタと歩き向かった先は、一般の見学者でも利用できる、曹士食堂──アメリカ料理いたり庵あんであった。




「んー、っと。流石さすがに空いてるわね。さて、と。何食べようかな？」

　吹雪ふぶきは食堂に足を踏み入れると、いつものようにカウンターへ向かった。

　いつもそうするように口頭で注文しようと思ったからであるが、今日ばかりは勝手が違った。

「あ、すいません。見学者の方はそちらの券売機で食券をご購入いただけますか？」

　当然といえば当然だが、疾風はやて以外の食堂従業員がカウンター内からそう声をかけてきたのである。日頃ここに来るときはといえば、疾風はやてがシフトに入っている時に限られていた上に、応対するのも同様だったため、名前も顔もよく知らない者ばかりだ。

　仕方なしに食券を買い求めようとするが、ありきたりすぎるメニューは彼女としては食傷気味である。

「妥協して普通にカレーライスにでもしておこうかしら……うーん、でもカレーだったらガッツリ食べたくなるし……」

「あら、どうしたの？　券売機とにらめっこなんてして」

　券売機の前で唸うなっていると、背後から声をかけられた。

　それも、いかにも見知った顔にかけるような気安さで。

「……誰？」

「誰、と言われても、私よとしか答えられないけれど。珍しくそんな格好して、どうしたのよ吹雪ふぶき。ファッションに目覚めたの？　それならいろいろ助言できなくもないけれど」

「いえ、どちらさまでしょうか？」

　振り向いた吹雪ふぶきの前に立っていたのは、薄汚れた作業服を着て、ベゼル・キャリバーに搭乗する際に被かぶるヘルメットのようなものを身に着けた、女性と思おぼしき人物であった。

「ああ、この格好だとわからないか。私よ、アイリーンよ」

　そう言ってヘルメットのバイザーをあげて顔を見せたのは、確かに吹雪ふぶきもよく知っている、天才科学者であるアイリーン・ファインマン博士その人であった。

「……博士、なんなんです？　その格好」

「それは私が先に尋ねた事だけれど、まあいいわ。私の方はいつもの作業着姿なだけだけれど、どちらかというとコレのことを言いたいのでしょう？」

　作業服、いわゆるつなぎとも円管服とも呼ばれる上下がつながった服を着たアイリーンは、バイザーを上げたヘルメットをコツコツと爪先でつつきながら、吹雪ふぶきについてくるよう促した。

「とりあえず、何か食べながら話さない？　ちょっと根を詰め過ぎちゃって、ここのところまともに食べてないのよ。それに一人で食べるのは慣れているけれど、好きなわけじゃないの」

　哀願するような口調のアイリーンに、吹雪ふぶきは首肯して付き従った。




「博士は士官食堂向こうでお食事をされるものだと思ってました」

　結局カレーライスを選んだ吹雪ふぶきは、スプーンを口に運びながらアイリーンにそう話しかけた。テーブルを挟んだ向こう側では、ヘルメットを色々といだアイリーンが髪を気にしながらカレーうどんをすすっている。

　着ているのが既に汚れた作業服だからか、カレーの飛沫しぶきが飛ぼうが気にしている様子もなくズズッと啜すすりつつ、吹雪ふぶきの問いかけに答えた。

「向こうにも行く事はあるけれど、いつもは時間がもったいないから自室で携帯食三昧よ？　まあ今日は一段落ついたから食べに来たわけだけど。曹士食堂こつちに来たのは着替えが面倒だからってのもあるわね」

　いつものスーツに白衣ではなく、ほんとうの意味での作業服姿であるアイリーンのその言葉に、吹雪ふぶきは首を傾かしげた。

　博士が手ずから作業を行うような、そんな逼ひつ迫ぱくするような案件があっただろうかと。

「何してるのか、気になるって顔してるわよ？」

「え？　いえ、そんな事は……はい、正直すごく気になります」

「私としては、あなたがそんな格好してる方が気になるけれど。まあいいわ、食べ終わったらいいもの見せてあげるから、実験室まで付き合いなさいな」

　ニッコリと、いい笑顔を見せるアイリーンに、吹雪ふぶきは言いようのない不安感を感じつつも、好奇心が勝ったのかゆっくりとうなずいたのだった。
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　ちょうどそのころ仮想訓練室シミユレータールームでは、候補生達たちが訓練に励んでいた。

「いつも通りのシミュレーター訓練をして見せてくれって言われてもな」

「まあ長年実務から離れてたロートルなんだろうし？　霞かすみ目め教官レベルならいざしらず、戦役の生き残りとはいえ、名前も知られてない程度の奴やつなら腕もしれてるだろ。俺らの操縦を見て驚けってんだ」

　疾風はやてに対して反抗的な意識を持つ候補生たちも居るには居るが、いまのところは講師の重しげ松まつが告げた言葉により、表立った行動に出るものはいない。

　それ以前に階級が物を言うこの候補生学校──正式には「対極限領域生物群迎撃用全領域支配戦闘二足歩行兵器教育集団」と言う長ったらしい名称だが──で反抗などしようものなら、その結果など火を見るよりも明らかではあるが。

　本日の仮想訓練のメニューは中型機モードでの機体操作習熟であった。

　以前一かず美みとまりえが疾風はやてによって叩たたき込こまれた内容を、若干薄めたようなプログラムである。

　ただし、通常ならば各機別々の仮想空間が設定される物が、すべて同じ仮想空間内で同時に稼動するという設定で行われたのだ。

「かずみん、ちゃんとやってる？　いつもよりコンマ05反応が遅れてるよ？」

「やってますわよ？　まあ、少々眠いというのは否定しませんが」

　そんな中、一かず美みとまりえの二人はいつものようにマイペースで仮想訓練プログラムを消化していた。

　マイペースとはいえ、他の候補生と比べれば雲泥の差である。

　もはや候補生レベルにない二人であるが、上には上があるのを承知している彼女らには驕おごりという言葉とは無縁であった。

　仮想空間に想定された瓦が礫れきの山や劣悪な地形に定められたコースを、他の候補生位の機体をはるか後方に置き去りにして、それでも全力で突き進んでいた。

「そもそもコーチが見ている状況で、手を抜くなんてことをするわけがないでしょう？」

「あー、そりゃそっかー」

「それよりも、コーチは一体何を考えてらっしゃるのかしらね」

「それがわかったら苦労しないし」

「ですわね」

　二人が訝いぶかしんでいるのは、自分たちが教えを受けた時とは、あまりにもかけ離れた他の候補生への扱い方であった。

「それにしても手て緩ぬるいとは思いません？」

「んー？　今は力溜ためてるだけじゃないん？」

「と言いますと？」

「溜ためて溜ためて、一気にドーン！　って感じに」

「そんなまだるっこしい事なさいますかしら」

　二人はそんな事を言いあいながらも操作の手は緩めず、それでいてシミュレーターの仮想空間で走り回る他の機体の位置取りを確認することも忘れなかった。

　そして、その中には教官機として疾風はやての搭乗している機体が、上空をゆっくりと旋回しているのも確認されていた。

「普通に見学しているだけにしか見えませんわ」

「まあそうだよねぇ。あ、そろそろ地上コース終わり、飛ぶよ？」

「了解ですわ。ですが、仮想とはいえビルの谷間を飛び回る意味はあるのでしょうか」

「それはかいはつしゃとかにいわなきゃいけないんじゃないかなー？」

　二人は訓練を続けながらも、今ひとつ捉えどころのない疾風はやての行動に、なにか意味を見み出いだそうと苦労していた。

　毎度の如ごとく、苦労が徒労に終わる事も半ば覚悟しながら。




「えー、一通り君らの仮想訓練の状況を拝見させてもらいましたが──」

　規定の訓練プログラムを終え、一旦仮想訓練機外に出て整列した候補生らを前に、疾風はやてはゆっくりと話し始めた。

「俺らの操縦技術に驚いたか」

「へっ、リタイヤしてた奴やつが何言い出すやら」

　などと、口には出さないが内心では疾風はやてを侮っている候補生達たちは彼が何を語るのか、ある意味興味津々であった。

　そして、彼の発した言葉は、ぐうの音も出ない、出せない内容であった。

　一部の候補生を除いて、であるが。

　そして、その一部の候補生である一かず美みとまりえは、というと。

「あら、案外と普通ですわね」

「やめてかずみん、ふつうのていぎがくずれる」

　それは既に自分たちが通り過ぎた、途中経過なのだと理解していた分、まだマシであった。

「えー、中型機の習熟訓練プログラムのはずですが、シミュレーション機の体験搭乗をしている観光客のように見受けられました。何を言っているのかわからない、という顔をしている者もいるようにみえますが、先程仮想空間内で見させてもらっていた──俺が見ていたのに気がついたのは三機、指示に応えられたのは一機だけだったな。訓練とはいえ周りを見ていないなど、言語道断。６時方向に注意するのチエツクシツクスは、搭乗者として当たり前だぞ」

　疾風はやての口調が、雰囲気が、そこで一変した。

　一かず美みとまりえにとっては「ああ、いつものコーチだわ」としか感じないが、食堂のお兄さんとしてしか知らなかった者にとっては、いきなり目の前に鬼教官吹雪以上の存在が現れたようにしか感じなかったであろう。

　そして語る内容は否定できない事であり、たとえ訓練でも、否、訓練だからこそ、そこを疎おろそかにしてはいけない。

　訓練で徹底していたからこそ、実戦でも行えるのである。

「垂たる井い一かず美み、刈かり巣すまりえ。俺が何をしたのか言ってみろ」

「はい？　ええと……後方から接近、そのまま右側方に位置取り。その際に機体のマニピュレーターでハンドシグナルをお出しなられましたわね。で、三秒後ピッチアウトの指示を出されたので、コー……教官機を編隊長機と仮想して、私どもは機体をブレイク散開。その後、それを確認して去られましたわね」

「そのとおりだ。俺の存在に気が付いた者、ハンドシグナルの意味を理解していなかったのか？　通信が使えない状況など何時でも起こりうる。現状、警戒任務に研修の名目で参加する者もいるのだろう？　知らなかったでは済まされないぞ。そして俺に気が付きすらしなかった者」

　言葉をそこで一旦切った疾風はやては、ぐるりと候補生たちを見回し、告げた。

「明日から特別メニューだ。覚悟しておけ。本日は以上だ。解散っ！」

　そう告げて、疾風はやては立ち尽くす候補生たちを残して仮想訓練室を後にした。

　背後に付き従うようにしてついて来る、二人の候補生に苦笑しながら。
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「あれは……中型機サイズ？　にしてはちょっと大きい？　ずいぶんと変わった機体ですね」

　アイリーンの実験室に連れてこられた吹雪ふぶきは、ベゼル・キャリバーが数台並んだとしても埋め尽くせない空間を見回して、目についた機体の異様さに思わず口を開いた。

「ああ、それは新基軸の実験機よ。『グレイヴ・アクセント』と『アクサングラーヴ』。もうじき組み上がるわ。貴方あなたに見せたいのはその向こう」

　そうアイリーンが口にすると、バンッという音と共に、照明が一斉に点灯した。

「……量産型Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバー？　にしては若干形状が違う？」

　実験室の奥には、新型実験機の他にも様々な品が所狭しと並べられていた。

　目に留まったのは、真新しい表面装甲を持つ一機のベゼル・キャリバー。

　一見すると通常の量産型ベゼル・キャリバーに見えたのだが、若干形状が違うのに気がついた吹雪ふぶきはアイリーンに視線を向けた。

「ええ、これは現行の量産機とは違う、新型よ。話には聞いてるでしょう？　そのための教育を候補生に施しているの」

「じゃあこれが次期主力のベゼル・キャリバー？　もうロールアウトしていたなんて」

　新型ベゼル・キャリバーは、単座である現行型とは違い、複座となっている。

　搭乗者の負担軽減を目的に仕様変更されており、教育集団においては先行してそれに合わせた教導が行われていて、今の候補生達たちはその一期生だ。

「でもこれをなぜ私に？」

「貴方あなたに乗ってもらうからよ？　まだオフレコだけれど」

　訝いぶかしげに尋ねた吹雪ふぶきに、アイリーンはそう気軽に重要な機密であるはずの内容を告げた。

「え？　これに私が？　『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』を修復するんじゃないんですか？」

　吹雪ふぶきは面食らったようにアイリーンに問うた。

　たしかに自機はひどい損傷ではあったが、コレまでの経験上、直せない程ひどいものではなかった筈はずなのだ。

「直すわよ？　ただ、あそこまでひどいと基地でササッと修理というわけにはいかないでしょう？　それに──」

　手ひどい損傷を被こうむったのは、この基地の機体だけではないのだと、アイリーンは告げた。

「エースの機体とはいえ、貴方あなたの機体は色んな意味で特別製。修復するにも時間と手間と金が、他の量産機と比較してかかりすぎるの。緊急性を考えれば、まずは数。必要最低限の機体数を確保した上で、あなた達たちの機体の修復に取り掛かるという事になったの」

　言われてみれば納得するしかない話であった。

　どんなに強力であっても、吹雪ふぶきの身体からだはひとつなのだ。

　同時多発的な極限生物ＥＲの発生が今後もありうると考えれば、当然の帰結とも言える。

「まあ、それで納得する気はなかったから、次期主力機これをかっぱらってきた訳だけど。他にもさっきの新型実験機の予算とか、色々とね」

　そう言って、アイリーンは大輪の華のような笑顔を見せた。

（うわあ……）

　過去に何度か見た、他者がアイリーンの思い通りに踊った時に見せる、美しいながらもいかがわしさ満点の笑みであった。

　コレがあるから、吹雪ふぶきは未いまだに彼女と気安く話すことが出来ないでいた。近所のお姉さんを相手にするように話す疾風はやてを、ある意味で尊敬している吹雪ふぶきであった。

　と、そこで吹雪ふぶきはあることに気が付いた。

「……あなた達たち？　って言うことは──」

「そーなんよー。私の機体も後回しにされちゃってにゃー。まあまだ乗れないからいいっちゃいいんだけどー」

『あなた達たちの機体』というアイリーンの言葉尻に気付いた吹雪ふぶきが、問おうとして──背後からの声に遮られた。どこに潜んでいたのか、姿を現したのは黒くろ江え祥しよう子こであった。

「……あんた、また病院抜け出してきたの？」

「うーっすお嬢、なにげにおひさ？　病院は抜け出してきんじゃなくってー、ちゃんと退院してきた！　もう知らん！　って医者たちには言われたけど」

「それ、あんたの行動があんまりにもあんまりだから、見放されたか放り出されたんじゃ……」

「そうとも言う！　だが私は謝らない。まあ自己診断くらい余裕だし？　後はどうせ投薬だけで、特別な処置とか必要ないし──ってなにそのカッコ！　すげえ似合う！　かわいい！」

　ウィーンというモーターの駆動音と共に近寄ってくる車椅子に腰掛けた祥しよう子こが、吹雪ふぶきを見るなりいきなり声を上げ、手放しに褒ほめ称たたえ始めた。

「先に声聞いてなきゃわかんなかったかもレベルだわコレ！すっごいねー化けたねー」

「え、ええと、ありがとう？　でも博士には後ろ姿でバレちゃったんだけど」

「かぁー！　まさかの眼福！　来ててよかった実験室！　こりゃー捗はかどりまっせー！　って、ああ、博士はアレだから。顔とかじゃなくて骨格で他人識別してるみたいだから。常人と一緒にしちゃいかんよっこらしょ」

　そう言うなり、祥しよう子こは車椅子に手をかけ、側面に取り付けられたレバーを引いた。

「よいしょっと」

　すると、祥しよう子この座っていた車椅子が腰から下を支える外骨格へと変形し、彼女を立ち上がらせたのである。

「なんか変な車椅子だと思ったら……もしかして自作？」

「いやいやまさか。ネットのお友達がね、『ショコタン、いま車椅子生活だってー？　こないだぼくが作った新型車椅子あげよっかー？　歩行アシスト装備に変形するから便利だよー』って送ってくれたのさ。いやーありがたいねぇ、持つべきはネット上とはいえ同好の士だねぇ」

　ネット上でのつながりとはいえ、昔と違って現在では相手を疑う必要性は薄れていた。素性こそ隠せるが、犯罪等に関われば即座に個人特定される状況であるためだ。

　それに伴って、バカ話をしていた相手が実は一ひと廉かどの人物であった、などということは稀まれによくある事であった。

「……これ、ハイパーカーボン製じゃない？」

「せやね」

　モーターの駆動音以外は毛ほどの騒音も出さない作りに、吹雪ふぶきは驚きつつ各部をしげしげと見つめ、そう呟つぶやいた。

　炭素の単分子結晶の鎖で編まれた、超高強度・高耐久の夢の素材、ダイヤモンドファイバー強化プラスチック。

　俗にハイパーカーボンと呼ばれている代物だ。

「博士、ハイパーカーボンって、個人で加工できるような代物でしたっけ」

「まあ無理ね。あと人をＸ線撮影装置か何かみたいに言わないで頂戴。骨格透かして見てるみたいじゃない」

「でもだいたい分かるんでしょ？　博士ぇ」

「それは否定しないわ……」

　二人が無駄口を叩たたいているのを聞き流しながら、祥しよう子この身につけている歩行アシスト機をまじまじと見つめ、吹雪ふぶきはその素材をじっくりと見定めた。

　流用品などではない、間違いなくワンオフで作られたものであると確信した。

　見るものが見れば、その外観的特徴から一目瞭然なのだが、それは製品に加工する際に大掛かりな装置を必要とする、特殊素材なのである。

「これ、最初期のドライカーボン並に面倒な機材とかがいるんじゃなかっ──」

「はいはい、そういう詮索はしなーい。Ｌｅｔ　Ｓｌｅｅｐｉｎｇ　Ｄｏｇｓ　Ｌｉｅ」

　話が横道にそれた上に何やら面倒な事が起こりそうな予感がした祥しよう子こは、話をそこで無理やり打ち切り、話題を強引に変更した。成功したとはいい難いが。

「で、吹雪ふぶきを連れてきたのはやっぱアレです？」

　そう言って、祥しよう子こは次期主力である新型ベゼル・キャリバーを顎で指し示した。

　そうだと頷うなずくアイリーンに、祥しよう子こは苦笑いを浮かべながら、吹雪ふぶきを見た。

「いやー、お嬢の手ぇ煩わしちゃって悪ぃねぇ。私がやっとこうかなとも思ったんだけどさ」

「何を？」

「セットアップ初期設定」

　そう祥しよう子こが告げた途端に、吹雪ふぶきの顔が嫌そうに歪ゆがんだ。

「セットアップかぁ……アレすっごいめんどいのよね……」

「かと言って、私が勝手にやっといたらお嬢、キレるよね？」

「あんたがいじったって時点で、何ど処こに何埋め込まれてるかわかったもんじゃないから安心して乗れないのよ！」

「博士だって似たようなもんなのにー」

「あら、私は少なくとも弄いじった部分に関して黙っていたことはないわよ？　わざといい忘れたことはあるけれど」

　こっちも駄目だった、と認識を新たにして、吹雪ふぶきは深い溜ため息いきをついた。

　正式に搭乗するようになるまでに、仕上げておくのはそれはそれで時間的ロスがなくていいかなと思いながら。





[image: †]






　作戦司令部に詰めているオペレータ達たちの間で、ここ数日怪しい噂うわさが流れ始めていた。

「台風が消えるんです」

「ほお、台風が。消える、ねぇ」

　作戦司令部に常設されている大型モニターには、通常時には静止衛星から送られてくる映像がコンピューター処理されて映し出されている。

　高度およそ三万六千キロ、軌道半径四万二千キロの静止軌道上に位置する複合情報衛星からリアルタイムで送られてくる高解像度の地球の姿は、刻一刻と変化しつつも見る者に感銘を与えるものであった。

　いざ何がしかの事態が発生した場合は、低高度を周回する偵察衛星や成層圏プラットフォーム『富ふ嶽がく』などからの情報提供に切り替わる事となっている。

　そして、常ならば夏から秋にかけては台風シーズンと呼ばれる程に台風が発生し、日本へと向かってくるはずなのであるが。

「そういや今年は一個も上陸してないね」

「司令、上陸どころか発生数が極端に少ないんです。それも尋常じゃなく」

　のんきにモニターを見上げる笠かさ置ぎに、作戦司令部のオペレーターの一人、家け崎さき薫かおる子こ二尉が告げたのは、異常気象の報告、というだけではなかった。

「これ、見てください。太平洋上の雲の動きです」

　そう言って、家け崎さきは笠かさ置ぎの元にデータを転送させた。

「どれどれ？」

　片かた眼めに装着されたスマートグラスを操作し、笠かさ置ぎは送られてきたデータを開いた。

　そこには、ここ数ヶ月の太平洋上での雲の動きが早回しで表示されると共に、通常なら台風になるだろうと思われる気圧の配置などが重ねられ、いくつもの考察が記載されていた。

「あらー、こりゃまた変わった雲の動きだこと」

「おかしいですよね？　素人目線でもなにこれって思いますし」

　通常、赤道付近で発生する熱帯低気圧が渦を巻き、最大風速十七・二メートルを超えると台風と呼ばれるようになるのだが。

「おかしいねぇ。渦を巻き始めたかなと思ったら消滅してない？　これ」

　何度も繰り返し表示させ、首を傾かしげる笠かさ置ぎ。

「まあ、こういうのは専門家に丸投げするもんだよ。気象庁とか」

「それが……一応連絡は入れてるんですが梨なしの礫つぶてで」

　家け崎さきは当然返ってくるだろう上司の言葉に、自分ができる対応は済ませたとだけ伝えた。

「個人的な伝つ手てでそっち方面の研究に携わっている人がいないか、一応、探しても見たんですが……」

「うん、まあ僕だってそっち方面に知り合いはいないから仕方ないよ」

　しょんぼりとした家け崎さきを慰めるでもなく、飄ひよう々ひようとそう口にする。そして、笠かさ置ぎは操作していたスマートグラスをそのまま弄いじり、突然別方向を向いて喋しやべり始めた。

「あ、もしもし？　笠かさ置ぎだけど。うん、司令の。イタ電じゃないから切らないでくれないかな。お願いがあるんだけど、博士の知り合いに気象関係の研究してる人っていない？　いる、けど最近連絡とってないからどうしてるかわからない。んー、じゃあちょっと、お話してみてくれないかな、うんそう。お仕事の話。データは今送ったやつ。はいはい、よろしくーはいー」

「あの、司令？　今のって？」

　自分が散々苦労していた案件を、まるっと放り投げた上司に、思わず口元が引きつるのを覚えつつ、家け崎さきは一応尋ねた。誰に何をお願いしたのかを。

「うん、ファインマン博士にお友達紹介してくんない？　って言ってみた。いやあ、さすがに顔が広いね。世界的権威の博士がいるってさ」

　いたずらに成功した子供のような顔を浮かべ、笠かさ置ぎは家け崎さきに向き直った。

「立ってる者は親でも使えって言うじゃない？　何でも言ってみるもんだよ、うん」

「ファインマン博士にそんな事お願いできるのなんて、司令くらいなもんですよ……」

「そうかな？　案外頼めば気軽に受けてくれるもんだよ？　彼女」

　まあ、博士が気に入っている相手ならば、多少の面倒は見てくれるのは確かであったが、その中に笠かさ置ぎが含まれているかどうかは当の博士本人にしかわからなかった。
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「博士？　何かあったんですか？」

　ヘルメットをかぶって作業を再開していたアイリーンから少し離れた場所で、細々としたパラメーターの設定をいじっていた祥しよう子こ。

　ふと視線を上げると、何やらヘルメットの中で、誰かと会話している様子が見て取れたのだ。

「ええ、ちょっとね。気象学の知り合いなんて、あんまりいないんだけれど……」

「気象学……？　あー、薫ちゃんがなんか頭抱えてた件かにゃー？」

「あら、知ってるの？」

「はいな。なんか今年は台風が少ないねって話から、衛星からの動画引っ張り出してきてなんかやってましたけど？」

「言われてみれば、台風の話、このところ聞かないわね」

　台風が発生したり、日本に直撃するコースだったりした場合はニュースにもなるが、来ない時は話題にも上がらない。来なさ過ぎるとようやく水不足云うん々ぬんと言い始めるくらいである。

「でも、台風が来ないってのがうちにどうかかわってくるんですかねー」

「そうね──極限生物ＥＲが台風を食ってる、とかだったら？」

　アイリーンのその冗談ともつかない発想に、祥しよう子こは思わず目を見開いたが、直すぐさま頭を切り替えて思案し始めた。

「ちょっと祥しよう子こ？　途中で止まっちゃったまんまなんだけどー！」

　初期設定を中断された吹雪ふぶきが、コクピットから身体からだを乗り出して叫んできたために、それは中断されてしまった。

「あーもう、さっさと済ましちゃうか！　ごめんねお嬢！　ちょっと面倒なことがあってさ！」

「なーによ？　初期設定より面倒なことって。笠かさ置ぎ司令でも邪魔しに来たの？　それか極限生物ＥＲでも出た？」

　どっちも正解に限りなく近い、と思いながら、祥しよう子こは改めて作業に戻っていった。

　そして、それを見送ったアイリーンはというと。

「ハロー、お久しぶり、ファインマンです。ええ、そうアイリーン・ファインマン。お身体からだの調子はいかが？　ちょっとご助力願いたい案件がありまして──」

　気が進まない、という顔をしながらも、知己であるという気象学者に連絡を取り始めた。
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「ただいまー。って、誰も居ないのよね……」

　本来の機体に修復の順番が回ってくるまでの間、搭乗する事になる機体の初期設定を粗方済ませた吹雪ふぶきは、見学終了の時刻を待たずに帰路についた。

　疾風はやてを待つか探すかしようかとも思ったのだが、なんというか最初の意気込みが削そがれてしまって、今日のところは勘弁してやる、と言う気持ちになったのだ。

　要するにめんどくさくなったのである。

「……あら、吹雪ふぶき？　もう帰ってきたのね、お帰り。台所借りてるわよ？」

　誰も居ないと思って気の抜けた声を出していた吹雪ふぶきであったが、部屋の奥からかけられた声に目をパチクリとさせた。

「あれ？　茉ま琳りんってば、なんでいるの？」

「なんでもなにも……貴方あなたが料理も教えてくれって言ったんじゃないの。今日はもう私は特に何も用事がなかったから、ご飯の材料買ってきて、下ごしらえしながら待ってたんだけど？」

「ていうか、鍵──はそっか、さっき預けたんだっけ」

　履いていた借り物のロングブーツを脱ぎながら、吹雪ふぶきは出かける時の事を思い返した。

　茉ま琳りんが抱えてきたアクセサリーや衣類装飾品をとっかえひっかえして出来上がった自分の姿を見た吹雪ふぶきは、その出来栄えの良さにテンション上がりまくりの茉ま琳りんの勢いに押され、細々した品をバッグ──これも茉ま琳りんが用意した──に詰めて、「戸締まりよろしくね」と来客用のワンディカードキーを彼女に渡して出撃したのである。

　そして当然、帰宅時にはとうに自室に戻っているものだろうと、茉ま琳りんが居るなどという事を一顧だにしていなかったのだ。

「吹雪ふぶき。まず着替えてきて。……えーとね、あれよ。本職の料理人と張り合おうとか、同じようなのを作ろうとか、そういう無謀なことは考えず、ふつ～の家庭料理を作って食べさせてあげた方が、いいと思うの。多分、それで疾風はやて君は普通に喜ぶと思うから……」

「ふんふん。それで？」

「着替えてきなさいって！　──でね？　メスシリンダーはやっぱりないと思うの」

「ええ[image: ～][image: ～]？　正確に測れるじゃない──」

「だから！　常識の範囲内で料理を作りましょうって!!　化学の実験じゃないんだから、調理用計量カップを使いなさい！　というか、その前にまず着替えてきてっ!!」

　興味深げに茉ま琳りんの話を聞いていた吹雪ふぶきだったが、彼女に怒鳴りつけられて渋々着替えるために自分の部屋に向かった。




　自分の部屋で、吹雪ふぶきはとっておきだと言って茉ま琳りんが貸してくれた服を眺める。

　ふりふりのフリルのエプロンに……まぁこちらはいい。問題はワンピースの方だ。

　黒色にひらひらのレースが多重にあしらわれていて、そして、やたらと丈が短い。

　一部の人々が愛好している、そんな感じの──要するにメイド服だ。

「うわぁ……茉ま琳りんってこういう趣味があったの？」

　清せい楚そ系を気取っている茉ま琳りんにそういう趣味があったことに、吹雪ふぶきは驚きを隠せない。

　しかし、茉ま琳りんのそういう趣味よりも──

「……檜ひのきって、嫁がこういう格好するのが好きなわけ？」

　檜ひのき一いち尉いはいつも真面目な硬派を気取っている。それだけに、こういう服を着た妻を見て、どういう反応をするのか吹雪ふぶきには想像出来ない。いや、想像出来なくもないが……

「……脳筋マッチョでゴリゴリの、あの檜ひのきが……？」

　檜ひのきの様子を想像しようとした途端に、吹雪ふぶきは身震いした。

「なんとなく無理……というか、すごく無理。絶対無理！」

　とりあえずエプロンは好みの範はん疇ちゆうなので、そちらだけを借り、ワンピースの方はご遠慮させてもらった。手持ちのワードローブで借りたエプロンに合いそうな部屋着を選んで身につけた吹雪ふぶきは、急いでキッチンへ向かった。




「──あら？　吹雪ふぶき、ワンピース着なかったの？」

　キッチンで待ち構えていた茉ま琳りんは、エプロン以外は自前の服を着ていた吹雪ふぶきを見て、気になったのか、そう尋ねた。

「あ～あれね？　ちょっとウエストのサイズが合わなくて。私、太っちゃったかな～？」

　素知らぬ顔で吹雪ふぶきが答えた──実は、茉ま琳りんが貸そうとしたワンピースは試着すらしなかったが、理由はさすがに言えなかった。

「しっかし、吹雪ふぶきって、何事も全力は良いいけど、時々すごく外すわよね……」

　誤魔化す吹雪ふぶきの態度をさして気にした様子もなく、茉ま琳りんは野菜の皮を剝むきながらうんざりしたようにぼやいた。

「えー？　そう？」

　隣に並んで一緒に作業を始めた吹雪ふぶきのとぼけた返事に、茉ま琳りんが大きなため息を吐いた。

「……ベゼル・キャリバーの操縦じゃないんだから、ミリ単位で測量しなくていいの。ぶっちゃけ、目分量でも最終的に味が良ければそれでいいの。でも、最初っから目分量だと、大失敗がオチだから、まずはレシピに忠実に作りましょうって話で──あ、目分量で作り始めた途端に変なアレンジとかしないでね？　いい？」

「えっと。何でわざわざ念を圧おすのかなぁ？」

「料理にメスシリンダーなんか用意してた人が、何言ってるの!?」

　やぶ蛇を突つついたのか、茉ま琳りんに吠ほえられ、吹雪ふぶきが肩を竦すくめる。

「いい？　ミリ単位で計測しなくても、多少、味が薄い濃い程度の差だから。普通に普通の料理用計量カップやスケールで良いいの──あ、スケールも、ミリやナノ単位の重さを計測出来るようなやつ、用意しなくていいからね？」

「そんなに念を圧おさなくても、わかったって！」

　一度しでかしたらとことん言われる。確かに、吹雪ふぶきの頭の片隅にはミリ、ナノ単位で重さが計測出来るスケールのことも、あるにはあったが──さすがに今は反省している。

「吹雪ふぶきも少しは食べる人のことを考えて作りなさいよね……」

　その、食べる人のことを考えた結果があれだったのだが、吹雪ふぶきは黙って作業に没頭した。

「しかし吹雪ふぶきも、まさか料理までＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーの操縦と同じような調子でやらかすとか……」

「やらかすとか言わないでよ……」

　今度こそ吹雪ふぶきの方がため息をつきたくなった。

「Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーの操縦と言えば……」ふと、茉ま琳りんが呟つぶやいた。

「疾風はやて君ってさ？　操縦とか、割と感覚でやっていたっぽかったわね？」

「あー、疾風はやてのあれね……なんて言うか。野生の勘？　じゃないのかしら？」

「……それ、言い得て妙ね」

　茉ま琳りんが感心したように首肯する。

　野生というと、何か猿っぽい響きがするが、野生の勘としか思えない部分が多々ある。

　計算尽くで操縦する吹雪ふぶきには真ま似ね出来ない。やはり野生というか猿っぽいというか……

「……どうしたの、吹雪ふぶき？」

　黙って考え込んでいた吹雪ふぶきを見て、茉ま琳りんが首を傾かしげた。

「あー。なんでもないなんでもない──で、これ、炒いためればいいのかな？」

「あーまってまってまって！　調味料、用意してないでしょ？　料理に慣れてないうちはまず最初に使う分は出しておいた方が、入れるタイミングを外さずに…………」

　──茉ま琳りんの教練はまだまだ続くようである。
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　茉ま琳りんの私設料理教室で、尻を叩たたかれつつもなんとか調理を完遂した吹雪ふぶきは、準備を整えて帰ってくる疾風はやてを今か今かと待ち構えていたのだが──

「茉ま琳りんもちょっとアレよね。寛容さに欠けるというか、細かいというかー」

　当の本人が居なくなってから、吹雪ふぶきは怒られたことを思い出して不満を口にする。

「何もあんなにしつこく言わなくても……問題解決のための手法や技術を自分の得意分野で応用、ってだけじゃない。ほんの些さ細さいなことでしょう……ったく！」

　自分自身が細かい、ということは完全に棚に上げていた。

　一応、吹雪ふぶきも多少は反省していたが、そこまで言われることか？　とも思っていた。

「まぁ……教えを請うたのは私の方からだけどさ……」

　暫しばらく吹雪ふぶきは教官だ何だと人に教える側で、教えてもらう立場になるのは久しぶりだった。

　謙虚でいるように心掛けていたが、それでも自分にケチがついたような気がしていた。

「ああっでもっ！　極限生物ＥＲの襲来と同じで、なりふり構ってられないのっ！　この際、私のチンケな誇りプライドなんてうち捨てて……あ！」

　部屋のインターフォンが鳴った。吹雪ふぶきがモニターを見る。

　映っているのは制服姿の疾風はやてだ。

『疾風はやてです……えっと、ロック、外してくれるかな？』

「はいはいー。あ、ちょっと待っててね！」

　ロック解除の操作を行い、吹雪ふぶきが玄関へ慌てて飛んでいく。

　本当は吹雪ふぶきの部屋のキーを彼に持たせているが、どうしても吹雪ふぶきは玄関で出迎えたいので、疾風はやてにはインターフォンを押すように言っている。疾風はやては律儀にそれを守っていた。

「はぁい。お帰りなさいー、はや……て？」

　吹雪ふぶきが玄関の扉を開けて、中に入ってきた疾風はやてを見て、硬直した。

「ただいまー……あ、可か愛わいいエプロン着けてるね。何かしてたの？」

　見覚えのないふりふりのエプロンを身につけて出迎えた吹雪ふぶきの姿に、いつもと変わった様子を感じ取ったのか、疾風はやてにしては珍しく褒め言葉の混じった尋ね方をした。

　しかし、吹雪ふぶきは褒められたことに気付いていない。固まったまま疾風はやてをぼうっと見ていた。

　疾風はやての士官制服姿。つい今さっき、吹雪ふぶきはインターフォンのモニターで見たはずだし、朝もこの姿を見て送り出したはず──だったのだが。つい、ぼけっと見とれてしまった。

『男の制服姿は三倍増し』とはよく聞く話だ。彼の調理員としての姿も悪くないのだが、戦闘職種の士官の格好はさらに倍増し──要するに、格好いい。

「……えーと、吹雪ふぶき？」

　固まったままの吹雪ふぶきに、疾風はやてが訝いぶかしげに声を掛け、それで我に返った。

「あ……何でもないっ！　それよりっ!!　いつまでも制服なんか着てないで……」

「え？　それは……一度自分の部屋に戻って着替えてこい、ってことかな？」

「あー、えっと……別にわざわざ部屋に戻らなくても、別に……って、あーもう！　それより!!　いつまでもそんな所に突っ立ってないで、早く上がって！」

「？？？」

　吹雪ふぶきの謎の八つ当たりに、疾風はやてが再び首を傾かしげた。




「うわ。夕飯用意してくれてたんだ……ああそっか。だからエプロンしてたのか」

　ダイニングテーブルに並べられた料理を見て、疾風はやてが感心したように呟つぶやいた。

「そうそう。茉ま琳りんにちょっと手伝ってもらったけどね」

　吹雪ふぶきは手を後ろに組んで、疾風はやての顔色を窺うかがいつつ答えた。

「そっか。ありがとう」

　疾風はやてが満面の笑みを浮かべてお礼を言う。

　そんな彼の反応に、吹雪ふぶきもまんざらでもない様子だ。はにかんだ笑みを浮かべる。

「えっと……とりあえず、冷めても美お味いしい料理、のはずだけど、どうかしら？」

「あーうん。焼き色、煮込み具合とか盛り付け。うーん、良いいんじゃないかな？　味の方は……吹雪ふぶきのことだから、レシピに忠実なんでしょ？」

「あら？　よく分かったわね。まぁ、料理に慣れてないからね～。基本は忠実に、ね？」

　彼の言葉に気を良くしたのか、半ば得意げな様子で吹雪ふぶきが答えた。

「じゃあ、大丈夫じゃないかな？　食べるのが楽しみだよ……」

　そう笑顔で言って、疾風はやてはキッチンの片隅を視線の端だけで見た。

　普段、このキッチンで調理することの多い疾風はやては、物の配置をしっかり把握していた。

　見慣れない物がゴミ箱の陰で隠すように仕舞われているのが視線の端に見えた。

（……メスシリンダー）

　何となく、そんな予感がしていた。何事も細かく正確な吹雪ふぶきならやりかねないと。

　料理自体の味は恐らく問題ないだろう。

　吹雪ふぶきのことだから、レシピに忠実に、正確なほど正確にやっているだろうから。

　ただ……正確さを追求するあまり、拗こじらせるのはどうかと。

（姿だけなら、新にい妻づまさんっぽくて可か愛わいいんだけどね……）

　愛らしいふりふりのエプロンを身につけた吹雪ふぶきが、ご機嫌な様子で早く味を見て欲しいと言わんばかりにそわそわしながら、上目遣いに待っている。

　吹雪ふぶきが一生懸命なのはよく理解出来た。

　料理もちゃんとしっかり作られている。

　でも、せめて道具くらいは一般的なのを使おうよ……化学の実験じゃないんだから。

　と、心で思いつつも口に出して言えない疾風はやてだった。








第二章









「お疲れ様、今日は待機の方は？」

「流石さすがにそう続けてのシフトは組んどらんよ。順次復帰してくるものもいるしな。霞かすみ目めもそろそろなんだろう？　っと、失礼な口調だったかな、三佐殿」

　教官達たちの執務室、候補生たちからは揶や揄ゆ的に『職員室』と呼ばれている部屋で、疾風はやては入室してきた檜ひのきに声をかけた。彼の言う通り、さっぱりした顔と服装で、ちゃんと休養をとって出てきているようである。

　戦役時、疾風はやては〝三英雄〟と呼ばれた一人だった。彼の階級は、その活躍を鑑かんがみて与えられたものだ。当然、一尉である檜ひのきより上だ。

「やめてよ。杓しやく子し定じよう規ぎは色々めんどうだからって、緩かったはずでしょ」

　迎撃基地ではあらゆる場所であらゆる組織と連携を図る必要性から、階級差による弊害をなくし、柔軟な運用を行えるよう、ベゼル・キャリバー搭乗員はその年齢にそぐわない破格の階級を与えられていた。そして、階級による上下の厳格さも、他の組織より緩やかだった。

「他に人がいない時はいつもどおりでいいよ──吹雪ふぶきは、復帰に中々許可が下りないって検査結果に文句言ってたよ。元気持て余しちゃって仕方がないみたい」

　教官として着任して以降、疾風はやての生活は格段に変わった。

　軍人としての振る舞いを求められつつも、一応食堂の方にも籍が残っている。

　副業禁止等などの規定があったと思ったがそれはいいのか、と司令に尋ねた疾風はやてだったが。

『うちの基地のは民間委託だけど、隊員が基地食堂を回してるところもあるからその辺はどうにでもなるよ。実際のとこ……今の御時世、副業禁止とか細かいこと言ってらんないし？』

　などと言う、結構なガバガバさ加減であった。

　まあ実際は、色々と笠かさ置ぎが手を回したようだ。

「そうか。まあ彼女の立ち位置はいろいろとあるからな。それはそうとどうだ、教官の仕事は。続けていけそうか？」

「まあなんとか。幸い、数こそ違えど経験はあるからね」

　檜ひのきに問われ答える疾風はやてだが、それが通用するかはわからないけどと、つい苦笑いしてしまう。

「いやいや、アイツらを鍛えることが出来た時点で、俺よりも教官としての素質はあるだろ。それに正直俺は体力面と操作関係の事は教えられても、機体の機構的部分なんてのは、概念的にしかわからん。以前は黒くろ江えやファインマン博士がそっち方面の教きよう鞭べんをって話も出たが、レベルが高すぎて意味がないしなぁ」

　現在、その系統の指導を行っている講師の重しげ松まつは、そういった関係で適当だと認められた人物なのである。

　搭乗者に必要な知識を的確に分別し、嚙かみ砕くだいて候補生たちに伝えてくれるのだ。

　これがアイリーンや黒くろ江えであれば、専門用語や知識を知っていて当然とばかりに並べ立てて語り始めるだろう。相手の理解が追いついているかどうかも気にせずに。

「ふふっ。まあそうだろうなぁ。で、檜ひのき教官殿、今日のところは午前の講義はないみたいだけど。座学はするの？」

「そうか、まだ聞いてなかったか。講師の方が来られない日は、過去の事例データを見せて、戦闘の組み立てなんかをさせるんだ。戦闘の映像を見せて感想戦をさせることもある。今日の予定は、前回の続きだな」

　そう言って檜ひのきは、自分の机の引き出しを開き、中から分厚いファイルを取り出した。

「こんなふうに、当時の戦闘記録を元にしてな。今回のはこれだ」

「どれどれ……うわ、あいつか。これ、一般に公開されてないよね」

　手渡されたデータファイルの、栞しおりが挟まれた部分を開くと、そこには厄介だった記憶が蘇よみがえってくる極限生物ＥＲの画像があった。

「基本的に、極限生物ＥＲとの交戦記録は公開されてないぞ。一般人が──正確には一般企業や非合法団体が、素材目当てに手を出す可能性を下げるためにもな」

「ああ──そうだったね」

　戦役当初、極限生物ＥＲの遺骸から希少で高価な素材が得られると知れ渡った結果、起きてしまった事件があった。

　極限生物ＥＲは金になる。

　そう考えた者たちが、自分から積極的に極限生物ＥＲを求め、手を出したのだ。比較的弱い個体であれば、通常兵器でも倒すことが不可能ではないからと。

　実際に、通常の軍がそれを行えるのであるから、ある一定以上の武力組織を持てる経済力を持つ者は、それを考えて当然とも言えた。そして──

「たまたまニュース映像に映り込んで、流れたんだっけ。簡単に倒せる──ように見える種類がいる、って」

「そう、それだ。あれ以降、公式に戦闘時の映像は流さないように報道機関には指導されている。発見が遅れるだけならまだしも。下手に手を出されては、被害が広がるだけだからな」

　通常兵器だけでも倒せる弱い極限生物ＥＲは、現在も各地で発見されているし、実際に通常編成軍によってその殆ほとんどが始末されている。

　確かに通常兵器で倒せるのだが、肝心なのは兵器の質だけではない。

　確実に活動核が停止した事を確認するための機器が必要なのだが、これは一般には出回っていないのだ。

「さて、候補生達たちはコイツ相手にどんな作戦を考えるかな？」

「うわあ、すっごい悪い顔してるよ、檜ひのき」

「ははっ、それは褒め言葉として受け取っておく。さて、授業の時間だ。いくか」

「うん、そうだね。ご指導よろしく、先輩」

「やめてくれ、こそばゆい」

「ははっ、さっきの意趣返しさ」

　そんな事を言い合いながら、二人は講義のために肩を並べて歩きだしたのだった。
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「ん？　５号機の仮想訓練装置、えーと」

「５号？　鷹たか嶺みね、木きの下した、一旦止めろ。若わか松まつ三佐、何か気になった点でも？」

　仮想訓練室で、すべての仮想機のモニターを行えるオペレータ席に着いていた疾風はやて。

　いくつものモニターには、各仮想機の運動データなどが映し出されており、それを視線だけで追っていたのだが、突然なにかに気がついたかのように声を上げたのである。

「あの、私達になにかありましたでしょうか」

　稼働を止めた仮想訓練装置のハッチが開き、搭乗していた二人が恐る恐る顔を覗のぞかせると、疾風はやては手で二人を制しながらコクピット内を覗のぞき込こんだ。

「んー、ちょっと操縦姿勢、見せて。今メインだったのは鷹たか嶺みねさ──鷹たか嶺みね候補生？」

「はっ、はいそうです。操縦姿勢ですか？　普通にこう……」

　疾風はやてに言われたとおり、鷹たか嶺みね恋れん華か候補生は搭乗席に座り直し、各種アタッチメントや固定具を再度取り付け、起動状態と同じ姿勢をとった。

「んー、と……」

　疾風はやては首を傾かしげながらその姿をしげしげと眺めると、おもむろにコクピットの隙間に滑り込み、仰向けの状態で候補生の姿を見上げ、そのまま動かすように指示した。

「動かす……この状態で起動させる、でいいんでしょうか」

　自分の真下で仰向けになって見上げてくる教官に、鷹たか嶺みねは恐る恐る尋ねたが、返事は首肯であった。

　ハッチが閉じ、起動シーケンスが進み、先程停止した仮想空間内の元の位置に復帰すると、鷹たか嶺みね候補生は先ほどと同じように、操縦を再開した。

　ベゼル・キャリバーの操縦席は、搭乗服の各部に備え付けられた固定金具部分により座席に固定され、高機動時にかかる衝撃等を分散する仕組みになっている。

　これは、後に重力制御や慣性制御が極限生物ＥＲから得た素材と構造の解析によって導入されるまでは、搭乗者の命綱であった。

「あの、何か駄目な点があるんでしょうか」

「ん？　いや駄目ってわけじゃなく気になったから？」

　操縦しつつ、鷹たか嶺みねは不安のこもった視線をチラチラと下方の疾風はやてに向けながら、そう問いかけたが、返ってきたのは今ひとつ摑つかみどころのない言葉だけであった。

「とりあえず、もう少し動かしてみて。出来ればもっと大きな動きで」

「は？　はい！」

　ベゼル・キャリバーの操縦系統は、基本的に全機種共通であり、その主な操作入力装置である操そう縦じゆう桿かん等は全て感圧式で、さほど大きな力や動きを必要としない。

　なお、感圧式とはいえ全く動かないわけではなく、数センチ程度は動くようにはなっている。

　これは搭乗者が操縦感覚的にその方が好ましいからという意見を取り入れたためだ。

　レバーひとつにしても、そういった搭乗者目線からの意見を取り入れた配慮がなされている。

　なので、動かすと言っても両手足共に数センチ、と言ったところなのである。

「うん、もういいよ。わかった」

　疾風はやては何を摑つかんだのか、そう言うと仮想訓練装置を再び止めさせ、ハッチから外に出ると、そのまま仮想訓練室の片隅に置かれているコンテナボックスに向かい、何やら取り出すと再び戻ってきて、またハッチから滑り込んだのである。

「もう一度、起動。同じようにね」

「は、はい！」

　元の位置に戻った疾風はやては、鷹たか嶺みね候補生にそう告げると、じっと見ていただけの先ほどとは違い、今度は何やらゴソゴソと動き始めた。

「あ、あれ？」

「もうちょい、かな。これくらい、か」

　動作を繰り返す中、鷹たか嶺みね候補生は著しい違和感を抱いていた。操縦が、圧倒的に追従性が上がっていると感じたのである。

「な、なんで？　何もしてないのに」

　鷹たか嶺みね候補生が感じた事は、外部のモニターからも確認できていた。

「ほお？　反応速度がコンマ単位だが上がってきてるな。どういうことだ？」

　疾風はやてが何やら工具を持ってコクピットへと入っていった事は気付いていたが、それ以上の事は檜ひのきにはわからなかった。

　訓練装置の整備不良、というわけでもなさそうだが、と思った彼だが、何をどうしたのかはまた後で聞こうと、他の候補性らの指導に意識を戻したのである。





[image: †]






「──なーんて事があったんだってさ。何をどういじったの？　って聞いても『いや、なんとなく力の流れがおかしかったから？』って首捻ひねっててさ。自分でもよくわかってない事、やられた方はたまったもんじゃないと思うんだけど」

　未いまだにベゼル・キャリバーの搭乗許可が下りず、自宅療養継続中の吹雪ふぶきであるが、あれ以降味をしめたのか、幾度も着飾って念入りに化粧を施して基地見学に勤いそしんでいた。

　そして、向かうのはアイリーンの実験室である。

「へえ、何やったんだろね。ちょいとデータ摘んでくるわ」

　そう言って、祥しよう子こは常に身につけている眼鏡──スマートグラス──を操作して、お目当てのデータを検索し始めた。

　コックピットをいじられた当の候補生本人は、非常に喜んでいた。このところ伸び悩んでいたのが、そのおかげで目標のスコアにまで到達できたという。

「さて、あっちは祥しよう子こに任せるとして、っと。おニューの機体は最初の設定が肝なのよねぇ」

　新たな自機となる機体の、初期設定。言葉で言えば一言で済んでしまうものの、それは結構な手間と時間がかかる作業である。

　既成品である量産型とはいえ、初期ロットなためデータを流用するにも限定され、現行型のものをそのまま流用するという訳にはいかない。

「まあ、昔取った杵きね柄づかとはいえ。きちんと躾しつけてあげないと、言う事聞かない子になっちゃうのよね。あの機体みたいに」

　機体の素性が悪いのか、初期設定が悪かったのか。封印されてしまった曰いわく付つきの機体のことを思い浮かべてそう独りごちる。

「いっその事白き稲妻うちの子のデータ使っちゃおうかしら。どうせ私が乗るんだから、後で上書きできるようにしておけば……」

「あらおもしろそうね、それ。いっその事、操縦席ごと移植しちゃう？」

「あ、博士。お邪魔してます、ってそんな事していいんですか？」

「構わないわよ、操縦席の入れ替えくらい。整備計画上、そのあたりは共通規格で──ってシングルとタンデムだから流石さすがに面倒かしら」

　他で作業をしていたのか、前回会った時のように薄汚れた作業服姿のアイリーンが姿を表していた。のだが。ほんの二言三言話をしただけで、何やら思案に没入してしまった。

「……まあいつものことか。出来るところを進めておこっと」

　こういう事は慣れっこだとばかりに、機体のセットアップを再開した吹雪ふぶきであった。

「しかし、博士が組んでたのって、あれ中型機にしてはちょっと大きいわね。それに、よくわからない機構が付いてる。なんなんだろ」

「そこが新基軸の新基軸たる由縁なわけよ。気になる？　乗りたくならない？　新機構とか独自改修機なんてロマンだろぉ～？」

「ならない。純正最高、枯れた技術万歳」

　新型量産機の横に並ぶ、見慣れない形状のベゼル・キャリバー──おそらくは──に目を向けていた吹雪ふぶきだが、突如戻ってきた祥しよう子この言葉を、けんもほろろにぶった切っていた。

「え～、年寄りみたいなこと言わないでよお嬢。世の中若いもんが改革してこそ進んでくんだよ？　古い物は古い物で味があるけど、新しい物はじゃんっじゃん使ってこそ明るい未来がやってくるんだよ？」

「新しいモノなんて今のＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーだけでお腹なかいっぱい、これ以上は勘弁して欲しいわ。それより疾風はやてが仮想機に施した仕掛けの件、判わかったの？」

「うーん、何をしたのかはわかったっていうか、こんなことでこうも差が出るもんかね？」

「どれどれ？」

　そう言って手にしたタブレットを吹雪ふぶきに手渡し、自身はスマートグラスを操作し同じ内容を表示させた。

　しかしそこには、単に稼働中のコクピット内で疾風はやてが何やら作業をしている動画データと、その時のその仮想訓練装置からの各種稼働データが映っているだけであった。

「確かにいじってすぐに若干とはいえ向上してるわね、動きが滑らかになってる」

「これね、動作中にシステムに介入したわけでもなく、操縦系統をいじったわけでもないの。言ってみりゃ、ただ単にネジ緩めてちょこっと搭乗姿勢を変えただけ。それもミリ単位」

「そんなんでこうも変わるもんかしら」

　そんな事を言い合っていた二人であったが、それを後ろから覗のぞき込こんでいたアイリーンが、そんな事で何を悩んでいるのかと口を開いた。

「簡単な話でしょ。ほら、お箸の持ち方みたいなものよ。ほんの少しで全く違うでしょ、アレ」

「そんな事で？」

「あら、大事なことよ？　あなた達たちは最初っからあなた達たち向けに作られた操縦席や装備ばかりだからそう思わないのかもしれないけれど」

　昔は私も苦労したのよ、お箸の持ち方、などとため息をつくアイリーン。

　だが、二人は納得しきれない模様である。操そう縦じゆう桿かんの持ち方や、座席の位置一つでそれほど変わるものなのかと。

「え、でも私、仮想機アレにたまに乗ってますけど、どの仮想機に乗っても数値が下がるとかそんな事ないですよ？」

「そりゃあ今の貴方あなたの操縦技術が圧倒的に高いからよ。今は復興が最優先で行われてないけれど、昔の自動車競技なんて、最高峰のカテゴリーだとドライバー一人ひとりにそれぞれ専用のシートやハンドルが用意されて、調整するのが当たり前だったそうだし」

「人体工学に基づいて設計されてるはずなんスけどねぇ、操縦席」

「だからといって、個別に操縦席を調整なんてしていたかしら？　個々人で適当に合わせていた程度じゃなくて？」

　言われてみれば、自分たちは黎れい明めい期から一貫して専用の機体で腕を磨いてここまで来ている。

　しかし、候補生達たちは画一的な、既製品を渡されているようなものだ。

　昔の軍隊では制服に身体からだを合わせろ、などという事をジョークめいて言われていたものだが、笑い事ではない。

「効率画一化、っていうのも良いけど、そういうところも見直していったほうがいいわけよね。やー、なんかやられたって感じ」

「て言うか、疾風はやてってば何でそんなの見ただけでわかるのよ」

「彼女の心の機微とか全然わかんないくせにね」

「そーそー……ってやかましいわ」

　話に一区切りついたところで、三人は改めて吹雪ふぶき用の機体のセットアップの続きを行う事となったのだが。先程の、『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』のデータを流用しようか、と言う件を含めて、調整しなおすという。

「ちょっと時間取られるけれど、結果として良くなるのなら構わないわよね。実際、本当なら吹雪ふぶきが復帰してから始めるセットアップな訳だし」

「そう言われれば、私が今ここにいるのって本来なら拙いはずなんですけどね」

「んなこと、本来なら入院してる私がここにいる辺りでお察しなんだけど？」

　どこかに情報がリークでもしたらそりゃあ結構な問題となるだろうが、情報操作ならばこのご時世、世界最高峰クラスの人物が二人ほど無駄に手腕を振るうことができる状況である。

　その心配はないと言えるだろう。

「そう言うことで、アレの名前を決めましょうか。なんにしても名前は重要よ？」

「名前かぁ。名前つけると情というか愛着わきそうで、あの子の修復が済んで返ってきた時に乗り替わりが辛つらくなったりしないか心配だわ」

　新しい機体に乗る事、それ自体は嫌でもなんでもない。

　ただ、それで前に乗っていた機体がどうなるのか、そっちが気にかかるのだ。

「気にしてもしゃーない。どうせ白き稲妻はお嬢しか乗れないんだから、直ってきたら飾っとくわけにもいかないし。そうするにはちょいと惜しい性能だしね」

「そうね、それに吹雪ふぶきが乗った機体だ、って事になれば。空きになった機体を奪い合いになったりするかもしれないわよ？」

「それはそれで嫌だなぁ……。ってそういえばアレ、組み上がったんですか？」

「ええ、ほとんどね。こちらも後はセットアップだけよ」

　吹雪ふぶきがそう言うと、アイリーンが目を輝かせて答えた。

　新型量産機の横に並ぶ、通常の中型機と、量産型ベゼル・キャリバーの間くらいのサイズの機体が二機、まっさらな装甲を輝かせて鎮座している。

　これまでの機体とは一線を画すると言う話であるが、吹雪ふぶきとしては怪しい技術の集大成としか思えなかった。

「……これ、どう見てもおかしい部分が可動するように見えるんですが」

「ええ、わかるかしら。まだナイショよ？　実はね──」

　概要を聞かされた吹雪ふぶきは、「また無茶なもんをつくったわねぇ。誰が乗せられるのやら」と苦言を呈して嘆息したが。

「乗せられる？　やだねぇ、是非乗せてくださいって言ってくるに決まってるじゃん」

　やけにキレイな笑顔でそう言う祥しよう子こに、吹雪ふぶきは痛くないはずの頭痛を覚えるのであった。

「で、こっちのは名前、どうするの？」

「あ、そうですね……『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』に因ちなんで『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』なんてのはどうかしら」

「うん、採用」

「いいんじゃないかしら。それっぽくて」

　なんとも言いがたい思いを胸に、吹雪ふぶきは新型機の愛称を考えるとすぐさま採用されてしまった。そして──




「是非乗せてください！」

「えー、やめとこうよかずみん。絶対厄地雷ネタだよコレ」

　いつものように、というか気が向くと講義があろうとなかろうとアイリーンに呼び出されて実験につきあわされる一かず美みとまりえのコンビであるが、今回ばかりは少々話が違っていた。

　今度は何の実験のお手伝いなのだろうと興味津々、戦々恐々でアイリーンの実験室を訪れた二人であったが、

「新型の機体、言ってみれば貴方あなた達たちの専用機になるのだけど。決定権はあなた達たちにあるわ。イエスかノーかで答えをちょうだい。司令にはもう話も通してあるから心配はいらないわ」

　と、実験室に入ってアイリーンと顔を合わせたその場で言われたのだ。

　即座に承諾した一かず美みと違い、まりえは慎重であった。いや、むしろ腰が引けていると言ったほうが正解かもしれないが。

「ほーらね？　即承諾だったでしょー。いやー、面白いねーあのコンビ」

「……あの子達たちったら、なんでそう脊髄反射的に返事しちゃうのよ」

　隠れて見ていた祥しよう子こと吹雪ふぶきの二人に、呆あきれられているのは知る由もなかったのである。
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　作戦司令部の薄暗い空間で、スマートグラスのレンズ部分をぼんやりと光らせ【極秘】と大きく赤色で注意書きされたデータファイルを閲覧しつつ、笠かさ置ぎは頭をボリボリと搔かきむしりながら、呟つぶやいた。

「なるほどねぇ。ほんとに極限生物ＥＲが台風食っちゃってたんだ？」

「確定したわけではありませんが、現地での調査結果を見る限り、その可能性は高いかと」

　同じデータを視界の隅に追いやりながら、こちらも眼鏡を光らせたアイリーンが、届けられたデータの説明を行っていたのだ。

「今はまだ、少々水不足だな、程度で済んでいるかもしれませんが……。長期になれば極めて深刻な状況になり得ます。こうなった以上、正式な調査を行うべきですわ」

　アイリーンの伝つ手てを使ったまでは良かったが、優秀であったとしても所詮民間、調査機器の限界というものがあり、台風の発生が阻害されているという状況が極限生物ＥＲが原因であるという確証を得ることはできなかったのである。

「んじゃあアレだね。対極限生物ＥＲ迎撃軍として、日本政府に正式に上申するとしよう。なんでこっちからの連絡に反応しないのか、そのへんもきっちりとね」

　ニンマリと笑い、笠かさ置ぎは背後に控えるように立つ家崎二尉に、所轄の省庁への直通回線を司令権限で繫つなぐように指示した。

「変な縄張り争いとか、やってる場合じゃないでしょうが。喉元過ぎれば熱さ忘れるとか、洒しや落れにもなんない」

　そう呟つぶやき、人の悪そうな笑みを崩さないまま飄ひよう々ひようとした態度で口撃を開始したのである。

「ああ、笠かさ置ぎです。ちょっと悪いんだけど──対極限生物ＥＲ迎撃における背信行為がオタクの所轄で見受けられたんだけど、そのへん詳しく調べてくんないかなぁ」

　それは、人類の生存をかけた戦いにおける、最大の罪。

　嫌疑がかけられただけならばまだしも、事実だった場合は、即座に当事者の社会的地位も権利も何もかもが凍結されてしまう、限定的ながらも法の枠組みを超えた強権の執行であった。

「司令、よろしいんですの？」

　流石さすがにその行動にはアイリーンも目を見開いて驚きを隠そうともしなかった。

「いやあ、こっちの要請に一切返答がないって時点で、何かやってるに決まってんだよ。偏見だけど、ああいうところの人たちって、自分とこの枠の中だけでしかものを考えないからさ。融通が利かない上に、後回しにされた挙げ句、気が付いた時には手遅れ、とかね」

「……それはずいぶんなご意見ですこと」

　笠かさ置ぎの言葉に、アイリーンは皮肉そうに笑う。

「どうせ老い先短いんだし、せいぜい引ひっ搔かき回まわして風通しのいい環境にしたいと思ってんだよね。俺みたいな老害で老害を潰せるなら、悪くてもトントンでしょ」

「使いみちがあるうちは、若い子もそうそう邪魔者扱いはしないと思いますわよ？」

「いーのよ、俺の夢は悪ガキども相手に怒鳴り散らす雷かみなり親おや父じになることなんだから。嫌なジジイがまた来たよって思ってくれるくらいがちょうどいいんだよ」

　馬鹿なことをと笑うアイリーンに、笠かさ置ぎは口元だけ笑みを浮かべて応えた。

「たぶん、予算は出すからうちに調査しに行ってくれって言ってくると思うんだ。博士、行ってくんない？　適当なメンバー好きに揃そろえてくれていいからさ」

「……わかりました。警戒体勢に不備が出なければ、自由に選んで構いませんね？」

「うん、そこらは任せるよ。何使ってもいいからさ、冗談抜きに」

　そう笠かさ置ぎが告げた瞬間、アイリーンの目が鋭く光った、ように見えたのは気の所せ為いじゃなかった、と後に家け崎さき薫かおる子こ二尉は述懐したという。
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「ふんふん、わかった。じゃあアレだ。久しぶりにアレを使おっか」

「アレ？　アレって？」

　アレ、と言う言葉に小首を傾かしげて疑問符を浮かべる吹雪ふぶきに、察しが悪いなとでもいいたげな顔で祥しよう子こは続けた。

「アレって言えばアレじゃん。戦役の時はアレつかってあっちゃ行きーのこっちゃ行きーのしてたじゃない。……あれ？　もしかしてもう除籍しちゃってたっけ？」

「祥しよう子この言っているのが『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の事だったら、戦役の後改修して、きちんと整備した状態でハンガーの奥に保管しているわよ？」

「アレまだあったんだ。ここ最近ずっと見ないから、とっくに退役したんだと思ってたわ」

「就役してまだ十年と経たってない物を、そう簡単に除籍しないわよ。世界各地で迎撃体制が整えられるようになってからは出番も減ったからって、仕舞い込んでいるだけの話でしょう。大きすぎて運用しにくいし」

　彼女らの言う『Ｈａｎｄｙｍａｎ』とは、戦役時において迎撃体制が整えられていない地域に派遣された際の、サポート機の事である。

　超大型の水陸両用の輸送機で、ペイロードは百トンに迫る程であり、その形状は貨物ブロックであるコンテナを切り離した状態では双胴機と呼ばれるものであった。

　過去に建造された宇宙ロケットの空中発射母機であるスケールド・コンポジッツ・ストラトローンチ──造られた当時、世界最大と言われた通称「モデル３５１ロック」──その機体を骨太にした感じといえばわかりやすいだろうか。

　そして、その左右の胴体によって大型のコンテナブロックが抱え込まれると、それはまるで空を飛ぶ弁当箱と言われるほどに不格好であったが、反面利用者には広いスペースに様々な機材や資材が豊富に搭載できるため、概おおむね好評であった。

　ただし、費用対効果がとてつもなく悪いことが、平時の運用に二の足を踏ませていたが。

「あんなでかいのを仕舞い込んでおけるって、この基地ムダに広いだけのことはあるわね」

「まあそうね。成層圏を飛びっぱなしの空中プラットフォーム『富ふ嶽がく』には敵かなわないけれど、それを除けば恐らくは現状世界一の規模を誇る機体だしね」

　翼端までの全幅は大型旅客機として著名であったＢ７４７の二倍ほどの一三五メートル。全長九〇メートルとそれに比して短く思えるが、双胴機であるため、一般の機体を比較対象とするべきではないだろう。

　上から見たコンテナ部を接続していないこの機体は、井桁を組んだような形状であったため『フライング♯シヤープ』などと呼ばれていた。

　だがしかし、あくまでも正式な愛称は『Ｈａｎｄｙｍａｎ』なのであった。

「それで、博士ぇ。連れてく面めん子つは？」

「今選定中よ。残念ながら祥しよう子こ、貴方あなたは基地でお留守番ね」

「えー」

　あからさまに不満を漏らす祥しよう子こであったが、アイリーンは一向に怯ひるまずに言い返した。

「本来なら退院してちゃいけない容態の人間を連れていけるわけ無いでしょう？　ここのところ根を詰めてたんだから、しばらく養生しなさい」

「ちぇー。まあ仕方ないか、流石さすがに国境超えるのに密航は拙いし」

「海外派遣の軍人には通関はないも同然だけどね。ＩＤカードがパスポート代わりだしね。そもそも、本来なら入院中の祥しよう子こは正規の任務に就かせられないじゃない。連れてくどころか名簿に載せられないわ、復帰の許可が出てないんじゃね」

　そういい終えたアイリーンは、ちらりと直すぐ側で我関せずと傍観していた吹雪ふぶきに視線を送った。それに気づいた祥しよう子こもまた同様に。

「え、なに？」

「ここにちょうど良さげな人がおりますよ博士」

「あら奇遇ね、私もちょうどそう思っていたところよ。機体の方もそろそろいけるみたいだし。慣らしにはちょうどよいんじゃない？」

「え？　なんで私？」

「じゃあそう言うことで。お嬢、博士の面倒見てあげてね？」

「あら失礼ね、私の面倒を見るだなんて百年早いわよ？」

「あと三～四十年もしたらリアルで老後の面倒お世話みなきゃいけなくなりそうですけどね。いいんですよ博士、オムツくらい替えて差し上げますから」

「祥しよう子こ、貴方あなたとは少しじっくりと話をする必要がありそうね」

「三十年くらいだったらわたしはまだまだ働き盛りなんで」

　何やら不穏な空気を発生させ始めた二人のすきを突いて、吹雪ふぶきはその場をあとにした。

「つき合ってらんないわ。変なことに巻き込まないでくれるかしら。……そうだ、今なら」

　基地でも一番の機密であるアイリーンの実験室で動き回る為ために、吹雪ふぶきはそれ相応のＩＤカードを別途渡されていた。これを使えば今ならどこでも入れるということに気付き、構内を探索することに決めたのである。

　本来の目的である疾風はやての様子を見るために。
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『えー、じゃあ今から見せるのは、あくまでも緊急時に便利な手法テクニツクだから実際の機体で多用しないように。覚えてるとすごく便利だけど、後でいろいろと面倒というか、機体へのダメージが大きくて主に整備の人が泣くから』

　仮想訓練機に一人搭乗し、機外からその様子を眺める候補生たちに向かって、疾風はやてが説明しながら操作を始める。

　電脳空間に映し出されている基地上空を飛行する中型機が、高空から一気に急降下し、地表スレスレで引き起こしたかと思うと、滑走路上を減速もせずに侵入、そのまま流れるような動きを見せ、駐機位置にまで速度を落とさず移動し、いきなり静止した。

「え、今何のなに？」

「仮想訓練機装置のバグとか……？」

「ねえかずみん、コーチが裏技見せてる」

「今は教官とおっしゃい。……相変わらず使えるようで使い所の難しい裏技を、よくもまあ」

　まるで動画を静止させたかのような唐突な停止に、候補生一同は困惑を隠せなかった。とある二名の候補生を除いてだが。

「慣性制御と重力制御で運動エネルギーを吸収すると共に打ち消して、見かけ上の動きを中和させた。これ、いざという時にすごく便利なんだけど、あんまり頻繁にやるとリアクターとベクトル・コンデンサが悲鳴を上げるからね。出力に余裕のある機体なら別だけど、非力な機体の場合は今みたいに一瞬だけリミッターを解除して──」

「はやてっ！　あんた候補生に何教えてるのよ！」

　疾風はやてが解説を始めたところで仮想訓練室に響いた大声に、一同は一斉に振り向いた。

　そこには、見慣れぬ格好をした一人の女性が、仁王立ちして怒りをあらわにしていたのだ。

『あれ？　吹雪ふぶきじゃないか。どうしたのさ、自宅待機中なのに』

「え、吹雪ふぶきって……霞かすみ目め教官っ!?」

「うそっ、あれ教官!?」

「美人だとは思ってたけど、着飾ったらあそこまでになるのね……モデルさん顔負けじゃない」

　驚く候補生達を尻目に、ヅカヅカと仮想訓練装置に近寄り、緊急用の停止装置のカバーを開き、躊ちゆう躇ちよなくその中の薄い透明なカバーで覆われた大ぶりのボタンをぶん殴った。

　それと同時に機能を停止し、ハッチが開いて中の搭乗者が身体からだを支えられているフレキシブルアームによって機外へと排出された。

「非常停止なんてしなくても、口で言ってくれれば普通に出るのに」

「そういう問題じゃないわよ。あのね──って、ここじゃ拙まずいわね。疾風はやて、自習しとくように指示して、ちょっと来て」

　二人の周囲を輪を描くようにして取り囲んでいる候補生たちに各自で練習を再開するように指示を出し、二人はそのまま仮想訓練室の片隅に移動し、顔を見合わせた。

「へぇ、驚いた。吹雪ふぶきのそういう格好って意外だけど、すごく似合うね」

「え、そ、そう？　ありがと──じゃなくって！　何教えてるのよ！　あんなの戦役中の死ぬか生きるかの時ぐらいしか使っちゃ駄目な緊急回避術の一つじゃない！」

　敵にやられるぐらいならば、機体が壊れるかもしれないリスク程度なら敢えてそれを覚悟で、避ける事を選ぶ。

　戦役時にそういう逼ひつ迫ぱくした状況で用いられた高難易度の回避技の一つであり、開発者が設計段階で想定した機体本来の正規動作ではない。

　であるために、機体に係る負担は大きく、下手をすればその時点で機体が動作不能、最悪の場合リアクターを含めた中枢部分が瓦解する可能性もある程の、荒業であった。

「でもさ、死ぬよりはマシだよ。あれが使えるか使えないかで、避けられる、かもしれない。最悪をちょっとは跳はね除のけられるかもしれないじゃないか」

「それは……そうだけど」

「整備のおっちゃんたちも言ってたじゃないか。『俺おれ達たちの仕事を増やすたぁいい度胸だ。だが仕事が消えて無くなるよりかは百万倍マシだ』って」

「……」

　疾風はやてが、淡々とした口調でそう告げる。

　昔、戦役中にたまたま誤操作で編み出したこの技だが、一度使うとフレームから何から分解整備が必要となる。

　通常の整備ですら過酷な状況で行われていた当時、更に予定外のフルオーバーホールとなれば、整備班の過密スケジュールは地獄の様相を呈したのは想像に難くない。

「だからって、あんな──」

「知っていれば、助かるかもしれない。あの頃だって、皆そう思ってたから、裏技を見つけては教え合ってたじゃないか」

　疾風はやてに指摘され、吹雪ふぶきは既に遠くなった過去を脳裏に浮かべた。

　二人はどちらからともなく、合わせていた視線を切る。

　正しくはないが、間違ってはいない。

　であるからこそ、今ここで二人は生きているのだ。

　そして吹雪ふぶきは、降参した。既にあるものを無いと言い張ってももう遅い。

　なんの手がかりもないままの自分たちが見つけられたのだ。『ある』と知ってしまった候補生達たちが見つけようとすれば、それは自分たちの頃よりもたやすいだろうから。

「わかった、わかりました。あの頃の裏技、全部あの子達たちに伝えましょう」

「吹雪ふぶき──僕は……」

「そのかわり！　あんたにもババ引いてもらうわよ」

「え、なにそれ」

　後に疾風はやてはこう語った。

「口には出さなかったけど、こうなったら一いち蓮れん托たく生しよう呉ご越えつ同どう舟しゆう、地獄の底までつき合ってもらう。そう語ってましたね、吹雪ふぶきの目は」
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「Ａ班は以上六名。次、Ｂ班は──」

　吹雪ふぶきの復帰に関し、教官としてだけならばという許可が下りたその日。

　彼女は講義の始まる時間になるや、居並ぶ候補生たちを前にして、いきなり班分けを発表した。

「何の班分けなのかしら」

「さあ、何なのかしら。ざっと見て、操縦技能順って感じがするんだけれど」

「そういわれれば……そうなのかな？」

　急に告げられた班分けだったが、突発的に何かをやらされる事など日常茶飯事であるために特に混乱はなかった。

　ただ、一部生徒たちが首を傾かしげる事態が発生した程度である。

「それで、私わたし達たちは何班に入ればよろしいのでしょうね。中々呼ばれませんが」

「かずみん、そういうのは大概何かのフラグなんだよ？　変なことに気付いちゃだめだよ？」

　席に着いた状態で教壇に立つ吹雪ふぶきを見つめる二人は、自分たちの名前が呼ばれないことに対し首を傾かしげていた。

「それにしても、各班の人数も違えば男女別というわけでも無いのは何な故ぜなのでしょう」

「うん、これ多分純粋に操縦技術で分けてる。ほれかずみん、Ａ班なんて恋華ちゃんに凜りん音ねちゃん、美海ちゃんとかの仮想訓練機ランキング上位陣しかおらんし」

「あら、言われてみれば鷹たか嶺みねさんに木きの下したさんに城ヶ崎さん。女性だけに絞られてますわね」

「まあ、基本的に女子の方が適性高いしねー」

　正面の壁に設置されている黒板ならぬ大型タッチパネルモニターには、呼ばれた候補生の名前が順次表示されていく。

　だがそこに記される中には、一かず美みとまりえの二人の名前は無かった。

　仮想訓練の成績も、実機での訓練に関しても、昔と違い今はどちらも上位のはずだ。

「以上、次の仮想訓練はこの班分けで裏技の指導を行います。なにか質問は？　無いわね？」

「あの、霞かすみ目め教官。私わたし達たちはどの班に？」

　結局、最後まで二人の名前は挙がらなかった。

　為ために、一かず美みは質問に手を上げたのであるが。

「ああ、あなたと刈かり巣す候補生は別枠が用意されてるから、そっちに行くように」

「別枠、ですの？」

「なんかすっごい嫌な予感しかしないんだけど」

「ファインマン博士と黒くろ江え二佐が呼んでたわよ」

「あー、そっちかー。やだなー、かずみんのせいだかんねー、お昼のオマケよろしく」

「またですの？　まあ構いませんけれど」

　そんなのんきな事を言い出した二人をよそに、吹雪ふぶきは他の候補生の様子を窺うかがっていた。

　わざわざ班分けして何をするのかと興味津々だった女子はともかく、教壇に立つ吹雪ふぶきから少しばかり離れた位置に立つ疾風はやてに対して向けられる、一部の男子候補生たちの視線に気が付いていたからである。

「戦役時前にも似たような状況があったような……まあどうにかなるでしょ。あの時の方が深刻だったけど、なんとかなったし」

　だから生きていられるわけだしと、吹雪ふぶきはそれ以上は特に気にせずに講義を始めたのだった。




　そして、午後からの仮想訓練が開始されると、それは顕著に表れることとなった。

「はい、Ａ班はこっち。Ｂ班はあっちの檜ひのき臨時教官の方に」

「げ、檜ひのき教官出てきてんの？　って臨時？」

「ずっと警戒勤務に就いてたらいいのに……あれ？　誰あれ」

　吹雪ふぶきが指示した先には、いかつい筋肉ダルマな檜ひのき興こう平へいの姿はなく、代わりにふんわりとした印象の女性が教官姿でニッコリと笑みを浮かべて手を振っていたのだ。

「言い忘れてたけど、臨時で教官をしてくれる檜ひのき茉ま琳りん特務二尉よ。産休から最近復帰して警戒任務に就いたりもしてるから知ってる者もいるでしょうけど、腕の方は確かよ」

「よろしくねー。あら？　一かず美みちゃんとまりえちゃんはいないのね」

「あの二人は博士のところに呼び出されてるわ」

「あら残念。それじゃ、Ｂ班の子達たち、こっちに来てちょうだーい」

　ぞろぞろと吹雪ふぶきと茉ま琳りんの元に移動する候補生達たち。

　そして残された者たちはと言うと。

「Ｃ班は俺が指導する事になった。もうわかっているかもしれんが、Ｃ班に集められた者は、端的にいうと技量が足りていないと看み做なされた者たちだ。ただし、これはあくまでも裏技習得に関しての技量であって、常識的な操縦に関してではないので悲観しないように」

　疾風はやては目の前に半ば不ふ貞て腐くされたような態度で並ぶ候補生──その全てが男子だ──に対し、率直に言ってのけた。

「本来、基本は基本として伸ばしていくのが筋だが、そんな悠長なことは言ってられん。任官してしまえばお前たちはその時点で一人前として扱われる。配備されてしまえば、どんな任務でも先任の者たちと同等に扱われる。敵からも、な」

　疾風はやては、自身も意識しないうちに、候補生らに対して強い威圧を向けていた。

　それは、実戦に赴く際に纏まとう、歴戦の空気であった。

「初陣を済ませた？　勲章を貰もらった？　一切関係ないっ。そんなもので敵の攻撃が避よけてくれるわけでも自分の能力が上がるわけでもない。一旦出撃したら、全ては自前持ちだ。新米もベテランも別け隔てなく攻撃の的になる。だが──」

　そこで言葉を一旦切った疾風はやては、目の前にいる全ての候補生に目線を順に合わせ、告げた。

「ベテランは、お前たちのヘマを庇かばうだろう。先の戦い大発生で檜ひのきが真っ先に落ちたようにな」

　そう口にした瞬間、何人かの候補生がビクリと身震いした。

　身に覚えがあるのだろう。だが疾風はやてはそれに気付いた素振りを見せず、仮想訓練機への搭乗を指示したのだった。




『遅い。そんな様では、裏技の「う」も教えられん。もう一度だ。ロンダートからの側宙、そしてドッペル２回宙返りで着地まで持っていけ。それの繰り返しだ。まずは百回、二分を切れ』

　疾風はやての指導は過酷を極めた、とは言い難にくい。機体の習熟訓練の基礎とその応用を、手早く、ただ淡々と繰り返す、ただそれだけだ。問題は、それが異様に素早さに拘こだわっているのと、アシスト機能全てをカットし、搭乗者による入力のみで行うように言い渡されている点であった。

『こんなのっ、出来るかよ！』

『吹雪ふぶきを始めとした現役連中はそれくらい鼻歌交じりでやってのけるぞ。そして、これくらい出来ないようでは生き残れん。そら、足元がお留守だぞ』

『うわっ！』

『どんな機動をしていようが、即座に対処できるようになれ。常に全方位に意識を向けろ。一点に集中しつつ、索敵を疎おろそかにするな』

『無茶言うな！』

『出来なければ死ぬだけだ。ほら、今度は周りが見えていない。動いてるのはお前だけじゃないぞ』

　電脳空間に設置された、それこそ狭いリングのような中で、複数の中型機が駆け回っていた。

　互いに決められた動きを制限時間内に、他の機体に接触しないよう、操作する。

『うわっ！』

『す、すまん。当たっちまった』

『他機と接触したらもう一度はじめからだ。各務かかみが原はら候補生、周りをよく見ろ。動きをただ見るだけじゃ避よけきれんぞ。未来位置を予測して自機の位置と動きを調整する事を考えろ』

『そんな事一度に全部なんて』

『出来なければ死ぬだけだ。何度でも繰り返せ、身体からだに覚え込ませろ』

　上下左右から飛び跳ねては行き来する候補生達たちの機体を、回避行動をとっている様子もないのにかすりもしない疾風はやての機体。

　言うだけではなく、実践してそこにいるのだから下手な文句も言えなかった。




「ちきしょー！　どうやったらあんなのが出来るようになるっていうんだよ！」

「ほんまにな。俺ちょっと若わか松まつ教官のこと見直したわ」

「うん、有名じゃないけど、伊だ達てに戦役を生き残ってしかも佐官にまでなってるわけじゃないんだなって」

　夕刻、裏技講習一日目を終えたＣ班の男子候補生達たちは、涙目になりながらも空すきっ腹ぱらにメシを詰め込んで、果ての見えない訓練の憂さを晴らそうとしていた。

「だけどよ、一番下手くそって言われてるんだぜ俺ら。その辺どう思うよ」

「下手くそっていうか、操作に関しては僕より仮想訓練で点数低い子だってＢ班にいるんだよね。若わか松まつ教官だって、単純な腕の問題じゃない、みたいなことを言ってたじゃないか」

「そりゃ、そう言ってたけどよ。だったら何がどう問題なのか言ってくれって話だろ」

「だよね、言ってくんなきゃわかんないよね」

　Ａ班の者たちは、確かに技量的に上位だと彼らも理解していた。だが、自じ分ぶん達たちとＢ班にいる者たちとの差が、彼らには感じられなかったのだ。

「あいつらは更に別枠だしよぉ。なんつーか、やりきれねぇよなぁ」

「あいつら？　ああ垂たる井いと刈かり巣すか。もう馬鹿にするとかそんなの通り越しちゃったもんね」

「んっとによぅ。──ん？」

　曹士食堂──アメリカ料理いたり庵あんで食事をとりながら駄だ弁べっていた彼らの視界に、その二人、一かず美みとまりえの姿が目に入ったのである。

「ちっ、いい気になもんだぜ」

「ファインマン博士のお気に入り、らしいもんね」

　その二人は食堂に入ってくるのかと思いきや、何やら立ち止まり誰かと話を始めたようであった。その相手は、といえば。

「げ、檜教官ゴリと若わか松まつ教官」

「警戒勤務明けたんだね」

　一かず美み達たちは食堂の前で、疾風はやてと興こう平へいにばったり会ったようで、何やら話を弾ませていた。

「何話してんのやら」

「よくまあ教官達たちとあんなふうに話せるよね」

「て言うか、教官達たちどっちも士官なんだからこっちくんなよな」

「それは言えてる。顔合わせるのもなんだからさっさと出ようか」

　男子候補生らは、同席の可能性こそないだろうが食事時にまで教官の顔を見たいとは思わなかったので、残った食事を綺き麗れいに空にすると、そそくさとその場を後にした。

「あー、もう。いつまでやらされるんだろうな、あれ」

「出来るまでだろーね」

　食堂を出て、意気消沈しながら寮へ戻る途中。愚痴をこぼしながら歩く彼らの耳に、聞き慣れた声が響いてきた。

「それで、Ｃ班の連中はどうだ？」

「そうだね、今のままじゃ間違いなく──足を引っ張る。自分だけじゃなく、誰かを危険に晒さらすことになるよ。あのままじゃ」

　食堂に入るものだと思っていた疾風はやてと興こう平へいが、自販機で買った飲み物を片手に、何やら話し込んでいたのである。

「そうか……あの班分けは霞かすみ目めだけじゃなく、俺も手を加えたんだが、お前もそう思うか」

「うん。戦役時あの頃生きて戻ってこれなかった奴やつらに似ててさ。このままじゃ、同じ轍てつを踏ませちゃう、って思ったらさ」

「……まあ、俺らに出来るのは、鍛えてやる事ぐらいだからなぁ」

「もどかしいよね。だからせめてさ、心を鬼にして面倒見てやろうって」

「……ほれ、ハンカチ」

「あ、ありがと。似合わないね、興こう平へいからハンカチが出てくるなんて」

「ばっきゃろ。嫁が持ってろってうるせえんだよ。まああれだ、俺らの出来ることを全部やってやろうぜ、な」

「ああ、そうだね」

　飲み干した後のカップをくずかごに放り込んだ二人が、候補生らが聞き耳を立てている方へと歩き出したのを見て、彼らは慌ててその場を静かに後にした。

　そして──。




「今日も昨日と同じ、ロンダートからの側宙、ドッペルで着地までの繰り返しだ」

「はいッ！」

「……返事だけが良くても生き残れんぞ。さあ始めろ」

　少しばかり聞き分けの良くなった男子候補生達たちが、前日とは比べものにならないほどの熱意で訓練を開始したのであった。
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「久々に見ると、ほんと大きいわねぇ」

「それに結構あちこち変わってない？　水平尾翼とか、繫つながっちゃってるし」

　日本基地の駐機場に姿を現した超大型輸送機『Ｈａｎｄｙｍａｎ』は、その漆黒の巨体で見るものに凄すさまじい威圧感を与えていた。

　しかも、疾風はやてたちの記憶にある機体形状とかなり変化している。

「改修したって言ってたわ。まあ操縦性超悪かったからかしらね。二つのＴ字水平尾翼がくっついて大型になってるし」

「なんだかエンジンも大型化してない？」

「……博士のやることを一々気にしてたら神経持たないわよ？」

　まあそうだけど、と同意して、改めて『Ｈａｎｄｙｍａｎ』を見上げる。

　やはり圧倒される大きさだ。ベゼル・キャリバーも大きいが、アレはああいうものだという認識がある。しかしこちらは仮にも飛行機だ。

　空を飛ぶ機械がこうまでも大きいと畏怖さえも感じられる。

「成層圏プラットフォーム富嶽もでかいことはでかいけど、あっちは生身でこんなに近くで見る機会なんてまず無いからね。次に降りる時って除籍する時って話だっけ？」

「らしいわね。機体の修理や構造補強材の取替えなんかも飛びながらするらしいし」

　疾風はやてと吹雪ふぶきは、二人揃そろってアイリーンの現地調査部隊に参加することとなったのである。

「まさか、教官の仕事を放り出してまで向かわされる事になるとは思わなかったよ」

「私もよ。実戦に出すには本当にちゃんと治っているか不安で、もしもの時に責任取るのが嫌だから復帰の許可が出なかっただなんて、ふざけてんの？　としか」

　二人がそんな事を話す間に、井桁状の機体の中央部、双胴の空間部分に、巨大な箱としか表現できない物がのろのろとした速度で移動していた。

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の根幹部分とも言える、貨物スペースである。

　ベゼル・キャリバーが遠方での作戦を行う際に同行し、その補給から人員の休息、点検整備や修理、武器弾薬の輸送まで一手に賄うために作られた、マルチパーパス・コンテナであった。

「あれ、まさか博士の実験室の一部になってただなんて知らなかったわ」

「僕は知ってたというか、見た時にわかったけど。てっきりあそこに流用しちゃって、もう基礎打って据え付けてたと思ってたよ。払い下げ、と言っていいのかどうかは知らないけれど。まだちゃんと現役だったんだね」

　二人が見守る中、巨大コンテナは大型のロケットを打ち上げ台まで運ぶクローラー・トランスポーターに似た形状の装軌車両が四台一組となってコンテナの四角を支え、ゆっくりと移動させられている。

「じゃあ疾風はやて、向こうで会いましょ」

「うん、気をつけてね」

「気をつけて、ねぇ。どっちかって言うと、疾風はやての方が気をつけて飛んでねって感じなんだけど？　久々でしょ？　空」

「あーうん。まあね」

　曖昧に笑って、吹雪ふぶきを送り出す。

　彼女は彼女で、まっさらの新品の機体を用いて現地に向かうのだ。そして──




「かずみん、着替えとか足りるかなぁ」

「あのおっきな飛行機に洗濯機くらい無いはずないでしょう？　多分！　いいから早く私物を預けてきなさい！　私達も早く参りますわよ！　置いて行かれたらどうするんですの!?」

「心配しなくても時間には間に合うってばー」

　一かず美みとまりえも、候補生たちから選抜された現地調査部隊に組み込まれていたのである。

　しかも、他の候補生らは中型練習機での遠征にもかかわらず、この二人には吹雪ふぶき同様に、まっさらの機体をそれぞれに一機、充てがわれて、だ。

「新基軸の実験機、『グレイヴ・アクセント』と『アクサングラーヴ』ね……。アイリーンさんも何を思ってあんなの作ったんだか……」

「あんなのとはシツレーだな、疾風はやて殿？」

　思わず本音を漏らす疾風はやてであったが、それを聞かれているとは思っても見なかった。

　奇妙な形状の車椅子に乗ってそばまで来ていた祥しよう子こが、疾風はやての呟つぶやきを聞きとがめたのだ。

「黒くろ江えか。……その言いぐさだと、お前も一枚嚙かんでるな？」

　苦々しくそう言う疾風はやてに、祥しよう子こは「当然じゃん」と胸を張り、意味深そうに視線を二体の実験機へと向けた。

「まあ、最初は単に暇つぶしにって思って手伝ってただけなんだけどね」

　作業が進むとあれもこれもと、他の場所にも手を付け始めた。

「まー楽しかった事。あの子らの機体は結局、中型機サイズからだいぶサイズアップしちゃったけどさ。正直、これはこれで一つの最適解って感じだね。全力を出したら並のＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーなんかじゃ足元にも及ばないと思うよ？」

「あの大きさで？」

　自信満々に胸を張る祥しよう子こに、疾風はやては疑わしげな視線を向けた。

　ベゼル・キャリバーシリーズは概おおむね大きさでその能力が左右される。

　当たり前だが「大きい方が強い」のだ。
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　そもそもベゼル・キャリバーがあの大きさになったのは、それなりに理由がある。

　極限生物ＥＲのサイズが非常に巨大であるためそれに対応するため、と言うのが第一義的にあるが、技術的な点から開発当初はあのサイズでなければリアクターを搭載できなかった為ためだ。

「……大丈夫なのか？　それ」

「実験機って言ってるっしょ？　大丈夫かそうでないかを実験するんじゃん」

　ひどく真っ当なことを言うが、もし大丈夫じゃなかった場合はどうするのか、と喉元まで出かかった疾風はやてを制するように、祥しよう子こは続けた。

「今はリアクターを小型化出来て、小型中型ってサイズに落とし込めてるけどさ。一番効率のいいサイズはやっぱりベゼル・キャリバー用のリアクターなんよね。そもそもあのサイズでないと、最初は技術的に励起しなかったわけだし」

　そう言う祥しよう子この顔には不安げな気配はない。

　当然、面白いことをしたぜという達成感はあからさまに見受けられ、それが更に疾風はやての不安を煽あおるのだが。

「まああんたの弟子を信用してやんな。あの子らは稀まれに見る当たりだよ」

「そんな事はお前に言われなくてもわかってるよ」

　疾風はやてはそう言うと、コンテナとのドッキングを終えた『Ｈａｎｄｙｍａｎ』へと歩き始めた。
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「これに乗るのも久しぶりね」

「そうですね、戦役後期にはもう各地に迎撃施設が出来てましたから、出番も少なかったですから、ね。でもよくこれを解体もせずに残しておけましたね」

「あなたが今言った、他ほかの基地が稼働したおかげ、でしょうね。結果として日本基地での運用機体数が激減して、空きハンガーが沢山出来たんだから、何が幸いするかわからないわね。それがなければ真っ先にやり玉に挙がってたでしょうけど。邪魔だ、って」

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の操縦室キヤビンの中で、疾風はやてとアイリーンはのんびりと淹いれたてのたんぽぽコーヒーを楽しみつつ、談笑しながら南方へと向かっていた。

　現在速度は時速一〇〇〇キロほどで、高度は約一万メートル。

　外気温はマイナス五〇度程度、気圧は地表のおよそ四分の一だ。

　しかしながら予圧された操縦室内は快適で、しかも自動操縦であるためパイロットとして主操縦席についている疾風はやてだが、飛んでしまえば後は目的地まで機体任せだ。

　戦役中に就役したこの超大型輸送機であるが、実はこの機体、ベゼル・キャリバー同様のリアクターを搭載している。

　と言うのも当時は産油国や生産施設が壊滅状態で、ジェット燃料が枯渇していた為ために出来る限り少ない消費で飛べる機体が必要とされたためだ。

　それならばベゼル・キャリバーが行う重力制御及び慣性制御を用いればよいのでは？

　そういう発想から生まれた機体なのである。

　常識的な航空機の枠組みから外れたサイズの機体が飛行できるのは、リアクター出力の関係上、中型機以上でないと行うことが出来ない重力制御と慣性制御の賜たま物ものである。これは空中プラットフォーム『富ふ嶽がく』でも同様のシステムを利用している。

　主操縦席には計器類がほぼ見当たらない。

　操縦者は情報の全てを専用のスマートグラスにより受け取ることになっているためだ。

　一応故障などの非常時に備えて、いくつか最低限の物があるにはあるが、それさえも普段はカバーが掛けられていて見えることはない。

「目的地はソロール環礁、でしたっけ？」

「ええ、マイクロニージャ──ミクロネシア連邦に属する島ね。空気も海もキレイなところだそうよ。それ以外はなにもないらしいけれど」

　そう言って、アイリーンは自分が見ていたデータを疾風はやてのスマートグラスにも転送した。

「わ、これは確かに何もないですね。でも、そこがいい、みたいな」

「住民は、以前は数百人程度いたらしいけれど、戦役で疎開して以降は戻ってないようね。今は正式な住民はいない事になってるわ。風ふう光こう明めい媚びは確かにそうなんだけど、不便すぎて観光地にもなれないって感じかしら」

「へえ、それはまた……」

　言われて渡されたデータを閲覧する。そして、疾風はやては出発前のことを思い返し苦笑した。

「どうしたの？　へんな声出して」

「いえ、あの二人がこの任務を聞いた時の事を思い出したんですよ。『南の島でリゾートだ』なんて言い出してて」

　そう言いながら、疾風はやてが操縦室の窓から外を見ると、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』から少し離れた位置を飛行している、複数の大小様々なベゼル・キャリバーの姿が見える。

　同道している派遣ベゼル・キャリバー部隊の編隊だ。

「こうして移動中も寛くつろげるのって、楽でいいですけど、なんだか申し訳ないですね」

　あちらも長時間搭乗することを前提に設計されているため、そう疲れはしないだろう。

　だが今回の遠征、またもや研修の名目が使われているので、目的地までは全て自分で操縦するようにと、編隊長であり指導教官でもある吹雪ふぶきによりお達しが出されていた。

「それくらい鼻歌交じりで出来るように、そのうちなるわ。それにしても、流石さすがに機体の中では喫煙自体が不可なのは厳しいわね。仕方がないけれど」

「後部の予圧ブロックの方でも、皆さん寛くつろげてはいるみたいですけど、ね」

　現地でのベゼル・キャリバーを含めた機体整備作業を行う人員も、当然搭乗している。

　一〇名ほどの整備班の者たちだが、調査の方も手伝う手て筈はずとなっていた。

　その面めん子つも現在はコンテナに搭載された予圧ブロック内で到着までの間、銘々が好きなように寛くつろいでいる。

　残念ながら客室乗務員はいないため、セルフサービスな上に禁酒・禁煙であるが。

「ふふ、日本で言うところの、修学旅行気分といったところかしら」

「ああ、昔はそう言うのがあったらしいですね」

　アイリーンとしてはふと漏らしただけで深い意味合いはなかった言葉であったが、返ってきたのは些いささか返答に困る疾風はやての言葉であった。

「ああ、気にしないでください。別に修学旅行に行きたかったとかそう言うのじゃないんで。それに、行った場所だけなら、僕らはきっと同年代ではトップクラスですよ」

　困り顔のアイリーンをフォローするかのようにそう言う疾風はやてに、彼女は思わずクスクスと笑いだしてしまった。

「え、今の笑うところじゃないですよ？」

「だって、私の半分以下の年齢の男の子が気を遣ってくれてるんだもの。どう反応していいのか困るのは私の方よ？　笑うしかないじゃない」

　頰を搔かきながら「そういうもんですか？」と疾風はやては問う。

　アイリーンは「そんなものよ」とだけ返す。

　内心では、「あの鼻垂れ小僧だった疾風はやてくんがまあ立派になったわね」と歓喜していた。

　何しろ、同窓の友人だった女性が残した、忘れ形見なのである。感慨も無量だった。

「ふふ、気の利く疾風はやてくん。コーヒーもう一杯注いでくれる？　お砂糖一ひと匙さじお願いするわ」

「あはは、承知しました。なにか摘める物も出しましょうか？　色々持ってきたんですよ」

「あら、ホントに気が利くわね。お願いするわ」

　私物を収めたボックスから、いくつかのクッキーやスナック菓子を取り出して、二人は到着までの間、歓談を続けたのであった。
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「今頃疾風はやては博士とのんびりと、コーヒー片手に『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の操縦室キヤビンか、いいなぁ」

　吹雪ふぶきが真新しい機体の中でため息まじりにぼやく。

「フルサイズのＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーでも、一機ぐらいなら稼働状態にして浮かせておけば、牽けん引いんしていけないかなぁ。あーあ──こら、ＣＨＥＣＫＥＲ－３！　機体が流されてるわよ！」

『こちらＣＨＥＣＫＥＲ－３。すいません、相方との操縦の受け渡しでもたつきました。もう大丈夫です』

　吹雪ふぶきの[image: 叱]責に、即座に返信をしてきた候補生。

　中型練習機は複座型なので長時間の飛行でも交代しつつ操縦すれば、特に問題はないだろうと吹雪ふぶきは考えていたが、甘かったようだ。

「ＣＨＥＣＫＥＲ－１より各機。いつもと違って今日は機体の挙動が若干変化してるはずよ。操縦の受け渡しは慎重に行うように。縦列タンデム複座機だと、お互いの姿が見えないから、受け渡しのミスで墜落、と言う事例が沢山あるわ。まあＢ．Ｃ．シリーズは落ちてもそうそう壊れることはないけれど、落ちた先に何かあったら大変なことになるから」

　練習時の状況と今とでは機体の状況が全く違うため、慣れないうちは苦労するだろう。

　自分も似たような経験があったからよくわかる。

　何がどう違うのかといえば、機体は同じ普段搭乗している中型練習機であるが、現在その姿は普段のそれとは違い、巨大な荷物を背負った登山者のようであった。

　それはベゼル・キャリバーが迎撃任務に向かう際に肩部に接続させて装着する背負式の兵装コンテナである。継戦能力と汎用性を高めるための、いわばミニ倉庫を満杯にした状態で装備しているのだ。挙動が変わるのも当然だろう。

　そう候補生たちに告げたあと、そういえばと思い出す。例の二人の搭乗機は、単座型であったことを。

「ＣＨＥＣＫＥＲ－５、６、調子はどう？」

『こちらＣＨＥＣＫＥＲ－５、はい、問題ありませんわ。この程度の積み荷なら、いつも設定されている負荷に比べれば微々たるものですもの』

　そんな設定、私はかけさせた記憶ないんだけど、と吹雪ふぶきが訝いぶかしむがすぐに気付く。

　ああ疾風はやての仕業かと。そしてもう一方は。

『こちらちぇっかーしっくす、わたしはだいじょぶですきょうかんどの。だいじょぶじゃないけどそう言わないとごはんが食べられないのでだいじょうぶはぎむです』

「ごはんくらいはちゃんと食べさせてあげるわよ……」

　心配になって声をかけた吹雪ふぶきであったが、一かず美みの方はともかく、まりえの方は今にも自我を失いそうなレベルで抑揚のない声を返してきた。

　あんまりにもあんまりな状態に、労ねぎらいのつもりもなくつい言葉を零こぼしたのだが。

『ＣＨＥＣＫＥＲ－６、無問題ノープロブレムでっす！』

　いきなり復活したまりえに、吹雪ふぶきは呆あきれを通り越して苦笑するしかなかった。

「殺しても死ななそうだわね、あの娘は」




　休養明けが通達される前から復帰とほぼ同時に引率の先生をすることになった吹雪ふぶきだが、正式な命令となったからには否やはなかった。

「どうもね、ファインマン博士のお友達で気象学の権威の方が居たらしいのよ。そんで、その方に依頼して、今のこの状況が気象学的にどうなのかってのを聞いて貰もらったんだけどさ」

　吹雪ふぶきは辞令を受け取る際に、笠かさ置ぎから言われたことを思い出していた。

「台風の発生原理ってのは、まだ完全にはわかってないらしいね。僕も説明されたけどさっぱりだった。でも、その人が言うには『こんな消え方は観測史上初めて』だそうだよ。自然現象ではない、可能性が高い。まあ僕は多分そうだと思ってるんだけどさ」

　どうもそのせいで、気象庁は内部で大混乱を起こしていたようであった。

　何しろこれまで蓄積した気象データを元にした気象シミュレーションが、圧倒的精度を誇るはずの台風の強度予報や降水分布予測が、今季はまるで役に立たないのだ。

　幸い予測以上の規模の台風がやってきたせいで被害が、などという話ではないため、表沙汰にはなっていないようだが。

「まあ復帰早々でアレだけど、頼むよ。オマケも付けるからさ」

　そう笠かさ置ぎが付け加えてきた言葉に、吹雪ふぶきは首を傾かしげた。任務にオマケとは一体、と。

「アレよ、怪け我がで休んでた子たち、霞かすみ目めくんと同様に復帰してくるからさ。檜ひのきくんをスクランブルから外せると思うのよ。それに、茉ま琳りんくんも教官の枠が空くならやりたがってるみたいでさ。どうかなーって」

　そう淡々と告げてきた笠かさ置ぎに、吹雪ふぶきは更に困惑を深めた。何が言いたいか摑つかめなかったのだ。

「失礼します。若わか松まつ三佐、入ります」

　ちょうどその時、司令執務室に疾風はやてが入室してきたのだ。それを見越していたかのように、笠かさ置ぎはニカッと笑みを浮かべ、こう告げた。

「若わか松まつ疾風はやて特務三佐、ファインマン博士が行う南方での現地調査任務への従事を命ずる。担当は輸送機『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の機長及び、現地での博士の護衛役だ。あ、出張るみんなのご飯もお願いしちゃおうかな」

　かなり無茶苦茶な司令の言い草だったが、疾風はやては「ああ、いつもの無茶振りか」とでも言うような溜ため息いき一つで了承した。




「まさかの『Ｈａｎｄｙｍａｎ』だもの、普通なら驚くわよね」

　そちらに関しては、とうに廃棄処分になっているものだと吹雪ふぶきも思っていた代物である。それを耳にしても疾風はやては驚きの顔ひとつ見せなかったのだ。

　南方行きに関しては、予あらかじめ伝えておいたが、そちらは吹雪ふぶきも知らなかった。疾風はやてがアイリーンと公私共に懇意にしていた時期があったのは知っていたが、どうにもよくわからない繫つながりである。

「ま、あれがあればどんな未開の地でもそれなりに暮らせるんだから、大助かりよね」

　周囲の候補生たちの機体に気を配り、事前に仕入れた南の島の映像データを閲覧しながら、空をゆく吹雪ふぶきであった。





[image: †]






「うーん、探知機は正常に動いてるんだけど……そっち、反応は？」

『ごく微弱な、反応と言うかノイズみたいな探知レベルしか拾えてません』

『こっちもでーす』

『同じく』

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』が現地の予定海域に着水し、機材を展開して活動を開始するのを待たずに、吹雪ふぶきの率いる候補生部隊は調査を開始していた。

『こっちも同様でっす。それにつけてもおなかがすいたけんについて』

『落ち着きなさいまりえ──じゃなくてＣＨＥＣＫＥＲ‐６。オープン回線ですのよ？　内容ダダ漏れですわ!?　ご飯抜かれますわよ!?』

『おうしっと。現在までのところ、それらしき反応はありません。調査を続けます！　だからご飯よろしくおねがいします何でもしますから』

　掛け合い漫才を通信でするなと怒鳴ろうとした吹雪ふぶきであったが、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』から届いた通信により、それは差し止められることとなった。

『ＣＨＥＣＫＥＲ－１、こちら『Ｈａｎｄｙｍａｎ』。設営が完了したわ。今日のところは帰投して、食事にしましょうか』




　現地調査キャンプを設営した環礁に、吹雪ふぶきの機体を始めとして、各候補生の操る機体も集合、全機問題なく稼働を停止させ、降機。

　アイリーンや疾風はやてはそれを出迎え、労をねぎらった。

「お疲れ様。調査データを元に、色々と検証を行うけれど、それはこちらのお仕事だから、今日のところは移動の疲れを癒やして頂戴。じゃあ、機体の方はこちらの整備班に任せておけばいいから、着替えて食事にしましょうか」

　そう言ってアイリーンが指し示した先には、ずらりと並んだ円管服姿の整備班員と、その背後で砂浜に乗り上げてコンテナの正面を開いている『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の姿があった。

　開いたコンテナゲートの左右には、内部に搭載していた各種機材が収められた自走式のコンテナがずらりと並び、あたかも町工場が隣接したような状態となっていた。

「おおー。ほんとに水陸両用機だったんだ。錨アンカーまで打ってるし。でも、かっこ悪いねえ」

「形状的に凄すごく浮きそうではあるけど、こうして見るとすごい違和感があるわね。不時着したって言われたほうが信じるかも。実際アレが飛行機だって言われても、多分誰も理解してくれないんじゃないかしら」

　非常に便利な『Ｈａｎｄｙｍａｎ』だが、候補生たちからの評判は捗はか々ばかしくなかった。

　特に外観に関しては顕著であった。

　それを聞いた設計者はと言うと、非常に残念そうにこう零こぼした。

「おかしいわね。機能美にあふれて見える私の目が異常なのかしら」

「姐ねえさん、若いうちはわからんモンが世の中あるもんでさぁ。仕方ありませんぜ」

　一番アイリーンに近い位置に並んでいた整備班員が、苦笑交じりに彼女にそう話しかけてきた。少々丸身を帯びた顔と体型の、整備班長の海え老び蔵くら一曹である。

「姐ねえさんはやめてって何度も言ってるでしょう？　そもそも貴方あなたのほうが年上のはずよ？」

「こういうのは年齢は関係ないんっすよ。ほいじゃ、俺等は点検始めますんで。お前ら、作業始めるぞ！　初日だからって手ぇ抜くなよ！　姐ねえさんが見てんだぞ！」

「はいっ！」

　むさ苦しい男所帯の整備班に紛れて、自らの手を機械油で汚すのを厭いとわないアイリーンは、整備班の面々から非常に慕われていた。

　アイリーンにしても、腕の良いい機械屋を嫌う理由など無いため、彼女を頂点にした整備部門ピラミッドが形成されている始末であった。

「……はぁ。各員のＩＤタグを部屋のキーとして登録してあるから、部屋割りを確認して身支度を整えたら、上に集合のこと。吹雪ふぶき、みんなを先導してあげてね」

「了解。はーい、付いてらっしゃい。そこの階段登った上の階が居住スペースだから。そのまま更に上に上がれば、機体上部に出れるからね。あと──」

　候補生たちを引き連れて、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』のコンテナスペースに入ってゆく吹雪ふぶきを見送り、アイリーンは整備班が取りかかりはじめた各機体を見上げた。

「こういうのも久しぶりね」

「そうですね。前の時はもっと戦々恐々としてましたけど」

　疾風はやても、同じことを考えていたのかどこか遠い目で同じ光景を見つめていた。やっと極限生物ＥＲを相手にして引けを取らない戦いができる、そういう喜びに満ちた、未来に希望を見いだせる様になった、あの頃を。

「食事の準備は大丈夫なの？」

「今日の夕飯分は、切るだけでしたから。それにしても、あの頃を思えば天国ですよね、携帯食カロリーブロツクでもあるだけまし、だったんですから」

　夕食の支度は既に大半は終わっていると告げ、疾風はやてはことさら明るく当時の食糧事情を口にして笑った。笑えるように、なったのだ。悪いことではないはずだ。

「それに、警備の人で非番の方が手伝ってくれてますし。大丈夫ですよ」

　そう付け加えて、疾風はやてはアイリーンを安心させた。

　それにどちらにしても、候補生らが身支度をととのえるのは暫しばらく掛かるだろう。

　なにしろ部屋自体は二人で一部屋の割り当てがあるが、シャワー室は共同で、二箇所各二基しか装備されていない上、二箇所というのも男女別に分けるためだからだ。

　今回派遣されたのは六機、そのうち三機が複座型の中型機だ。

　総勢九名、その全てが何の因果か女性ばかりである。それが順番に使うとなれば、それなりの時間がかかるのは致し方ない。

「それじゃ僕はそろそろ料理の方、手伝ってきますね」

「ええ、お願いするわ」

　軽快に駆け出した疾風はやてに軽く手を振り、アイリーンも整備の様子を見るべく歩き出した。

「……そういえば、吹雪ふぶきに改装したの伝えたかしら」

　実は今回の任務が決まる以前から、保管に伴う整備にかこつけて『Ｈａｎｄｙｍａｎ』に手を入れていたアイリーンであった。




「……やばい、中身がぜんぜん違う。ほぼ別物だわコレ」

　吹雪ふぶきにとって、戦役当時には慣れ親しんでいたとも言えるほどに利用していた『Ｈａｎｄｙｍａｎ』であったが、いざ乗り込んでみると基本構造こそ変わらぬものの、その構成部品等はほとんどすべてが最新式のものに換装されていたのだ。

　と言っても、空間を有効に使わなければいけない時点で、個人にあてがわれるスペースに大した違いはないが、それでも野外でテント生活をすることを思えば雲泥の差であった。

「うわー、雑ざ魚こ寝ねでもするのかと思ってたのに、こんな風になってるんだ」

「普通に住めるわね、これ」

「かずみん、これなにこれなに。洞窟？　横穴式住居？」

「落ち着きなさいまりえ。そこに入って寝るんじゃありませんの？　確かカプセルホテルと呼ばれる形式だったはずですわ」

　大きいとはいえ航空機、スペースの有効活用は必須であろうと候補生達たちは潜水艦の寝床レベルのものだと想像していた。

　寝返りをうつにも一苦労と言われる、多段式ベッドで眠るのだろうと。

　しかしながらその想像は良いい意味で裏切られたようである。

「はいはい、部屋を確認したら順番にシャワーを浴びてきなさい。コールサインの若い順からね！　一人五分！　浴び終わったら上に昇ってくるように」

　吹雪ふぶきはひとしきり騒いだ候補生にそう言い渡し、自身は搭乗服のままロングジャケットを羽織り、その場を後にした。




「あれ？　まだ着替え終わってないの？」

「たいして汗もかいてないし、私は後でいいかなって。事態が差し迫ってるわけでもなし、搭乗服の内部環境の快適さ、あなたも知ってるでしょう？」

　機体上部、便宜上『屋上』や『上』などと呼ばれる場所へ向かおうとするところで、吹雪ふぶきはちょうど仕込みの済んだ材料を持った疾風はやてと鉢合わせた。

　そして気の利かないことを言う疾風はやてにそう言って笑う。相変わらずこの男は、と思いながら。

「しっかし何これ、変わりすぎじゃない？」

「僕だって中身がここまで変わってるとまでは知らなかったよ。──オフレコだけど、なんでもアイリーンさんの個人資産がとんでもない額になっちゃってて、その使いみちを考えてた時に目についたからちょっとずつ手を入れた結果だって」

「勝手にそんなことして怒られないのかしら」

「元々の仕様です、って言い張るらしいよ。ワンオフで日本基地が独自に作った機体だから、内部構造を把握してるのなんて外部には居ないからって」

　そう言われて改めて見渡すと、真新しい部分のユニットには、どこにもメーカー名が刻印されておらず、片隅にデフォルメされたアイリーンが舌を出してウインクしているキャラクターが描かれていた。そのキャラクター絵の脇には、ご丁寧にＴＭと銘打たれていた。

「実験室謹製ってこと、よねこのマーク。とすると、全部持ち出し手弁当？　……何というブルジョワ。どれだけお金持ってるのよ、あの人」

　もはや呆あきれを通り越して笑うしかない吹雪ふぶきであった。

　公の組織が使用している機材である。改装や修理にも費用が発生すれば予算として計上されている中から賄わねばならず、そもそも予算がなければ修理もできない。

　一分一秒遅れればその分人が死んでいったあの頃は、予備費での対応や事後承諾的な予算の配分でやりくりしても、そもそも資材が高騰する一方で調達が追いつかず、仕方なく裏ルートから資材を手配することなどもあった。

　その際の割わり増まし料金は、アイリーンがどこからか引っ張ってきていたらしいが、それも自腹を切っていたのだろうか、と吹雪ふぶきは彼女の認識を改めた。

　聖女かなにかか!?　とまでは行かないが、少なくとも掛け値なしに尊敬できる女性であったのだ。

　──祥しよう子こあたりがこの吹雪ふぶきの感想を聞けば「ばっか、うちらが倒した分の極限生物ＥＲ素材の値付け、誰がやってたと思ってんのさ。胴元が相場決めれるんだから、負けるはずないじゃん」とでも言って笑ったであろう。

　なお後年、そういった部分の追跡調査が行われたが、全て証拠不十分でお咎とがめ無しとなっている。また、謎のルートで調達したと思われる資材等は全て加工されてしまっており、製造元に問い合わせて製造年月日を調べ、その履歴から色々と遡って調べようにも、どれもこれもアイリーンのＴＭロゴしか入っておらず、手がかりを何も摑つかめずに結局有う耶や無む耶やになっている。

　そんな世間離れした非日常時代の感覚のまま、軍の保有する機体を半ば私物化しているも同然のこの改装である。

　なにか文句を言われても、一切の既製品を使っていないのだから最初からこうですと言い張ってしまえばそれ以上突っ込めない。

　当時の記録など、まともに残せていないのだから。

　どちらにせよ、アイリーンの手のひらの上で全て済んでしまうということになる。

「そもそも、どこからそんなお金が湧いて出てくるのかしら」

「さあ……Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバー関連の特許料とか？　軍人だったら所属してる国に権利がいくらしいけど、アイリーンさん民間人だから」

「ああ、なるほど。それなら確かにスゴイ収入になるかも」

　実際スゴイ額なのである。その潤沢すぎる資金を、趣味というか暇つぶしに『Ｈａｎｄｙｍａｎ』に向けたのだ。内装を刷新した程度では彼女の資産はびくともしないだろう。

　以前に復帰するかしないかぐだぐだと言っていた頃に新調してもらった疾風はやての搭乗服一式も、アイリーンの懐から出ているが、二人には知る由もないのである。

「その割に、新しいバッグ買うとかは臨時収入があった時とかしか買わないのよね」

「ああ、なんかそんなこと言ってたね、っと」

　狭い階段を登りきると、そこにはだだっ広い『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の機体の上。そこでは既に何人かが食事の支度をしている最中であった。

「材料持ってきたよ」

「あ、ありがとうございます。それはそのコンロの横に置いといてください」

「食事になんで上に昇ってこいっていうのかと思ったら……」

　飛行機のくせにやたらと広い『屋上』で何を食べるのかと思えば、まさかのＢＢＱであった。

「初日くらいは奮発しましょうかって、アイリーンさんが。……これも私費なんだよね」

「あーもう、そんなにお金を持て余してるんなら浪費に付き合って差し上げようじゃないの。うわ、なにこれ、スゴイ霜降りじゃない!?　まさか本物の牛!?」

　まな板の上に置かれていたブロック肉目が止まった吹雪ふぶきは、思わず声を上げた。今では滅多に口に入らない牛肉である。しかも見ただけでわかる高級さ加減だ。

「本物の神こう戸べ牛ぎゆうだって話だよ？　今じゃ、お金積んでも買えなかったりするって話だけど」

「はぁ……ちっちゃい頃に食べた記憶がおぼろげにあるくらいよ、私」

「僕だって似たようなもんだよ」

　呆あきれて声も出ない吹雪ふぶきに、疾風はやては苦笑いを浮かべながら「せめて美お味いしくいただかないとね」と言って、その大きな肉のブロックに慎重に包丁を入れたのである。

　その日、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の屋上では、候補生を始めとした派遣された隊員全員が歓喜の声を上げたという。
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『どう？　なにかわかりそう？』

　集められたデータを、スマートグラスによるＶＲ空間に視覚化して展開し解析を進めながら、件くだんの気象学の権威にも助言を求める文章を同封して転送していたところで、日本からの通信が入ったと視界の隅に着信マークが点滅し始めた。

　アイリーンは若干の嫌な予感を抱きつつも回線をつないだのだが、何のことはない、通信相手は笠かさ置ぎであった。「音声のみの受信にしていて良かった」と思った次の瞬間には、笠かさ置ぎは挨拶も抜きに単刀直入に自分の知りたいことを聞いてきたのだ。

　いつもどおりの不ぶ躾しつけさに、こちらの憤りが混じった声色など役に立たない相手では意味がないなと余計に苛いら立だちが募ったのだが、相手をしないわけにもいかない。

「着いたその日に事態が急展開だなんて、物語だったら観客にも評論家にもご都合主義って馬鹿にされて酷評されるわよ？」

『事実は小説よりも奇なり、っていうじゃない』

　あからさまに「適当にあしらってしまいたい」という口調と内容になってしまっているが、それで相手がめげるようであれば苦労はない。

　そして思ったとおり、こちらの気分など知ったことかと、ことさらのんびりした口調を崩さずに都合のいいことをいい始めた。

『現状で推測できる事とか、そう言うのもない？　これっぽっちも？』

「手がかりがあれば多少なりとも想像できるでしょうけど、本当になにもないの。それこそ霞かすみか雲かってところよ。まだ現地の状況の下調べ段階です、無茶言わないで」

『そこをなんとか、指針みたいなものだけでも』

「それを今から調べるって言ってるでしょう？　──どこかのバカが難癖つけてるの？」

『……いやだなあ、今どき海外派遣反対とかいう時代遅れの馬鹿に文句言われてめんどくさいから押し付けようだなんて思ってないし』

「あっそう、じゃあね」

　話にならないと、あっさりと通信をぶち切る。

「全部終わったつもりでいるのなら、後は自分たちでやればいのよ。出来るものなら」

　未いまだに、というか、この期に及んで、というべきか。

　状況が安定してきたとたん、権利がどうの、駆け引きがこうのと言い出す輩やからが激増した。もう人類が完全勝利したとでも思っているのだろうか。それならば、何な故ぜあの子達たちはゆっくりとした生活に戻れないのだろう。

「そういうバカも守るのがお仕事です、って。そんなのを守るために──」

　我知らず、何かを睨にらむように目が鋭くなる。

「ああもう、やっていられないわね」

　スマートグラスの機能を切り、机の上に置かれたシガレットケースを手に取ると、アイリーンは白衣を翻して自室を後にした。

「ああ、ヘルメット持ってくれば良かった。あれがあればどこだって煙草たばこが吸えたのに」

　情報分析に必要な機能が詰め込まれた自作のドクターＸヘルメットを簡易喫煙所扱いしているアイリーンであった。

　上で吸うか、下で吸うか。屋上で景色を眺めながら吸うか、下に降りて海辺で吸うか。二択のどちらを選ぶか階段の上りと下りの前でしばらく考えたアイリーンであったが、選択したのは『上』であった。

「今日は月夜だし、結構いい景色だと思うのよね……」

　そして上がった屋上は、翼端で照明代わりに灯ともされた赤い光と緑の光、尾翼付近では白い光が灯ともされていた。

「右翼が緑色、左翼が赤色って、なんだか出来すぎてるわね」

　ふっと笑みを浮かべ、アイリーンは屋上の端にまで足を運んだ。ここに駐機した時点で落下防止用に柵が設けられているので落下の心配は無い。

　アイリーンは柵に肘を乗せ、ケースからタバコを取り出すと、古いオイルライターでゆっくりと火をつけた。

「ふう……一服するのも一苦労だわ」

　昔はよかった、と言っても喫煙環境が今のようになる前などは、さすがに伝聞でしか知らないのだが。煙草たばこを喫のみながら、海を見つめると、ちょうど「月の出」の時間であるようで、低い位置に浮かんだ月から、海に月明かりの道が照らし出されていた。

　Moon Roadというのだろうか？　アイリーンは白衣のポケットから携帯灰皿を取り出しながら、「これは絶景ね……」と、思わず呟つぶやいた。

　美しい光景に、先程の面倒ごとを少し忘れることができた。そして──

「……あら？　あの子たちったら」

　下方、海岸の砂浜で、二人並んで月を見ている疾風はやてと吹雪ふぶきの姿があった。

「相変わらず仲が良いいわね……二人とも」

　アイリーンのスマートグラスの機能には望遠機能をつけた覚えがなかったが、暗視機能に微光増幅式を備えていた。本来は暗い中でも足元を安全に、というためのものであるが、アイリーンは苦笑しながらその機能をオフにした。

「……Peeping Tomは粋じゃないわね」

　そう呟つぶやいて、アイリーンはシガレットケースからまた一本、煙草たばこを取り出す。

　それを口にくわえ、使い古したオイルライターで火をつけた。
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「紙巻き煙草たばこも良いいけれど……」

　アイリーンは指先でライターを弄ぶ。そう、たまには煙管パイプもいい。痺しびれるような、あの苦い辛からさがたまらない。月の光で鈍く光るライターを見つめながら、ゆっくり紫煙を吐いた。
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　連日の調査の結果わかったのは、「台風が発生していない現時点では、何もわからない」ということであった。気象衛星からの映像や気象庁からの気象情報によれば、このあたりで現在熱帯性の低気圧が発達し始めている様子はないとのことだった。

「……もうしばらく続けます。食料等などの在庫はまだ大丈夫かしら？」

「食料はまだ余裕ですけど、水の方が心もとないですね。濾ろ過か器の水は不ま味ずいですし、大方機体の洗浄と身体からだを洗うので使っちゃいますからね。あと、候補生達人員のほうに若干疲れが見えはじめてきてるように思えます」

「ああ、そうね。日中は連日休み無しで飛びっぱなしだものね」

　ここに来てからはや二週間。何の成果も上がらない状況で、毎日同じルーチンを繰り返していると体力的にと言うよりも精神的に参ってきてしまうだろう。

　あと、できれば「塩が足りない」なんてジョークを疾風はやての口から聞きたかったアイリーンであったが、この状況でそういうことを言うタイプでもない。

「……そうね、交代で半日ずつでも休みを入れましょうか」

「いいですね。みんなも喜びます」

　本来ならば、特殊契約者ではあるが民間人に過ぎないアイリーンだが、この調査に関しては彼女の指示で動く事を最優先と下達されている。

　そのため、あくまでも現地での最上位である吹雪ふぶきが意見を取り入れて指示を出すという体ていになっているのである。

「って事にしようって言ってるんだけど」

『そうね、ミスが起こってもつまらないし。博士に伝えてくれる？　どうせなら一日休ませたいから、明日と明後日あさつて、交代で半数ずつ休ませませんかって』

　通信の向こう側でそう言う吹雪ふぶきの言葉を受けて、疾風はやては直すぐそばで待機していたアイリーンに意向を伝えた。

「そっちはじゃあそれで決定ということで、お願い。後はお水よね」

　海水を真水にする濾ろ過か装備は積んで来てはいるが、小型のため全てを賄えるわけではなく、あくまで補助的なものであった。

　この環礁にも一応人が住んでいたからには、真水がどこかで手に入るはずである。こういう環礁島の水源は、地下水脈である場合が多いのだが、その殆ほとんどが淡水レンズと呼ばれる、地下の帯水層に浮かんだ淡水域だ。取水量が多すぎるとあっという間に周囲の塩水が混じり、飲用に適さなくなってしまう。外部からきた自分たちが、たとえ無人とはいえ現場を荒らして帰るのは出来れば避けたいところだ。

「……補給、お願いしましょうか」

「ですね。取りに戻るか、近場のどこかの基地で補給をお願いするか……っと」

「確か、このあたりに日本の艦艇がいるはずなのよね」

「え？　こんなところにいるんですか？」

　そう言って指し示めされたのは、マリアナ諸島グアム近辺。ここはどちらかと言うとマリアナ諸島とパラオの中間地点付近だ。距離にして五～六〇〇キロはある。飛んでいってもいいが、そうするとまた機内の設備を固定し直して──と考えていた疾風はやては、少しばかり肩透かしを食らった様子で聞き返した。

「米海軍の基地があるんですよね、グアムって。寄港してるのかな」

「演習の予定があったはずなのよ。中止になっていなければの話だけど──通信？」

　疾風はやてとの会話の最中に、どこからかアイリーンに通信が入った。

　またぞろ笠かさ置ぎあたりかと思いながら受けたのだが、それは彼女の想定外──いや、ある意味で当然の人物であった。

「はい、ファインマンです、はい、はい、お久しぶりです──お父様」
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　明日、明後日あさつて、人員の半々の休息が決まった日の夜。

　浜辺で疾風はやてと並んで座りながら、吹雪ふぶきは彼と同じ日に休めない事を残念がっていた。

「半舷休暇ってやつだね。僕か吹雪ふぶき、どっちかが出ないと」

「私が休みの時は代わりにあれに乗るんでしょ？　私わたし用に設定したから扱あつかい辛づらいわよ？」

「戦闘じゃないし、乗って立ってるだけでも十分じゃないかな？」

　実際、調査を行うことだけならベゼル・キャリバーとその他に大差はない。

「確かに、動かすだけなら出来るかもしれないけど……」

　そう言いつつも心配なのか、怪け訝げんな顔をして吹雪ふぶきが考え込んだ。

「調査自体は機械が視みて記録するし、僕らは機体のお守もりだからね。当然、事態を甘く見ているわけじゃないけど、そういう不測の事態に対応するための、半舷休暇だからね」

「確かにそうだけど……って、なんか、その言い方。私が疾風はやての教え子か何かみたいよ？」

　吹雪ふぶきが横から鋭く睨にらむ。少し、癪しやくに障ったようだ。

「いや、だって、なんでそんなに心配するのかなって……」

「するでしょ！　当然！」

　今度こそ吹雪ふぶきが怒ったのか、声を張り上げた。

「あんた、戦役終わってから何年も現場に出ないでいた身よ？　心配しない方が無理ってもんでしょ？　なのに、そんなお気楽脳天気な反応されたら……もう！」

「ごめん……気が利かなかった」

　疾風はやてはすぐに謝ったが、吹雪ふぶきは気が収まってないのか、立ち上がって彼を見下ろした。

「えーそうそう。気が利かないっ！　半舷休暇もそうだけど、あんたが言ってること、全部大体分かってるわよ……もう！　分かってることを、なんでわざわざ言うのかしら？」

　そう、捲まくし立たてた吹雪ふぶきは肩を落とし、深々とため息をついた。

「私の方が教官歴も現場歴も長いんだってば……それに、もう子供じゃないんだし。いちいち指摘しなくても……あーもう。戻ってきたのは嬉うれしかったけど、なんか調子狂う……」

　少し呆あきれたように吹雪ふぶきは呟つぶやいた。そうだ。もう吹雪ふぶきはあの頃と違う。現場に復帰して、疾風はやてはつい昔の吹雪ふぶきを相手にしているような気になっていたようだ。怒って当然だ。

　肩を落とす吹雪ふぶきに、疾風はやては誤魔化すように笑って返すしかなかった。




「わたしたちのお休みは後半かぁ……きっと私達の番になったら極限生物ＥＲが現れてお休みどころじゃなくなるに決まってる。そういう星の下に生まれたんだ。きっと。たぶん」

「まりえ。そんな想像したくもないことを言わないでほしいですわ。気持ちはわかりますが。だいたいなんで私達二人だけですの？　……まあ、理由はわからなくもないだけに余計腹立たしいのですが」

　自分たちの機体を前にして、一かず美みとまりえの二人は搭乗服姿で不平不満いっぱいにぶつくさと愚痴をたれ流していた。

　半数を休ませるといいつつ、実際初日に休むのはベゼル・キャリバー部隊九名中六名──人員をきっちり半数休ませると、稼働する機体数が偏ってしまう為ためだ。

　一かず美みとまりえ、吹雪ふぶきの機体は単座であるから致し方ないとも言える。

「二人ともまあおちつけ。こうして俺が出張ってる時点で、諦めろ。本来俺は搭乗する予定もなかったんだぞ」

　二人を率いるのは、中型練習機に搭乗する事になった疾風はやてであった。

　吹雪ふぶきの機体を使用するつもりだったのだが、それはアイリーンにやんわりと止められてしまった。吹雪ふぶき以外が搭乗すると、まだ真新しい機体が蓄積している経験値とも言うべき稼働データに違う要素が混じってしまうからと。

　疾風はやては「最初期は一機を使いまわしてたからなんとも思わなかったけど、今はそう言うものなのかな？」としか思わなかったが、『機体を育てる』と言う意味合いがあるのだと聞かされれば納得するしかなかった。

「慣らしの間はできるだけ、丁寧に扱える人に専任で搭乗して貰もらいたいのよ。変な癖もつかないし。その点吹雪ふぶきは適任なのよ」

　自分は荒っぽいのかと問いたくなる疾風はやてであったが、適材適所だという。

　機体の操作技術だけを上げれば疾風はやては吹雪ふぶきに勝るとも劣らない文句なしのトップランクなのだが、機体構造まで完全に把握し、かかる負荷を満遍なく均等に分散できるような操作は吹雪ふぶきの方が一段上だと言われたのだ。

　あの戦役最後の戦いで、満まん身しん創そう痍いであったにもかかわらず最後の最後まで戦闘不能になること無く、機能停止に陥るまで十全に戦い抜いたのは伊だ達てではないのである。




「今日は少し調査範囲を変えてみるか。上に昇がるぞ」

「高度を上げるんですの？」

「そうだ。高度を成層圏まで上げる」

　台風の根源は海上の温かい湿った空気だ。上昇気流に伴って上空に登った湿った空気が気圧の低下とともに水蒸気が凝結し潜熱を放出、それに伴って軽くなった空気はさらに上昇、すると地表近くの空気は周辺からまた湿った暖かい空気が集まりまた上昇、それの繰り返しで潜熱の放出によりエネルギーが与えられて、台風に成長していく。

「……台風が育たないのであれば、それは上空で邪魔をしているなにかがあるんじゃないか、という話らしい」

　疾風はやてが語ったのは、アイリーンが受けた通信相手からのまた聞きである。

　その通信相手とは、気象学の世界的権威で、アイリーンの実の父親でもある、アイザック・ウィスターフィールド氏であった。

　彼女の父親が世界的権威の気象学者という事については知らなかっただけだったので驚きはしなかったが、むしろ実父なのに名字というかファミリーネームが違う部分の方に気を取られた疾風はやてであった。それはともかく。

「まりえ、こーち……じゃなくて教官の仰おつしやったこと理解できましたの？」

「え？　あーうん、まあだいたいわかった」

「じゃあ嚙かみ砕くだいて自分の言葉で言ってみて」

「ごめんなさいさっぱりわかりませんでした」

　そう言ってスパッと頭を下げるまりえに、呆あきれる一かず美み。それを見ながら、疾風はやては別に深く考える必要はないと宥なだめた。

　要は、昨日までに調査した範囲を横方向に広げるのでは無く、縦方向に広げようというだけの話だと、そう理解してくれていればいい。

　そう語り終えると疾風はやては借り物の中型練習機に、一かず美みとまりえは自分たちの機体である『グレイヴ・アクセント』と『アクサングラーヴ』とに乗り込み、調査に出発していった。




　なおその頃吹雪ふぶきは。

「ううん……料理……うまく……いかない……」

　未いまだに夢の中にいたのである。なお残された者たちの食事は、というと。

「何かしらこれ」

【南の島でりぞーとしたい】

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の機内において、食堂兼会議室として使われる広間のテーブルに、一枚の紙切れが置かれてあった。そこに記されていたのは、ただ一文。これだけで誰が書いたかわかろうというものだ。

「あー、まりえちゃんじゃないの？　この研修任務が決まってからずっと言ってたし」

「気持ちはわからんでもないけど、というかわかりすぎるけども」

　起きてきた本日休養日の候補生達たちが、呆あきれながらも共感していた。実際、ちょっとくらいは期待していた。だが、そんな暇などどこにもなかった。精々が初日の食事に、でたらめに美お味いしかった肉が出たことぐらいだろう。

「それで、朝ごはんは？　食事担当の若わか松まつ教官が調査に出ちゃったから抜きとか？」

「それは勘弁してほしいなぁ……あ、アレじゃない？」

　テーブルの端に、警備・整備・候補生その他と書かれて分けられた大皿にフードがかけられ、但し書きが添えられていたのである。

「なになに……。朝はこのお皿の分を食べて、か。お昼は調理室にもう準備してあるから、各自で配膳して食べること。使った食器は洗っておくこと。ですって」

「ありがたやありがたや」

「自分で作らなくていいだけでも超ラッキーだよね。美お味いしいし」

「自炊しろって言われてたら、日頃のお食事との落差で死ねると思う」

　候補生たちはそんな事を言い合いながら、自分たちに用意された大皿を開き、嬉き々きとして食べ始めた。

　なお朝はサンドイッチ、昼はカレーが大量に作られており、どこからも文句が出なかったとだけは記しておく。








第三章









「ふうん。癪しやくだけど、お父様の予測が当たってるようね……」

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の周囲に展開されたコンテナルームの一室で、疾風はやてたち三機から送られてきた高々度での調査データに、アイリーンは微弱ながらも極限生物ＥＲの反応を見み出いだしていた。

　前日までに得られたデータとの比較も行い、コレまでに「ノイズ」だと思われていた反応が、実は単にひどく微弱ながらも広範囲に広がっているためにそう捉えられていたのでは、と推測するに至ったのである。

　アイリーンの父は、台風がその発生過程で力を失い消失するならば、それは本来エネルギーを供給するはずの上昇気流に含まれる湿気を多く含んだ暖かい空気が、その上昇する過程で放出するはずの潜熱を搾取されているのではないかと推測したのだ。

「なんにしても、コレだけでは何をどう対処すればいいのかまではわからないけれど……」

　探査装置を抱えて、あてどなく徘はい徊かいしているだけの状態よりは遥はるかにマシだと、アイリーンは状況を進めるために、一旦帰還するように疾風はやてに連絡をとったのである。




「ガス状の極限生物ＥＲ、みたいなものですか？」

「少し違うわね。極小の活動核を持つ、エアロゾル的な形態の群体型に分類される新種だと推定されているわ。わかりやすく言うなら、煙か雲みたいなものよ」

　帰還した疾風はやてたちを前に、アイリーンは得られたデータと過去のそれとの比較から、今回のものが小型の──これまでにないほどにちいさな──極限生物ＥＲであり、それが広範囲に広がって生息しているのではと結論づけた。

「えあろぞる……？　群体型っていうと、この前、黒くろ江え二佐がとかしたアー……アレみたいな？」

「アーケロンですわね。それで博士。作戦司令部の方はなんと仰おつしやっているのですか？　あと、他の子達たちはどこに？」

「司令部からの返事はまだね。現状、実害が無いし確かな報告も上げられていないわけだから、驚異レベルの設定に手間取ってるんじゃないかしらね？」

　アイリーンは司令個人から「あー、ゾル状ってめっちゃちっちゃいのが集まってるわけ？　なら弱いかな？　弱いといいなぁ。倒せるようならそっちでチャチャッとやっちゃってもいいよ？　と言うかむしろその方がたすかるなぁ」

　というありがたいお言葉を貰もらっていた。

「ほんと、人に面倒ばかり押し付けようとして。毛根全部死滅すればいいのに、あのクソジジイ。あと他の子達たちは、翼の下の日陰でのんびりしてるんじゃないかしら」

「博士ってば静かに怒ってらっしゃる？　て言うか、明日私達休めそうにない件について」

「あれは怒ってるというよりも、心底嫌ってるけど立場上顔を合わさなきゃいけないからとてもつらい、というのの積み重ねの末にたどり着いた心情ですから一つの感情にまとめてはいけないそうですわよ？　黒くろ江え二佐が仰おつしやってましたが」

　まりえの所感に、一かず美みが解説を入れる。

「あときっとそうなるんじゃないかしらと思ってましたのでわたくしの心的被害は軽微ですわ」

「かずみんつええ」

　だからといって休みが欲しくないわけではないけれど、と付け加える。誰だって休みは欲しい。なお吹雪ふぶきはまだ起きてきた姿を誰も見ていないとのことであった。




　さてそれではどうするか。

　疾風はやてが起こしに行った吹雪ふぶきと、集合するよう指示された候補生たち、それに整備班からも代表者が席に着き、現状を再確認するためにアイリーンから状況説明が行われた。

「なるほどのう。んじゃあ姐あねさん、明日から戦闘を行うと考えたらよろしいんでしょうか」

　整備班の代表として出席した海え老び蔵くら一曹は、自分たちの仕事の領域に関してどう対処したらいいのかを尋ねてきた。

　武器弾薬をどの程度用意するのかという点や、その後の整備計画を練る必要があると言いたいのだろう。

「それも含めて、明日は予定通り半舷休暇とします。当直、と言っていいのかしら。吹雪ふぶきたちの班は、待機しておいてもらうわ。実は明日、補給が来ます。それも絡んでくるのよ、整備班の方には。あと姐ねえさんはやめて」
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「ほんとに来たよ、旭きよく日じつ旗き付いてるから間違いなく日本の船だよね。どうやって荷揚げするんだろー。ヘリなの？　ヘリなのかな？　ヘリだったらいいな」

「貴方あなた、ヘリになにかこだわりでもありますの？　艦番は遠くて見えませんが、全ぜん通つう甲かん板ぱんの輸送艦のようですから、恐らくは──」

　翌日、起床時間前に目が覚めた一かず美みとまりえは、折角の休みなので満喫しようと早々に動き始めた。まりえは「えー、ねてたい」とゴネたが、放っておいたら食事の時間にしか起きてこないだろうと考えた一かず美みに引きずり出されたのである。

　そして海岸を散歩していると、見慣れた旗を翻した大型の艦艇が、こちらに近づいてきているのが目に入ったのだ。

「おお、おしりがひらいてなんか出てきた。何あれかっけえ」

「やっぱりウェルドック型。でしたら当然、出てくるのはエアクッション艇ですわよね」

　一かず美みの言うとおり、現れたのはいわゆるホバークラフトと呼ばれる形態の船舶であった。

「こっちに向かってくるみたい」

「そりゃあそうでしょう。……砂浜に上陸するのではないかしら？」

　そのままやってくるのを見守っていると、予想以上にでかいエアークッション艇が、彼女たちの立っている砂浜にほど近いところにその巨体を乗り上げたのである。

「でかい。わたし、ゴムボートの親分みたいなサイズだと思ってたよ」

「そりゃあ五〇トンを越える主力戦車を運べるんですもの、当然でしょう？　あら、ゲートが開き始めましたわね」

　見ていると、開いたゲートはそのままスロープと成り、搭載されていたトラックが、ゆっくりと動き始めた。

「何積んできたのかな」

「主に飲料水だと聞いてますわよ？　さ、邪魔にならないうちに戻りますわよ」

「ていうか、ウロウロしてたら手伝わされかねない。折角の休みなのに」

「わかってるなら早く行きますわよ」




「お久しぶりです、ファインマン博士。それに霞かすみ目め一佐も居ると聞かされて耳を疑いましたよ」

「本当に久しぶりだこと。まさか貴方あなたが来るとは思っても見なかったわ、赤あか松まつ三尉」

　輸送トラックを出迎えたアイリーンと吹雪ふぶきの前に現れたのは、元ベゼル・キャリバー搭乗者であった赤あか松まつ三等陸尉であった。

「その様子だと、頑張っているようね」

「お久しぶり、赤あか松まつ三尉。こんなところで会うだなんて奇遇ね」

「はい、本当に」

　顔を真まっ赤かにして吹雪ふぶきを見つめる赤あか松まつ三尉であるが。

　そんな彼の背後では、彼の部下たちがひそひそと何やら会話を行っていた。

「三尉って本当に霞かすみ目め一佐と知り合いだったんだ」

「元Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバー乗りだって言うのは知ってたけど、ちゃんと主力メンバーと交流できるぐらいだったんだな。俺、てっきり適性があるから籍を置いてただけかと思ってた」

「聞こえてるぞ、そう言うのは聞こえないところでやれ！」

　部下たちにそう言って追い払うと、赤あか松まつは改めてアイリーンと吹雪ふぶきに向き直り、申し訳なさそうに頭を下げて、こう言った。

「悪い、本当に申し訳ないんだが、後でアイツらと一緒に写真撮って貰もらえないか？」

「……私は別に構わないけど、いいの？　任務中お仕事中でしょ？」

　もしバレたら、内部的にはお目め溢こぼしされても、目め敏ざといプロ市民の方々がこれみよがしに論あげつらって問題に発展させたりする程度にはなりそうであるが。

「大丈夫です！　ちゃんと対策品を持ってきましたから！」




「対策……まあその格好なら、仕事中に撮ったとは思われないかもしれないけれど」

　荷降ろしを終え、再び彼らが現れたのは、海パン姿のむくつけき男たちと評するに相応ふさわしい格好であった。確かにその姿なら、撮影時刻や撮影場所を表示させなければ任務中だとは見えないだろう。

「はい、ちーず」

　いまどきちーずって！　などという、某候補生のツッコミが聞こえたりしたが、赤あか松まつ三尉とその部下たちは、満面の笑みを浮かべて輸送艦に帰還していった。
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「少しばかり予定外の事があったけれど、概おおむね問題なし。さて、これからの事だけれど。独自に計画を立てて行動に移ろうかと思うんだけどどうかしら」

　そう皆の前で語るアイリーンに、一同は首肯して次の言葉を待った。

「実のところ、作戦司令部からは何にも言ってきていません」

　何をどうしろという事も、するなとも。独断専行とそしりを受けるかもしれないが、命令を待っている余裕が無いと、アイリーンは思っていた。

「正直、勘でしかありませんが……司令からは口頭ではありますが全権委任をされていますし、問題にはなってもそれ以上の沙汰はないでしょう」

　そう語るアイリーンの目に迷いはない。

　今でこそ、戦闘時においては助言程度のことしか関与していないが、戦役時を振り返れば、一民間人であるはずの彼女が戦闘指揮を行っていたと見られる記録も残っている。

　出来ることをやらないでは居られない質なのだろう。

　そしてそれが正しいかどうかは、結果が物語っている。

「今回の極限生物ＥＲの識別名は『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』とします。それではこれより、浮遊型微小極限生物ＥＲ『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』掃討作戦を開始します。各員は一層の奮起努力を願います」

　吹雪ふぶき以下、各候補生らに送られた作戦要項のデータを、それぞれが確認する。スマートグラスで見る者もいれば、データパッドで見る者もいる。

　それを見て、皆ざわつき始めた。

「そのデータを見て、これでいけるのかと思うでしょうけれど、今回の敵はひどく小さいの。それこそ単独では目に見えない程のね。だから──少々荒っぽいけれど、効果は確認済みよ」

　そんな実験、いつ行ったのだ？　と言う皆の顔に、アイリーンは薄く微ほほ笑えみながら告げた。

「単に、レーザー検出器ＬＩＤＡＲで上空を走査していたデータと、それと同期するように各機体での調査データのノイズが変動してたのに気付いたのよ。それでちょっと気になって出力を上げ下げしてみたら、一定以上の出力を超えたらその空域だけノイズが消えたの」

　もちろん本来ならば攻撃とも言えないような出力であり、問題になるような大出力実験をこっそり行ったわけではないと、そう語った。それでも幾分怪しげな視線を向けてくるものも居たが、アイリーンは毛ほども気にせず作戦の開始を告げた。

「それじゃあ、作戦開始！」

「はいっ」

　アイリーンの号令を受けて、候補生らは一斉に機体に搭乗するために駆け出していった。

「まさか、本当に嬢ちゃん達たちだけでやることになるとはね。おうお前ら、支度は出来てるか!?」

　気合一喝、海え老び蔵くら一曹の号令が整備班に響き渡ると、班員達たちは待ってましたとばかりに動き始めた。

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の本体コンテナ、その入り口の直すぐそばにある操作盤のロックを解除すると、直ちに黄色と黒の縞しま模も様ようのカバーを外し、いくつもあるレバーの一つを操作した。

　すると、機体の屋上に位置する兵装カーゴの扉が開き始めたのだ。

　双胴のボディに挟まれたコンテナの上部が、中央部を起点として開いてゆく。

　そこは工作室でもあり兵装の保管庫でもあった。今作戦のために改修された特殊兵装がずらりと並び、射手を今か今かと待ち受けていた。

　機体を起動させた候補生達たちは、低空を飛行しながらそれを的確に取り出し、装備。そのまま大空へと昇っていった。

　環礁の上空目指し、一気に上昇してゆく候補生達たちの中型機。

　それが全機問題なく飛び去ったことを確認した吹雪ふぶきの『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』は、地上で見上げる整備班員にマニピュレータで敬礼を行うと、候補生らの後を追うべく一気に空高く舞い上がったのである。




　吹雪ふぶきに先行して作戦空域に上がった候補生らは、彼女が追いついた頃には既に等間隔に並んで配置に付き終え、後は命令を待つばかりであった。

「ＣＨＥＣＫＥＲ－１より全機、指定の空域に照射はじめ」

　何の力みも躊ちゆう躇ちよもなく、吹雪ふぶきは候補生たちに命令を下した。

『了解、照射開始』

　その言葉とともに、全機体が装備した兵装が、見えない光を放った。

　低出力の、広範囲を照射できるレーザーである。ベゼル・キャリバーが装備する光学兵器の出力を調整して、と当初アイリーンは考えたが、それよりも都合のいいシステムを持つものが居た事に気付いたのである。

「まさか、レーザー通信用の発振器を使って攻撃するだなんて思ってもみなかったわ」

　レーザーによる通信は、有視界であれば技術の進歩により多少の天候の変動などものともしなくなっている。

　短距離であればギガビット級の通信速度が得られるほどだ。

　そして、なによりも盗聴やジャミングの危険性が極めて低く、秘匿通信を利用する機会の多い軍では戦闘中の車両同士の連携等に通常の無線と併用されているのだ。

　本来ならば高い指向性をこそ利用価値として用いられるレーザーを、若干広角に範囲を広げ照射する。

　その光は可視光の領域を外れているため目には見えない。

　だが──相手がほんの小さな塵ちり程度であれば、十分な威力とも言えた。

「よし、順調ね」

　機内のモニターでは、コンピューターによる補正で各機体が発振しているレーザー光が視認できるように調整されている。

　空想科学ＳＦ的な戦闘シーンで見かけるような、長く尾を引くような光条ではなく、カメラのフラッシュのように瞬間的な発光を繰り返している。

　予定していた空域を埋めるように、塗りつぶして進む。

「コレならなんとかなりそうね。各機、事前に通達してある予定の通り、順次一旦帰投して補給と休憩を取りなさい。空いた枠には私が入る」

　そう言って、吹雪ふぶきは機体をＣＨＥＣＫＥＲ－２のそばに寄せ、マニピュレーターの手信号でピッチアウトの指示を出した。

　そしてその指示通り、離脱していったＣＨＥＣＫＥＲ－２を見送ってから、吹雪ふぶきは妙な違和感にふと気付いた。

「あれ？　そういえば、コレあの子達たちに教えたっけ？」

　口頭での指示ではなく、機体による手信号を候補生たちに伝えた記憶がなかった吹雪ふぶきであったが、問題なく行動した彼女たちに「どこで予習したのかしら」と首を傾かしげたのであった。
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「掃除したところのノイズはやはりちゃんと消えるわね、しかもどうやらその後回復する気配はなし、と。僥ぎよう倖こうだわ」

『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の機内でアイリーンは、目もく論ろ見みが上う手まくいってホッとしながら作業の推移を見守っていた。そしてそれと並行して、別途調査を行う必要性があった。

「掃除」したところにまたぞろゴミが吹き込んでは来ていないかという確認である。そして調査に駆り出されているのはと言うと。

『しかし、まさか『Ｈａｎｄｙｍａｎ』を、ここまで弄いじり倒してるとは思いませんでした』

　そう通信で伝えてくるのは、疾風はやてである。

　彼は今、上空で掃除を終えた空域を調査しているのだ。

　それも、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』ではなく、そこから分離した、小型の無尾翼機で、だ。

『やけに『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の水平尾翼が大型になってて、おかしいなとは思ったんですよ。なんか違和感あるなぁと……まさか分離して飛べるとは』

「そういう違和感は大事にした方がいいわよ？　後になって『あのとき気が付いていたのに』って嘆くことになるかもしれないから。ああ、ちなみに名前はＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラスよ」

「名前は別に何でもいいですけどね。しかし……」

　貴方あなたが言いますかソレを、と喉元まで出かかった疾風はやてだったが、任務中であることもあり、なんとか堪こらえた。のだが。

「しかし、おかしいわね」

『何がですか？』

「きっと気のせいね。そんな事があるわけないし」

　アイリーンからの返信が、一転して深刻さが少し滲にじむような声色となっていたのが気になった疾風はやては、気持ちを和らげようと戯おどけるように言った。

『何が気になるんです？　博士が今言ったばかりじゃないですか。違和感を大事にしろって』

「あら、言うじゃない」

『負うた子に教えられて浅瀬を渡る、って言葉もありますしね』

　してやったりという顔をしているのだろう疾風はやての顔を思い浮かべ、アイリーンは上う手まく言葉にできない違和感を、疾風はやてに語った。

「……あのサイズで、極限生物ＥＲの反応──核が活動しているというのが、おかしいのよ」

　極限生物ＥＲの反応は、近距離でのみ探知が可能である。それは活動核が正常に働いている状態においてのみ探知が可能であり、それは──

『活動核……リアクターが、次元流束転換炉デイメンジヨン・フラツクス・リアクターが、あの大きさでは励起しないはずって話ですか？』

「ええそう。Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーの開発初期から、リアクターの小型化は研究されていたけれど、技術的・理論的なブレイクスルーをいくつも乗り越えて、やっと小型機に積めるサイズまでコンパクト化が出来たのだけど」

　それでも、目に見えない程のサイズでというのは理解の範囲外だ。

　コレまでに小型の極限生物ＥＲがいくつも現れていたが、それにしたところで回収した核を再起動させる事は不可能であった。

　再起動に成功できたのは、ベゼル・キャリバー搭載サイズだけであったのだ。

『だとしたら、なにか別の要因があるんじゃないですか？　実は励起させるのには別に外付け的な存在を必要としてるとか。ほら、補助動力装置ＡＰＵがついてないジェット機みたいに、自力じゃエンジンを始動できないのってあるじゃないですか』

「……一考の価値はあるかもしれないわ、ねッ!?」

『どうしたんですかっ!?』

　突如として、ぐらり、と。

　大きく、機体が、揺れたのだ。

　現状、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』は、砂浜に乗り上げている状態で、アンカーを打っている。大波が来て揺れたわけではない。

「ど、どうやら地震みたい、だけど。日本に長くいても、これには慣れないわね……」

　ゆらり、ゆらりと機体が揺れているのを、アイリーンは感じていた。小さな縦揺れの後に続いてゆっくりとした横揺れ。海溝型と呼ばれる地震の特徴だったはずだ、と。

「疾風はやてくん、こちらは大丈夫よ。おそらくマリアナ海溝か何ど処こかが震源の、プレートの沈み込みが原因のものだと思う」

「姐ねえさん！　大丈夫ですかい!?」

　安否を気遣い飛び込んできた、整備班長の海え老び蔵くら一曹により、その会話は中断されたが、それは疾風はやてにも届いていたようで、苦笑と共に任務を継続すると伝えてきた。

『どうやら大丈夫みたいなので、こちらは任務を継続しますね。おやっさん、そっちは任せます。もし地震が続くようなら、いざとなったらゲートを閉じてアンカー切って海上に逃げてください。船としてなら動かし方はわかってますよね？　津波でも来ない限り沈まないでしょうし、それ』

「おう、まかせとけ。昔取った杵きね柄づかじゃ！」

　太平洋プレート上のカロリン海かい嶺れい上に位置するこの島は、マリアナ海溝にほど近く、環太平洋の地震頻発地帯にも近い。

　ただ、マリアナ海溝近辺の太平洋プレートは形成年代が古く、しかも急角度で沈み込んでいるためにプレート同士の固着が弱いとされている。要は滑らかにプレートが地下へと沈み込んでいるため、大規模地震が起きにくいと考えられている。

　そうアイリーンから聞かされ心配はいらないと納得した疾風はやては、ならばそちらの事は任せて大丈夫だと考えて、作業後の空域の調査を続行したのである。





[image: †]






　島に展開されたコンテナの一室で、疾風はやてと吹雪ふぶき、そしてアイリーンの三人は、作戦の進展具合と状況の整理のための話し合いをおこなっていた。

「部隊の方も、作戦に関しても、今のところ特に目立った問題はありません。掃討済の空域でノイズが再度検出される様子もありませんし、概おおむね順調というところですね」

　搭乗服にロングジャケットを羽織っただけの姿のまま報告を上げる吹雪ふぶきに、アイリーンは頷うなずきながら考察が正しかった事を再認識していた。

「やはり、上空一帯を覆っていた極小の極限生物ＥＲの群れが、台風の原動力となる上昇気流に含まれる湿気から放出される潜熱を奪っていた、と考えるのが妥当のようね」

「そうみたいですね。衛星からの画像でも、少しずつ雲の動きが活発化してきてるのがわかります。台風の被害は心配だけど、降水量が不足するとそれはそれで大変だものね」

　掃討作戦は滞りなく進み、ソロール環礁を中心とした空域一帯は順調に極小極限生物ＥＲの排除が行われていた。

　今日も予定されていた当日分の空域が塗りつぶされ、吹雪ふぶきからの報告を聞いたアイリーンも一安心といった顔だ。

「あれから地震の方もないみたいだし、このまま何事もなく終えられたらいいですね」

「だったらいいんだけどね」

　同席する疾風はやてにそう言われたアイリーンは、苦笑しながら手に持った、厳重に密閉された少し大きめの試験管のようなものを見つめた。

　その試験管の内部には、タンポポの綿毛を更に小さくしたような物が収められていた。

「大きさは数ミリから、あって１センチといったところかしら、か。励起している状態を調べてみたいところよね」

　アイリーンが手にしているのは、超小型極限生物ＥＲの、その残骸であった。

　帰還して点検を行っている際に、機体の付着物として回収されたのだ。

　興味津々という感じのアイリーンであるが、それは流石さすがに叶かなわない。

　何しろ小さい上に、どうにも動きが速いと見えて、これまでに活動中のものをそれと確認できたものは居なかった。これまでに発見できなかったのは伊だ達てではないのである。

「せいぜい燃えカスみたいなのしか手に入りませんからねぇ」

　これにしても、一番状態がいいものを見繕った結果である。他のものは原型を留とどめておらず、本当にホコリかチリかといったものばかりなのだ。

「なんにしても、このままノイズ──極限生物ＥＲの反応が消えるまで範囲を広げていきましょう。疾風はやてくん、現在ノイズの残っている空域は？」

「このあたりですね。だいぶ小さくなりました」

　そう言って疾風はやてが指し示したのは、現在地から北北西の海上。

　ちょうど、マリアナ海溝の手前、戦役以前にはウルシー島と呼ばれる環礁があった海域だ。

　疾風はやては、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』に搭載されていた無尾翼機、『Ｂｌａｃｋ　Ｒａｖｅｎ』を用いて周辺の空域はおろか、時間の許す限り広範囲を飛び回り、ノイズの検出される空域を再度確認していた。

　そして、ノイズの検出された空域を虱しらみ潰つぶしに潰させ、取りこぼしの無いように徹底したのだ。そして、現時点で残る空域は、先ごろ発生した地震の震源地にほど近かったのである。

　それを聞いたアイリーンは怪訝そうな面持ちをした。

「ねえ、とっても違和感を感じるんだけど。ものすごく嫌な予感しかしないわ」

　そう言って、疾風はやてとともにひとしきり苦笑し、吹雪ふぶきを困惑させたりした。

「こほん。どちらにしても、細心の注意を払って任務を遂行してちょうだいな。なにか気になることがあったら、自分だけで考えないで、上に報告を上げるように候補生の子たちにも徹底しておいて。他になにかあるかしら」

　別段なにもない、と二人が首を振ると、アイリーンは二人を伴って部屋を出た。

　そして、その直後。

　北北西の空に漂う雲が、夕焼けとも違う赤い輝きを照り返し、そして次の瞬間。

　その雲が跡形もなく消し飛んだのだ。

「え？」

「なに、今の」

　たまたまそれを目にした候補生達たちが、呆ぼう然ぜんとした表情で水平線を見つめていた。

　その、赤く輝いて見える水平線の向こう側にある何かを。
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「緊急！　出すわよ！」

「霞かすみ目め一佐！　点検はもう済んどります！　装備はどうします!?」

「もう済んだの!?　やっぱ最新型は違うわね。背部兵装バツクパツクを持っていきます！　他の子達たちは乗機して待機！　いつでも動けるように！」

　吹雪ふぶきは片膝立ちの降着姿勢をとった『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』の、伸ばされた腕を飛び跳ねるようにして駆け上り、操縦室に滑り込むと即座に起動を開始した。

「さあ起きなさい、どうやら出番よ」

　閉じられたコクピットのハッチがロックされ、搭乗席の内部に光が灯ともる。

「量産型は楽でいいわね、起動も早い」

　色々とごちゃごちゃした後付けパーツや回路が多い『白き稲妻』を始めとした初期型は、あれこれと手を入れているにもかかわらず、起動には手間がかかるしオマケに立ち上がりが遅い。

　祥しよう子こなどはあからさまに「寝坊助」と罵倒しながら起動させるほどだ。

　それに引き換え、各種補機類を含めて新造されるたびに最新の機器に更新される量産型は、細々としたところが一々使用者に優しい作りになっていた。

　それこそ、ボタン一つでエンジンがかかる現代の自動車と、クランクを手で回さなければいけないクラシックカーほどに、始動する手間のかかり具合が違う。

　ほどなく起動を果たした自機を立ち上がらせると、吹雪ふぶきは即座に準備を始めた。

　何をするにも装備をととのえなければ話にならない。

「背部兵装を、っと」

　ここにやって来る際には装着していたが、調査に出る分には邪魔だからと分離して放置したままだった兵装コンテナ。

　中型練習機サイズのものとは桁違いに大きなベゼル・キャリバー用のものに近づき、接続部分とは反対側から両腕でガッチリと摑つかみ、持ち上げる。そしてそのまま腕や肩の関節が、人体では不可能な方向に曲がり、頭越しに装着がなされたのである。

『はたから見てると、やっぱちょいと奇妙な感じがしますな、その動きは』

　そんな感想を告げる整備班長の声が耳元に響く。

　動かしてる方としては、模倣した元の人体と同じ可動範囲では、実際には簡単な動きすら再現できない。それこそ装甲が柔らかかったりして曲がってくれるなら話は別だが。

『吹雪ふぶき、司令部の方にも確認をとったけれど、やっぱり極限生物ＥＲのようだわ。周辺海域で演習していたらしくて、すでに報告済みだったようよ。個体識別名は「火山島volcanic insula」』

「え、それって……」

　先日ここにやって来ていた彼らも含まれているのではないのか。

　そう考えた吹雪ふぶきは、コンテナの接続とロックを確認するや、一気に垂直上昇をかけると急角度で水平飛行に移り、目的海域へと向かった。

　派手なヴェイパーコーンと、ソニックブームを残して。
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「ふうん、極小の極限生物ＥＲねぇ」

　その頃、日本基地で無ぶ聊りようを託かこっていた黒くろ江え祥しよう子こは、アイリーンから送られてきた新種の極限生物ＥＲの詳細なデータを、嬉き々きとして検証していた。

「現物が手元にないってのはアレだけど、さてさてぇ？」

　検査機材は現場に持って行ってはいるものの、詳細な解析となると持ち運べる程度のコンピューターではいくら高性能とはいえ能力不足だ。

　あらゆる方向から得たデータのその全てを基地のデータベースに転送し、あとは居残っていた祥しよう子こに丸投げした状態であった。

「こーんなちっこいくせに活動核持ちなんだって？　ほんとかにゃー？　もしそうならどんだけハイスペックなんざんしょ。とはいえ、一個あたりの出力自体は大したことない？　ふーん。んー？　これって……？」
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「状況っ！　知らせっ！」

　およそ二〇〇キロ強の距離を、吹雪ふぶきは五分ほどで駆け抜けた。

　眼下には、全力で航行しているのだろう大型輸送艦の姿が見える。だが、到底無事とは思えない姿であった。

　いくつもの大きな穿せん孔こうが見受けられ、小さいものはそれこそ無数に。しかも、艦の上部構造物にも被害が及んでおり、その要である艦橋部分には、大きな岩がめり込んでいる。

　一応制御された航行を行っているということは、艦橋が破壊されたとはいえ指揮系統と操作系統がいまだ健在ということだ。

　そして、輸送艦の残した航跡波ウエーキを見るに、何かから逃げているのは確実。返事が返ってくるのを祈りつつ、周辺を警戒する。

　気持ちとしてはすぐそばまで降下して、直接安否を確認したい。だがそれをして、もし同様の被害を受けるような事態が起こったら──。

　そう考えた吹雪ふぶきは、警戒を怠らず、どの方角から何が来たとしてもフォローできる位置で、輸送艦からの返事を待った。緊急時には輸送艦をカバーするため、周辺の走査も怠らない。

　そして、吹雪ふぶきは、そこに存在するはずのない物を見た。

　形こそ違えど、それは、そこにあったのは、あるはずのない島だったのだ。

「……ッ!?　なんで!?　ここにあった島は、あの時に、間に合わなくて──」

　数年前、極限生物ＥＲの出現著しかった頃。極限生物ＥＲに食われ、海に没した島があった。

　それが、ウルシー島と呼ばれていた、島だった。

　水平線上に見えた、ありえないはずの光景に意識を取られていた吹雪ふぶきの視界に、矢印が浮かび上がり点滅した。

　なんだ？　と思って視線を向けた先にあったのは、先程の輸送艦が艦上から発光信号を点滅させているところであった。

「……よかった、こっちに気付いてくれた」

　発光信号を解読すると、何やら通信アンテナがマストなどと一緒に吹き飛び、無線もやられてしまったとのこと。

　手持ち式の通信機しか使えないために、周波数をあわせてくれとの事だった。

「これで聞こえる、かしら。あー、こちら対極限生物ＥＲ迎撃部隊日本基地所属のベゼル・キャリバー、搭乗者の霞かすみ目め特務一佐です。状況を、知らせて──」

『霞かすみ目め一佐ですかっ!?　こちら輸送艦『ちた』、通信士の──あっ!?』

『失礼っ！　船務長の遠えん藤どう二佐であります！　演習より帰還途中に突然、海底火山の大爆発と思おぼしきマグマの噴火を確認！　直ちに安全な距離を取るために航路を変更しました。その後、あれが浮上してきたのです。同時に多数の火山弾が飛来、確認されているだけで、五つ、当艦に被弾。そのうちの一つは艦橋に直撃。その際、残念ながら当艦の艦長は、殉職なされました！　一見、島ですが！　間違いなくあれは極限生物ＥＲです！』

　押し殺したような声でそう告げてくる相手に対し、伝えるべき言葉を吹雪ふぶきは一つしか知らなかった。これまでも、これからも、それしか伝えられないだろう。

「了解、後は任せなさい。絶対落とす！」

『お願いします！』
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　吹雪ふぶきの機体である『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』からの映像を、アイリーン達たちも目にしていた。候補生達たちはいつでも動けるように機体に搭乗し、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』もいつでも逃げ出せるように、展開されていたコンテナの収納を開始、撤収作業が進んでいた。

「いざとなれば、コンテナはそのままにして行くわよ。後で取りに来ればいいんだから」

　アイリーンはそう疾風はやてや整備班らに伝え、送られてくる映像をチェックしながら考えを巡らせていた。

「吹雪ふぶき、輸送艦の退避は？」

『もう当面の危機は脱したと思うわ。何かあっても防げる位置に着いてるし。それにしても本当に、まるで島みたい。火山かって言われたら……あちこちに穴は開いてるけど火口には見えないし。でもでかいってのはソレだけで厄介よね。博士、どうします？』

　あの浮かび上がってきた島自体が、本当に極限生物ＥＲだというのだろうか。

　火山の噴火を伴っていた、というような通信も伝わってているが、あの周辺の海底には海底火山はなかったはずだ。そもそも、極限生物ＥＲに食われたウルシー島は隆起サンゴ礁で、火山島ではなかった。これまでの大型極限生物ＥＲのパターンとしてならば、海底火山脈や、それこそハワイのようなホットスポットに出現して然しかるべきであるのに。

「様子見は、意味がないわね。現有戦力である貴方あなたこそが最優で最大の戦力だもの。独自の判断で攻撃の開始を許可します」

　笠かさ置ぎ司令から押し付けられた独自裁量の権限がこんなところで役に立つとは。

　何が幸いするかわからないものである。

『りょ──攻──、か──』

　吹雪ふぶきが攻撃を仕掛けようとした時、映像と音声にノイズが混じり始めた。

「電波障害？　いえ、違うわね。これは、通信が……電波が食われている？」

　送られてくる映像の、その画像がぶれ、音声が波打つように途切れていく。ＥＣＭで途絶する通信とは全く違う、電波が、電磁波が減衰しているのだ。

「もしかしてこれは、あの極小極限生物ＥＲが増殖しているとでもいうの？　それも、吸収するエネルギーの対象を変えて？　司令部の方とも繫つながらなくなってる。一体どれほどの範囲を？」

　傍そばに控えていた疾風はやてが、その状況を見て動き出した。

「アイリーンさん！　僕も出ます！　候補生の機体をどれか──」

「疾風はやてくん!?　そうね、いえ、それなら──『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』で行きなさい。それと、あの子達たちを連れていって。きっと役に立つわ」

「あの二人を？」

「ええ、あの子達たちなら大丈夫。主義に反するけれど、今もまだ、そう言ってられないのよね」

　眉間に刻まれた深いシワが、彼女の葛藤を物語っていた。が、それ以上に。

「実験機、上う手まく使ってね。かずみちゃん、まりえちゃん」

「……ちょっと嬉うれしそうですよ、アイリーンさん」

「そ、そんなことないわよ？　ともかく、気をつけて。『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』にはいろいろと仕掛けもしてあるから、普通の中型練習機よりは使えるはずよ」

　そう言って疾風はやてを送り出そうとしたアイリーンだった。

　が、それよりも早く、しびれを切らした者がいた。あの二人である。

『こんなところでじっとしているわけにはいきませんわ！　博士！　コーチ！　出撃させてくださいな！』

『えー？　かずみんや、少し落ち着け？　うちらは正義の味方でもなんでもないんだよー？』

『何を言ってるんですの？　極限生物ＥＲを叩たたいて砕く！　それがベゼル・キャリバー搭乗者としての責務でしょう!?　私達がやらねば誰がやると言うんですの!?』

　だからおちつけ？　と更に重ねて言うまりえの言葉をよそに、更にヒートアップしかねない一かず美みであった。

「いいだろう、垂たる井い候補生、刈かり巣す候補生、出撃だ」

　搭乗服を着た疾風はやてが、二人に声を掛ける。

　それを聞いた他の候補生達たちも「自分たちも行かせてください！」と言い始めた。

　「駄目だ。ここの退避準備がまだ終わっていない。整備班の人たちを守ってやってくれ」

　疾風はやてはそう告げて、自身は『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』に向かった。




「坊主、こいつの仕様、見せてもらったんだが……色々と、とんでもねえな」

「おやっさん。ええ、僕も驚いてます。また馬鹿な物作ってって思いましたけど、立ってる者は親でも使えっていうじゃないですか」

　コクピットのキャノピーを閉じようとしたところで、海え老び蔵くら一曹が駆け寄ってきた。

　心配そうな様子に、疾風はやてはこれが搭載しているリアクターの事だと理解し、宥なだめるように努めて戯おどけるように言ったのだが。

「どっちかって言うと、毒を喰くらわば皿までって気もしないでもないんだが、まあいい。気をつけて行って来い。『Ｈａｎｄｙｍａｎ』の方は、俺らにゃ飛ばせねえけど、最悪海に逃がすからよ。後で回収頼むぜ」

　海え老び蔵くら一曹がそう言って機体から離れたところで、疾風はやては静かに『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』を発進させた。本当に静かに、ふわりと浮き上がったのだ。

「……まさかのリアクター部分をこっちに載せ替えてるんだもの、飛行機の形をしたＢ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーみたいなもんじゃないか」

　何を隠そうこの『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』は、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』が搭載していたリアクターを移植し、独自で行動出来るようにした機体、という触れ込みであった。

　そのためベゼル・キャリバー適性がある者が搭乗すれば、重力制御と慣性制御によりほぼ燃料は不要で、それこそ別に翼がなくても飛べる機体なのだ。

　一応一般人が操縦する事も想定されており、そのための通常推進用エンジンも搭載されている。

　それはパルス・デトネーション・エンジンと呼ばれる、強力な内燃機関だが──

　搭載したのが祥しよう子ことアイリーンであることを考えれば、その内実は推して知るべしである。

「まあそれ以前の問題は、普通に電力の供給源としてなら別とだけど、重力制御とかは適性がなきゃ動かせない点だよね」

　全翼機のような形状に、垂直尾翼が申し訳程度付いている無尾翼機と呼ばれるその機体形状は、見るものによって好みが分かれるだろう。

　ともすればブーメランのようにも見えるが、垂直尾翼の部分から後ろに伸びる尾のような整流板がそれを拒むかのようであった

「行くぞ」

　浮かんで漂うようにして、一かず美みとまりえの機体、『アクサングラーヴ』と『グレイヴ・アクセント』の前に進み出た『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』は、二人の返事を待たず、ゆっくりと上空へ舞い上がっていった。

『こ、コーチ？　ちょっとお待ち下さいな！　こう、もっとなんていうんですの？　出撃する際には何か気合いの入るような言い回しをですね』

『かずみんや？　はやくしないと置いてかれちゃうよー？』

　もう諦めたのか、一かず美みの乗る機体「グレイヴ・アクセント」の前方で、既に起動を済ませ重力制御で宙に浮き始めているまりえの「アクサングラーヴ」は、背部兵装コンテナの装着も済ませ、いつでも出られる状態であった。

　ちょうど、中型機とフルサイズのベゼル・キャリバーとの中間ほどのサイズである二人の機体は、形状も対象的であった。

　細身で全体的にスリムで尖とがった印象の『グレイヴ・アクセント』

　骨太で重装甲な『アクサングラーヴ』。

　アイリーンと祥しよう子こが何を意図してこのような形状としたのかは、搭乗者であるこの二人と、他に知るものは笠かさ置ぎくらいのものであった。

『お、お待ちなさいな。背部兵装、私のは──』

『落ち着けついてあっちゃ向け？　ほれ、かずみんのやつ』

『グレイヴアクセント』用の背部兵装コンテナを持ちあげ、まりえは器用に太い機体を操って取り付けてやった。

『では改めて、参りますわよ！』

『そう言うのいいから。先いくよー』

　何やらポーズをとっている一かず美みの機体を置き去りにして、まりえは一気に機体を加速させた。

『やふー！　やっぱ実機のほうがきもちいいよねぇ』

　疾風はやての『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』を追って、空を駆ける。

　その後を追って、一かず美みの『グレイヴ・アクセント』も追随してきていた。

『薄情ですわね！　少しくらい待っていてくださってもよろしいのではなくて？』

『背部兵装つける手伝いしてあげた私を薄情とかどの口が言うかな』

『そ、それはそれ、これはこれですわ！』

『うるさい、静かにしろ。飛ばすぞ』

　専用回線でもないのにぐだぐだと言い合う二人に、先行しつつも二人が追いついてこれる程度の速度で飛行していた疾風はやてが[image: 叱]責する。

　緊張しすぎるのも問題だが、この二人はこれが実戦だということを本当に理解しているのだろうかと心配になりながら、スロットルを一気に最大戦速へと放り込む疾風はやてであった。
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「さて、こういうの相手にするのは疾風はやてか祥しよう子この得意分野だったんだけどな」

　ただただでかい、海上に顔を出している部分だけで長径二キロはありそうだ。そういう極限生物ＥＲを相手取って、まともな戦闘を行うのは実は厳しい。

「狙い所がわからないものねぇ。活動核がどこにあるかもわかんないし──っと！」

　上空で旋回しつつ、相手を確認がてらどこを狙うか決めあぐねていた吹雪ふぶきであったが、ただのでかい島サイズの岩塊だと思っていたところに、岩石の砲弾が飛んできたのだ。

「輸送艦がやられたのはこれ、でしょうね。面倒な……でも……」

　吹雪ふぶきは飛来する大小様々な岩の弾丸を避けながら、訝いぶかしんでいた。あの、雲を赤く染めた、あの光は。輸送艦の船務長の言葉にもあった、マグマの噴出。

「一体、どこに？　いえ、何を？」

　全く別の何かを、見間違えたのか。ではそれは今どこに？

　吹雪ふぶきはそれがどこかに潜んでいる前提で動き始めた。

「まずは、キッツいのをお見舞いしてやるわ」

　そう言って、吹雪ふぶきは機体を大きく上昇させた。空高く、とは言っても精々数千メートル。

　ベゼル・キャリバーにとってはほんの指呼の間だ。

　だが、その距離は。

　ベゼル・キャリバーならトップスピードまで加速することが出来るのだ。

「空力フィールド紡ぼう錘すい形態、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール──全力機動フル・マニユーバ！」

　天空高く、極限生物ＥＲの真上に位置取った『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』は背部兵装コンテナから、無骨な棒としか見えないものを取り出した。

　ベゼル・キャリバーサイズの手て槍やりと言ったところである。

　そしてそれを携え──感覚同調制御で全力機動した吹雪ふぶきは。

　青白い余剰エネルギーの奔流を機体から迸ほとばしらせながら一気に降下、次の瞬間には音速を容易たやすく突破し、機体前面部分が断熱圧縮により赤熱化するほどの速度粋に到達するや、その運動エネルギーの全てを乗せて、更に加速させるべく全力で投とう擲てきした。

「いっけぇえええええ！」

　音速の十数倍という超高速で放たれた槍やりは、巨大な極限生物ＥＲの中心部に突き刺さり、その勢いのまま内部奥深くへと潜り込み──貫通して海面下の極限生物ＥＲ直下で大爆発を起こした。

「あら？　結構脆もろい」

　この攻撃を受けて防御出来るのならば、それはもう物質というにはなにか別物なカテゴリの存在だろう。

　事実、海上の極限生物ＥＲは、上面の貫通痕こそ小さな穴だが、吹雪ふぶき側からは見えない海面下では、構成物質を吹き飛ばして貫通した上での水中爆発によって発生したバブルパルスの衝撃波とバブルジェットの奔流により、盛大にえぐり取られていた。

　今放たれたのは、一般的な兵器の種類で言えばバンカーバスターとも呼ばれる類のものだ。

　本来ならば高々度から投下され、その質量と落下速度により地面を貫通し、地下深くの密閉空間において搭載された爆薬が炸さく裂れつするという、凄すさまじい破壊力を誇る航空爆弾である。

　しかし、ベゼル・キャリバーがその機動性能と膂りよ力りよくを全力で用い放った際には、それは過去に存在した80センチ口径の列車砲の砲弾よりも、重く、速く、敵を穿うがつ。

　いわばこれは、ベゼル・キャリバーが放つ、人類史上最強の槍やりと言えるだろう。

　放った後、吹雪ふぶきは即座に減速しつつ、引き起こして水平飛行に移った。

　若干遅れてドドズン、と言う鈍い響きが背後から追いかけてきたのを耳にする。

　超音速飛行時に起こるソニックブームだ。

「さて、効き目はどんなものかしら」

　次弾装塡、といった感じで、吹雪ふぶきは再び兵装コンテナから同様の品を取り出すと、今度は敵の周囲を大きく廻まわりこむようにしてその場から移動し、全力で投とう擲てきした。

　着弾により発生したモヤが風で流され、海上に浮かぶ岩山の姿が浮かび上がるが。

「砕けてはいる、か」

　効いているのかはわからないが、少なくとも削れているのは間違いない。

　しかし、島ほどに巨大な相手には、針でつついた程度にしか感じられないのではないか。

　吹雪ふぶきは早々に手詰まりに陥ったとしか見えないこの状況に対し、不敵に笑った。

「雨垂れ石を穿うがつ、ってね。根比べなら自信あるのよ。気の利かない鈍感なバカをそれなりに育て上げた実績を舐なめないでほしいわね」

　誰に云いうともなしにそうつぶやいて、吹雪ふぶきは再び敵に突進をかけた。





[image: †]






　攻撃の余波でモヤのようなものが周囲を覆って視界が悪くなっているが、機体のセンサー類で補正されて送られてくる映像のため、吹雪ふぶきの目からは些さ末まつな違いでしかない。吹雪ふぶきは攻撃の効果にそこまで期待はしていなかった。

　どんな隠し玉があるかわからないというのはもう身に沁しみているからだ。

　周囲を旋回しながら次弾を放つため、吹雪ふぶきは再び兵装コンテナから同様の装備を取り出す。今度は敵の周囲を大きく廻まわりこむようにして距離を開け、水平飛行での加速による全力投とう擲てきをおこなった。今度は若干手加減した速度で。

　必要十分な速度での投とう擲てきにより貫通せずに敵の内部深くで炸さく裂れつ、爆発地点付近の表層部が一瞬盛り上がり、重力に惹ひかれて今度は沈み込む。

　爆圧で圧縮されて体積が目減りしたためだ。

「……石ころも投げてこなくなったけど、まさかこれで終わりってことはないわよね？」

　たまたま核を破壊できた、という可能性も無くはないだろうが、あまりにも抵抗が雑だ。

　再び背部コンテナから槍やりを取り出し、距離をとる。

「……核の位置、よくあるパターンだと、ど真ん中か端っこなんだけど」

　端っこの場合は外縁部に顔を出している事が多い、はずなのにと。

　もちろん身体からだの奥深くに収められていることのほうが多いが、その場合は殆ほとんどが中心部にあった。過去の事例が役に立たないことも多いため、それほどこだわりはしないが。

「最悪、端っこからちまちま削るかぁ」

　そう考え、手にした槍やりの向ける先を若干変更しつつ、なにか嫌な気配がした吹雪ふぶきは一気に機体を後退させた。

「何？　今の感じ」

　高度も上げ、遠巻きにして極限生物ＥＲを俯ふ瞰かんする。

「モヤ……じゃない、これはあの極小の極限生物ＥＲっ？」

　吹雪ふぶきがそう気付いた時、既に本体を覆っていたモヤは、更に爆発的に増加していた。

「一体何を？　くっ！」

　まるで、カニが吹き出す泡のようにモヤが盛り上がって識別名『火山島volcanic insula』を覆っていく。

　だんだんと、はじめは霧がかかった島のようだったのが、今や綿菓子のようにも見える程に覆われてしまっている。

　危険を感じ離れた吹雪ふぶきだったが、それが正解だったとは考えなかった。

「後手に回っちゃったか。きっとアレはヤツの防御手段。……試すか」

　投とう擲てきのタイミングを逸した槍やりを、再び加速して叩たたきつけた。

　放たれた槍やりは音速突破の衝撃波をまとい、雲のような煙のような、極小の極限生物ＥＲ『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』たちに大穴を開けて突き進む。

　だが。

「あれを、止めるの？」

　本体である『火山島volcanic insula』に届く前に。必殺の槍やりは、その速度を徐々に落とし、ついには海面下に落下し始めてしまった。

「『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』が壁になって止めた、てのならわかりやすいんだけど……。どうもそうには見えなかったわ。もしかして、運動エネルギーを変換して取り込んだ？　『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』か『火山島volcanic insula』かはわからないけれど」

　それはすなわち、慣性制御を備えているということだ。

「下手すると、重力制御も使ってきそうね──っ！」

　言っているそばから、『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』の群れが、まるで触手のようにその範囲を伸ばして『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』へと迫ってくる。

「ちっ！　捕まったらやばいってのはわかるけれど、これは面倒だわ」

　避けながら、吹雪ふぶきはどう倒すかの算段を練るが、どうにも装備が足りない。

「あれを止められたんじゃ、普通の火器は届かないわよねぇ。光学兵器系はどうかしら」

　コンテナ上部が開き、そこからせり出すようにして姿を現したのは筒型の装備であった。

　それが肩越しに前方へと倒れ込むと、まるで意思が伝わるかのように、機体から噴き出す余剰出力と同じ光をまとい始めた。

「さて、と。いつもとは違うけど、っと」

　そう言って、照準を合わせる。

　無論逃げ回りながらだが、速度は圧倒的にこちらのほうが速いため、さほど苦にはならない。追い込まれないように注意しつつ、カタログに推奨されている出力で発射した。

「やっぱ駄目か。霧みたいなもんだから、そうなるだろうなとは思ってたけど」

　放ったのは、以前に祥しよう子こが使用したのと同じ、炭酸ガスレーザーである。

　先日の戦果により、これまで使用されてきた光学兵器よりも高効率で、なおかつ費用対効果も高い物であるとして正式に採用、背部兵装コンテナに標準装備の一つとして組み込まれたのだ。祥しよう子この使用した物との相違点は、手持ち武装であった物が、コンテナ内蔵型となりサイズを拡大、更に威力を高めた点だろう。

　それ故に本来ならば十分な出力である、はずだったが。

『火山島volcanic insula』に届く前に、『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』によって吸収されたか拡散させられたか。どちらにしても、現状では効果は期待できない状態であった。

「掃除したせいでもあるのかしら。電磁波って考えたら似たようなものだろうし」

　あくまで吹雪ふぶきの想像だが、あの掃討作戦を行ったために、『適応』したのではないだろうか。これまでに浴びたことのない、地球の自然界に存在しないコヒーレンス位相の揃つたな電磁波に対して、それを新たなエネルギー源として用いることが出来るように。

「もしそうなら、あれよね」

　戦役初期の、様々な形態に変化していった、あの当時の極限生物ＥＲを思い浮かべた。

　今現在地球に現れる極限生物ＥＲは、その場で変化などしない、良くも悪くもこの地球環境に彼ら的に適応し特化していった結果のあの姿形なのだ。

　それが、今。崩れ去ろうとしているのではないか。

「今更リセットかけられたんじゃ、たまったもんじゃないわ」

　考えながらも、装備を切り替え、別種の兵装を取り出す。先程のレーザーが右肩ならば、今度は右脇から顔を出す形だ。

「これが効かなかったら、次は突貫かしら？　祥しよう子この機体なら余裕だったかも」

　今度はコンテナの底面から姿を現した砲身は、機体の右脇から顔をだすようにして砲口を前に向けた。その基部をマニピュレーターが摑つかむと同時に、砲身が伸長。発射準備が完了した。

　先程のレーザー砲よりも二回りは細く、倍ほどの長さをしたそれは、いわゆる「火炎放射器」のようなものであった。

「さて、できればあまり使うなって言われてるけれど、今こそ使うシーンよ、ねっ！」

　そう言って、吹雪ふぶきは発射した。それも、マシンガンのごとく、大量に。

「スーパーテルミット焼しよう夷い砲ほう弾だん──使うと燃え尽きるまで水だろうと消火剤だろうと、なにをしようが消せない軽金属の炎よ。数千度の熱はお好みに合うかしら!?」

　まばゆい光を発しながら燃焼を始めた焼しよう夷い砲ほう弾だんは、進路を塞ぐ『綿毛』をその白い炎で蹂じゆう躙りんしつつも、やはり徐々に速度を落とし、やがて『火山島』に届く前にその炎を消すこと無く海面に没してしまった。

『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』が放った白い雷のようにも見えたその炎を見つめながら、吹雪ふぶきは高熱を纏まとって敵を蹂じゆう躙りんすることさえ可能な、ＮＢＣ－０２桃色の暴風を思い浮かべる。

　あれならば、迫る『綿毛』など物の数ではなかっただろう。高笑いしながら全てを焼き尽くして『火山島』さえもその炎の餌食としていただろうことは想像に難くなかった。

「まあ無い物ねだりは置いといて。さて、どうするか」

　言いながら高度を上げ、速度の関係ない真上から狙いを定めて再度発射する。

　今度もやはり近づくに連れ弾速が落ち、転がり落ちるようにして『火山島』には届いた。

　しかし、その表面を溶かすことも出来ずに、弾はじかれるように海へと滑り落ちていった。これで今度こそ、手も足も出ない状況に陥ってしまったのである。

　中・長距離戦に関しては。

「接近戦は後が大変なのよねぇ。整備が大変な上に、再出撃までに時間がかかるったら」

　貧乏性、と言われた事もあるほどに、吹雪ふぶきは機体の損耗に気を使って戦っていた。

　それこそ戦役当時の祥しよう子こや疾風はやてと比べれば、出撃回数で戦役中にかかった修理費用を割れば、最もコストパフォーマンスが良いい搭乗者であったと言える。

　他の登場者と比べても、極端に少ない。戦績で考えれば、それこそ圧倒的なのである。

　戦役最後の戦闘で擱かく座ざした『ＢＬＩＴＺ＝ＷＩＳＳＥ白き稲妻』は確かに壊れていない部分を探すほうが難しかったと言われるレベルで損傷だらけであったが、その状態でも稼働を続けていた。

　続けられていたのは、彼女の機体制御能力の賜たまものであったのだ。

「さあって、実を言うと、後先考えなくていいって言う話なら、『物理で殴る』のは一番得意なのよね。Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバー使って、っていう括くくりだと疾風はやてにはかなわないけどさ」

　そう言って、コンテナから今度はなにを取り出すのかと思えば、肩の接合部を切り離し、重力制御で海面にまで到達するようにセットすると。

「感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール──限界突破オーバードライブ！」

　リミッターを解除した、全力機動を開始したのである。
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『こーちぃ、なんかスゴイバチバチしてますけど』

　疾風はやての乗る『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』を先頭に、一かず美みの『グレイヴ・アクセント』とまりえの『アクサングラーヴ』が、吹雪ふぶきの戦闘領域に近づいていた。

　まだ数十キロほどの距離があるが、水平線の向こう側から現れた極限生物ＥＲ『火山島』の巨体の周囲で暴れまわる『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』はとても確認しやすかった。

「吹雪ふぶきのやつ、全力で近接戦闘してやがる。不用意に近づくなよ、巻き込まれるぞ」

『アレが教官の機体ですの？　無茶苦茶な動きをしてますわね……』

　望遠で見ると吹雪ふぶきの操る『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』が、凄すさまじい速度で敵の周囲を飛び回り、巨大な敵を散々に打ち据えている姿が確認できたのである。

『火山島volcanic insula』の周辺に湧いている、『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』により行動が阻害されているのでは？　と思っていた一かず美みたちにとっては驚くべき光景であった。

　飛び退すさっては再び蹴り、殴り、機体のその手足を叩たたきつけるようにして『火山島volcanic insula』を削り取る。周囲からモヤで出来た触手のような『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』の集団が時折襲いかかるが、『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』の発する余剰出力が奔流となって弾はじき返かえし、寄せ付けていなかった。

『まさかあんな……てっきり手も足も出ないで途方に暮れているものだとばかり』

　戦闘の経緯は電波状態の悪化により十分に伝わってはいなかったが、圧倒的に不利なのでは、と考えていた一かず美みにとって、思いがけない光景だったようだ。

　遠距離からの実体弾攻撃は通用せず、炭酸ガスレーザーも届かず、高温の熱を発するテルミット弾も本体には何ら影響を与えることは出来なかった。

　それがどうだ、『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』が『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』に襲いかかるが、限界突破状態で余剰出力が稲妻のごとく機体を覆っているため接触することも叶かなわず弾はじかれ、燃え始める。

『火山島volcanic insula』本体から射出される岩石などは、その速度差から雨あられと打ち出されているにもかかわらず吹雪はその全てを回避している。

　疾風はやての「下手に近寄ると巻き込まれる」という言葉の意味が理解できた一かず美みだった。




「吹雪ふぶき、どんな調子だ？」

『あら、疾風はやて。どうしたの？　私のことが心配で助けに来てくれた、なんてことは期待してないけど。まああとは時間の問題ね。今のところは順調と言って良いんじゃないかしら。こいつが隠し玉持ってなければ、の話だけど』

　疾風はやては吹雪ふぶきの戦闘範囲に入らない距離で一旦速度を落として滞空し、連絡を入れた。

　接近自体には彼女も気付いていたようで、吹雪ふぶきは特に驚きもせず返事をよこし、さらに付け加えるように語りだした。

『普通に撃っても届かない、下手に近寄ると危険、攻撃手段がないように思えた、でしょう？』

　それは、疾風はやてにではなく、一かず美みたち候補生に聞かせている言葉のようであった。

『は、はい。一体どうやって倒すのか、心配しておりましたの』

『かずみん心配性だねぇ。もうちょっとゆるーく考えたらどうなん？』

『おだまりっ』

「厄介な相手、なんてのは昔は日常茶飯事だったからな。まあ、そのうち機密解除されたらレクチャーしてやる。色々とな」

　何やら怖いことを言い出した疾風はやてに、なにを思ったのかまりえがこんな事を言いだした。

『こーち、こっから撃ってみていいですか？』

　それを聞いて反論したのは、一かず美みであった。また何を、という困り顔で。

『なにを言い出すかと思えば……これまでの霞かすみ目め教官の攻撃を見てらっしゃらなかったんですの？　光線兵器はそのエネルギーを吸われたのか散らされたのかして減衰消滅、地中貫通爆弾を遙はるかに上回る威力のあの攻撃でさえ止められたんですのよ？』

『え？　だって、同時にやってなかったよね、びーむと物理で殴るの。だいたい初撃はとおったじゃん』

　そのまりえの言葉に、一かず美みのみならず、吹雪ふぶきや疾風はやてすらもハッとした。

『なるほど、一度に防御できるのは一系統の攻撃だけ、かもしれないと』

　その発言に納得した疾風はやては、試させることにした。やってみる価値はあると。
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『アクサングラーヴ第二形態！　フォーム・サーカムフレックス！』

『なんだかんだ言ってノリノリじゃないですこと？』

　気合いの入ったまりえの叫びとともに、その機体、『アクサングラーヴ』が変形、背部兵装コンテナから現れた砲身と接合され、機体そのものが大型砲となったのである。

『ノリノリっていうか、やけくそっていうか。黒くろ江え二佐が音声入力解除してくんないんだもん。「叫んでこそなんぼ！」っていってさー。それはともかくかずみんや、おあとよろしゅう』

『はい、了解しておりますわよ。……それはそれとして、ＶＲで見たときも思いましたけど、禍まが々まがしい形状ですこと』

　一かず美みは変形したアクサングラーヴを見て、そう零こぼした。

　通常のベゼル・キャリバーシリーズのシャープな装甲形状を残したアクサングラーヴ本体の部分は別として、コンテナから展開された砲身部分は、その外観がまるで何匹もの大蛇を束ねたような、おどろおどろしいものだったからだ。

　一かず美みはもう少しどうにかならなかったのか、とシミュレーターで訓練したときにも言ってはみたが、「仕様だし」という祥しよう子この一言で却下されてしまっていた。

　変形を終え巨大な一つの砲台と化した『アクサングラーヴ』の砲塔部分の基部に、一かず美みの『グレイヴ・アクセント』が取り付き、射手を務めるように構えた。

　このフォームでは、アクサン・グラーヴのリアクター出力を全て砲撃に利用するために重力制御も慣性制御も行えなくなるための処置だ。

『エネルギー伝導パイプ・制御系統接続、制御貰うわよアイハブ』

『操縦任せたゆーはぶ。バイパス切り替え、薬室内にエネルギー充塡開始』

　機体制御までも全て渡し、まりえは砲台と化した機体の役割に徹する。

『黒くろ江え二佐は、「ちゃんと口上を述べながら発射準備するようにねー」と言っておられましたけど、よろしいの？　軸線上に目標を固定』

『かずみん、ばかしょうじきはバカみるんだよ？　充塡四〇ぱーせんと』

『そうなんですの？　エネルギーの充塡は一二〇％まで行うようにとか、そういった事も？　ターゲットロック、自動追尾装置作動』

『かずみん、ちょっとでいいから後でいっしょにヲタク向け古典作品みよーよー。充塡八〇ぱーせんと』

『別にそれは構いませんけれど、安全装置解除。対閃せん光こう防御、光学系光量自動抑制開始』

『エネルギー充塡一〇〇ぱーせーんと！　かずみん、いつでも行けるよ！』

『コーチっ！』

　発射の準備が整った二人は、即座に疾風はやてに指示を仰いだ。それを受け、疾風はやては目標付近にいる吹雪ふぶきに、さらりとこう告げたのだ。

「いいか、吹雪ふぶき、『火山島』中心点を基準に、南南東から高出力ビーム兵器を打つぞ。カウントダウン、３」

『ん、了解』

『え？　いきなり３からですの』

「２、１、発射だ」

『は、発射！』

　急せかされたとかそう言う話ではなく、別にいつでも撃つ気は満々だったが、前もって何も言われずに、いきなりの短いカウントダウンに逆に焦った一かず美みは、慌てて引き金を引いた。

『即「撃て」と言われたほうがマシですわぁ～！』

『とうっりゃぁあああああ！』

　段取りの相談もなく、いきなりの３カウントからのスタートにもかかわらず、ほぼノータイムで目標に到達する大口径高出力の怪しい光を放つビームが着弾する。

　それとほぼ同時に激突した吹雪ふぶきの最大加速からの飛び蹴りは、そのどちらもが止められることなく『火山島』の巨体に突き刺さったのだ。

　巨大な『火山島』の土手っ腹に叩たたき込こまれた蹴りとビーム、そのどちらもが一瞬、ほんの一瞬だけ、若干の抵抗を受けながらも、それを蹴散らし、吹き飛ばし、蹂じゆう躙りんした。

　バキンと何かが砕け散り、次の瞬間には『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』は機体ごと『火山島volcanic insula』の巨体をえぐり、ビームはその照射された地点を中心に、爆発と溶融を引き起こし、炎を上げて燃え上がり始めた。




『今のスゴイわね、下手すると私のブリッツバスター負けてないかしら』

　攻撃の成果を確認しつつ、吹雪ふぶきは機体を減速させずに海面スレスレを飛び続けていた。

　超音速飛び蹴りは『火山島volcanic insula』を突き抜けて、逆側にまで到達していたのだ。突き抜けた勢いのまま、伸びてきた『綿毛ＰＵＦＦＢＡＬＬ』の触手を吹き出す余剰出力の輝きで焼き、上昇を掛けて機体をひねると、そのまま疾風はやて達たちのいる空域へと向かった。




『威力はすごいけど、一発こっきりなのよな』

　変形を解除し、あちこちから煙を上げている砲身をコンテナに格納する。

　アイリーンと祥しよう子こが調子に乗って突貫で作り上げた品であったためか、元からそう言う設計だったのか、二人は「ここぞという時に」使うように指導されていたようだった。

『博士たちは「何発も使える必殺技は邪道だわ」とか「逆に何発も使えてこそ相手の虚を突けるんでは」なんて言っておられたけど。早速使うとは思いませんでしたわ」

『かずみん、考えてみてよー？　戦闘機動が必要な至近距離で、あれ撃てるとおもうー？』

『絶対無理ですわ。発射準備に時間がかかりすぎますもの』

　まりえの問いかけに、残念ながら当然という答えが一かず美みの口からも漏れ出てしまった。

　あれだけ長々と準備しなければ撃てない兵器など、開幕直後にぶっ放さなければ何時使えというのか。もしかして、最後のトドメだろうか。

　そんなのは特撮ヒーローかスーパーロボットの世界だけだとまりえは考えていたようだ。

　普段と違って、意外とまともに。

『でしょー？　初手で敵を削るための物だと割り切れば捨てたもんじゃないと思うよー。すくらっぷ置き場の廃材つかって作ったらしいし』

『ゴミから作ったんですの!?　あー……、だからそんな簡単に撃つ気になれたんですのね。私以前、ＴＢＣ－３を止めて壊してしまったと思った時に、アレのお値段聞いて卒倒したんですのよ？　実家を売り払っても弁償なんて無理ですわ。兵器って高いんだと、あの時痛感いたしましたわ』

『すくらっぷでもー、かなーりいいお値段するのは黙っとくねー。極限生物ＥＲ素材だし』

『黙ってないじゃありませんの……すっごい気になるんですけれど？　使い捨てビーム砲のお値段はおいくら万円ですの？』

『ヒント１、桁というか単位が違う。漢数字表記的に考えて。ヒント２、使い捨て兵器のちゃんぴおん、ミサイルさんは一番ちっさい手持ち式でもでも一発で車が一台新車で買える万円』

『マジですの!?』

『まじまじ』

　シミュレーターでしか放った事のない、大威力の攻撃兵器を使用したためか、すっかり興奮した二人は、普段のように饒じよう舌ぜつに掛け合い漫才まで始めた。

　二人を放置して、やって来た吹雪ふぶきを疾風はやては出迎えた。

「大丈夫、みたいだね」

『まあね。ここんところいいとこなかったけど、これくらいはね』

　実のところ、搭乗時間的に乗りなれたとは言い切れない機体を、すでにモノにしているあたりで吹雪は凄すごいのだが。

「さて、これで終わりなら話は早いんだが……」

『核を砕けたって感覚はなかったから、まだだと思うわよ？』

「まあそう簡単には行かないか……っと、お出ましだ」




『火山島』がひび割れ、崩れ始めた。

　経験の浅い一かず美みなどはそれを見て『やりましたわ！』と叫んでいた。

『それってふらぐだよぅ、かずみん。……ほら』

『何を言って……なんですの、あれは？』

　グズグズと崩れ去る『火山島』の中心部から、真っ赤な輝きが溢あふれ出だし、周囲を染め上げ始めたのだ。あたりに広がるモヤはそれを受けて活性化しているようであった。

「アレが『噴火』に見えた原因かな」

『そうみたいね。──それにしても、大きい。まさか……』

『母体マテリアル』ではないのか。

　多大な犠牲を出して、やっとの事で倒したあの、極限生物ＥＲを生み出す存在が。

　新たに生まれていたというのか。

　通常、極限生物ＥＲの核のサイズはその身体からだの大きさと比例するわけではない。巨大だった恐竜の脳がその巨体に見合ったものではなかったのと似たような関係だろうか。

　５００ｍ級の極限生物ＥＲ『太平洋の怪物』でさえ、その活動核は数メートル程度であった。

　それが、目の前に浮かび上がってきた核は、ゆうに１００メートルはあろうかという桁外れの大きさだったのだ。

『──母体マテリアル？』

「……違うな。あれに比べたら、遥はるかに小さい」

　破壊されたことにより戦役の終わりを告げることとなった、『母体マテリアル』は、その残骸と残された戦闘データの映像によって、数百ｍに及ぶ巨大な活動核であったことが判明している。

　そして、その唯一の目撃者で生き残りである疾風はやては、吹雪ふぶきの言葉を即座に否定した。

　知られている核の常識的サイズと比べれば確かに桁違いの大きさだが、『母体マテリアル』には遥はるかに及ばないと、そうつぶやいたのだ。

「それに、『母体マテリアル』なら。こんなに容易たやすく接近なんて出来るわけがない」

　その言葉に落ち着きを取り戻した吹雪ふぶきは、一瞬翳かげりのある表情を見せた。

　が、次にはあからさまに明るい声を上げた。

『じゃあ手っ取り早く、ちゃっちゃとぶっ壊しましょうか！』

　吹雪ふぶきの元気そうな声に、疾風はやてが少し驚き、小さく笑った。

「……そうだね、逃したら元も子もないしね」

　浮かび上がった『火山島』の活動核。それはすなわち、重力制御を行えるという証左に他ならない。こちらを無視して逃げに徹するように動き出したら、それこそ厄介だ。

「行くぞ、後はあれをどうにかすれば終わりだ」

　疾風はやてはそう言って、攻撃を再開する事を告げた。

『どうにかってどうやるんですの』

「何でも良いいさ。相手がやっと本体を見せたんだ。当たりさえすれば、何だっていい」

　疾風はやての端的な答えに、一かず美みは納得出来たような出来ないような、そんな表情を浮かべながら、前進する吹雪ふぶきらの後を追うために動き出そうとしたが。

『かずみんかずみん、後は任せた。私の分まで頑張ってきてねー』

『は？　何を言ってますの？　ここからがある意味本番でしょうに』

『だってだって虎の子の大砲使っちゃったし、残ってる兵装で役に立ちそうなのってもう無いし？　教官みたいなでたらめな近接戦闘てくにっく、もってないし』

『そんな事言い出したら、私だって似たようなものですわ！　かろうじて射撃技術は予想外に向上しましたが、その程度ですし』

　候補生レベルで考えれば十二分に優秀なのだが、目の前に最高峰が居てそれとの比較をしてしまうと、どうしても数段落ちて見えてしまう。

　それに、いざ戦闘となった場合の心構えの問題もあろう。吹雪ふぶきのように手段がなければ作ればいい、と考えるのが一流の所以ゆえんだ。

　一般的な現役パイロットの水準としてなら既に十分やっていけるだけの技量には届いているが、そうであっても経験値が些いささか心もとないのは致し方無いとも言える。

「お前たち二人はそこでいい。なにか適当な武器はあるか？」

『はい？　え、ええと。ここから撃って有効なものは、流石さすがに……』

『なら、私の兵装コンテナがそのへんに浮かんでるはずだから、それを使いなさい。ロックは外しておくから、固定装備以外なら使えるでしょ』

『は、はい？』

　それだけ言いおいて、疾風はやてと吹雪ふぶきは敵に向かって突進していった。




『それはそうと、それって武装付いてるの？』

　核に接近しつつ、吹雪ふぶきは疾風はやてに問いかけた。外見からでは特段の武装が取り付けられているようには見えなかったからだ。

「一応、仕様は見たんだけどね。搭載兵装一覧の。このサイズの機体に、高出力レーザー砲とか、リアクター出力の無駄遣いとしか思えないって考えてたけどね」

『レーザーかぁ。じゃあ私は近接でぶん殴るわ。むき出しのあの状態ならプラズマ・リッガーが使えるでしょ』

「足を止めて殴るのはお勧めしないよ？」

『それっくらいは考えてるわよ。じゃあそっちでタイミング合わせてね！　霞かすみ目め吹雪ふぶき、突貫しまーす！　感覚同調制御、限界突破！』

　疾風はやての『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』を後に残し、吹雪ふぶきは猛烈な加速を見せて突き進んでいった。




「疾風はやては違うって言ってたけど、あの頃の能力を持っていて、ごく小型のみとはいえ進化するような個体を生み出せるのって、それもう『母体』なんじゃないかしら」

　そんな事を考えながら、吹雪ふぶきは活動核に接敵した。『綿毛』の触手が邪魔をする為ため、核に向かって一直線、とは行かなかったが。

「おりゃあ！」

　うら若き乙女が発していい掛け声ではなかったが、活動核に叩たたきこまれた拳は、青白い光の奔流を噴き出し、ほぼ同時に別方向から照射されたレーザーが輝いて見える。

「効いたかな？」

　その一撃を放つと共に、反動で一気に飛び退すべった『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』。吹雪ふぶきは、己の機体の拳に装着されたナックルガードを一いち瞥べつすると、軽く口端を上げた。

「意外と使えるわねこれ」

　通常は、近接戦闘に拳を用いるのはほぼ無いが、いざという時の手段としての備えとしては重要だと認識され、採用された「プラズマ・リッガー」は、ベゼル・キャリバーシリーズ各機体にオプションとして装備される、いわゆるナックルガードである。

『太平洋の怪物』の時に、疾風はやてが中型機で敵を殴り倒し、機体の拳を壊したためだ。

　貧弱な──とはいえ普通は十二分に強きよう靭じんなのだが──拳を守り、更に攻撃力を増すために、リアクターから直結されたプラズマ発生機が内蔵されている。

　超高温のプラズマを叩たたきつける事が可能な、強力ではあるが使い所の難しい装備であった。

「近接戦闘する前に倒せれば一番なんだけどね」

　吹雪ふぶきはそう言って、再び核に向かって飛び込んでいった。
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「コンテナのビーコンがジャミングされてるとは思いませんでしたわ」

「電波だから、『綿毛』がくってたんじゃないん？」

　でしょうね、と答えた一かず美みは、ビーコンが受信できるようになった理由は、今あの二人が活動核に色々と攻撃を加えているからだろうなと推測した。極限生物ＥＲに思考能力があるとするならば、電波を食ってる場合じゃねえ、などと言っているだろう。

「とにかく、コンテナの武装をお借りしますわよ」

「うん、それはいいんだけど、なんか通信入ってない？　こっちはさっきの砲撃してから、なんか受信状態が素で悪いんだけど」

「……通信、ですの？」

　受信状態が悪いと言う割には、何な故ぜ万全なはずの自分の機体が認識していない通信を受けられるのか、という点にまでは頭が回らない一かず美みであった。




『あー、やーっと繫つながった？　お、かずみんとまりえちゃんじゃん、おつかれさまんさ、祥しよう子こでっす。あれ？　今現在進行系で絶賛大変中？　ごめんね、邪魔しちゃって。だが私は気にしない。博士にでもお嬢でも誰でもいいから伝えといてくれる？　結果だけ言うけど、『綿毛』って核持ってないよ？　どっちかってーとアレが積んでるのは電池だね、電池。他の核からエネルギーの供給を受けて独自に動いてるだけ。まあ子機みたいなもんって認識したらいいんじゃないかなー。うちらで言うところのドローンみたいな感じじゃね？　って。解析結果を添付し特からそれも渡しといて。んじゃよろ』

　それは、日本基地に居残っていた祥しよう子こからの連絡であった。

　暇つぶし的に解析した、新種の極限生物ＥＲ『綿毛』についての結果報告をこちらの返事も聞かずに一方的に語ってそのまま切ってしまったのだ。

「もしもし？　黒くろ江え二佐？　それはどういうことですの？」

「かずみん、黒くろ江え二佐がくわしく解説してくれるなんて思ってないよね？」

「うっ！　それはそうかもですが、この事態に自分の趣味嗜好を押し出しますの!?」

「いやでも、黒くろ江え二佐の経歴見て知ってるっしょ？　あんだけ好き勝手してるから、教官よりも色々やってるのに階級一個下なんじゃないのかなぁー？」

「あー……」

　ものすっごい信しん憑ぴよう性せいのある、まりえの言葉であった。

「と、とにかく、博士なりコーチなりに今の話を伝えないと！」

「もうやったよー。会話をファイルにして博士とこーちンとこに投げといたよ」

　なにげに頭の回転が速いまりえに、一かず美みは「あ、ありがと」と告げて、コンテナから装備を取り出すことを再開した。

「それでしたらもう後は自分の仕事をするだけですわね！」

「切り替え早いねかずみん、そういうとこすきよ？」

「ど、同性に好かれてもそんなに嬉うれしくありませんわ！」

「つんでれおつ」

　そうして、吹雪ふぶきのコンテナから使えそうな装備を持ち、二人は戦場へと戻っていった。








第四章









「ちっ、ちょっとは削れたかなと思ったのに、ガードが硬いっ！　落ちぶれた今の残党とは格が違うって事!?」

　ある意味、原種とも言うべきなのだろう。他の極限生物ＥＲが、その核を中心に新たな肉体とも言うべき異形を纏まとっているのにもかかわらず、この核は何も無い。

　先程までの火山島のような姿は、ただ単に姿を覆っていただけなのか、それともこれからあの物質を取り込んで変態するように姿を変えるところだったのだろうか。

　いずれにせよ、巨大な核とそれが生み出す事のできる小型種は脅威だ。以前のような母体ではないとはいえ、次世代の母体と言っても過言ではないのではないか。

　そう思い、今ここで叩たたいて置かなければ、またあの地獄が蘇よみがえりかねない。そんな悲壮な覚悟も生まれていたが──

「届かない。なんなのよこれは」

　拳を叩たたきつけても、核に届く寸前で透明な壁にでもぶち当たるかのように遮られてしまう。

　慣性・重力制御の類かと疑ったが、それならベゼル・キャリバーでも打ち消せる。だが。

「駄目か。一体何？　あれは！」

『恐らくは強固なエアロゲルの一種よ』

「博士!?　通信が回復したのね」

『ええ、ついさっきね。どうやら電波を阻害していた『綿毛』達たちが、そちらに集結したんじゃないかしら』

　少々焦りの見える声色のアイリーンからの通信で、吹雪ふぶきの疑問は解消された。だからといって攻略の手段が出来るわけではないが。

『エアロゲルというのは、わかりやすく言えば、恐ろしく軽くて強い構造を持つスポンジのようなものよ』

　ゲル──ゼリーのような物質から、溶媒である液体を気体に置換させたスポンジ状多孔性物質の物体である。「凍った煙」などとも呼ばれ、その構造から、非常に高い断熱性を持ち、種類によっては非常に強固で自重の数千倍の荷重にも耐える性質をもっているという。

「……言われてみれば、うっすらと膜みたいなのに覆われてるわね。しかも何重にも」

　それに加えて、『綿毛』によるエネルギーの吸収というオマケもついてくる。

　感覚同調制御の限界突破状態であれば、機体を覆うように発生する余剰出力の輝きにより寄せ付けない事ができるが、それはあまり長時間作動させていられない。

「さっきのスーパーテルミット弾の熱を防いだのはソレね。おっけー、理屈がわかればどうにでもなるわ──要は、より強い力でぶん殴ればいいのよね?!」

『それはそうなんだけど、大丈夫？　もう結構長い時間「限界突破」を使ってるだろ？　そろそろ危険域じゃないのか？』

　気遣わしい声で疾風はやてから通信が入る。

　あらゆる面で負担の大きい同感覚同調制御は、その発動時間が規定により定められている。現在では搭乗者保護のため、一定期間内の出撃に上限が設けられているほどだ。

「そ、それはそうだけど、いまさら──」

『そういうことなら私達の出番ですわ！』

『ちょ、かずみん何言い出すん!?』

『パワーだけなら、通常の量産型Ｂ．Ｃ．ベゼル・キヤリバーよりも、理論上私どもの機体のほうが、出力は上のはずですわ！　ですわよね！　博士！』

『それは──そうね。二人に頑張ってもらいましょうか」

「博士!?　あの子達たちに何を──」

　何をさせるつもりなんですか、と吹雪が訪ね切る前に。

『霞かすみ目め教官、これ、お願いします！』

『しまーす』

「え？　ちょっと、私のコンテナから引っ張ってきた武器!?　今渡されても、ってああ、いっちゃった」

　自じ分ぶん達たちで使うつもりだった装備を吹雪ふぶきに預け、一かず美みとまりえの機体は、その場を離れて準備に入った。

『『アクサングラーヴ』、『グレイヴ・アクセント』、全ての機能の使用を許可します！』

　アイリーンのその言葉と同時に、『アクサングラーヴ』と『グレイヴ・アクセント』両機のリアクターが、共鳴するかのように活動を活発化させ、凄すさまじい余剰出力の光条を放った。

『ほんとにやんのかー。やだなー、しにたくないなー』

『心配しすぎですわよまりえ。霞かすみ目め教官も仰おつしやってたでしょう!?　要はより強い力でぶん殴ればいよいと！』

『えええ？　たしかに「レベルを上げて物理で殴れ」は基本というか常識だけど、色々間違ってるときもあるんだよ!?』

『御託はいいですわ！　まりえ！　合体しましょう！』

『かずみんのりのりすぎ……私もきらいじゃないけど、自分の身に降りかかるのはどうかって思うんだー』

『いいからやりますわよ！　合体開始も音声入力なんですから！』

『やるよ、やりますよ。えーっと、融合！　合身！』

『行きますわよ！　レッツ！　オーバードライブ・フォーメイション！』

　一かず美みとまりえの機体が、背部コンテナを切り離して上昇を始めた。

　一かず美みのグレイヴ・アクセントの背後にまりえのアクサングラーヴが迫り、さらに上昇。アクサングラーヴの前面装甲が分割され、上下左右に開放される。

　そしてそこにグレイヴ・アクセントが嵌はまり込むと、今度はグレイヴ・アクセントの両腕と両足が、関節部から分離、内部のガイドレールがスライドして伸び、分割されたアクサングラーヴの手足に包まれた。

　頭部はアクサングラーヴの頭部装甲が分割されてまるでヘルメットのように覆いかぶさり、合体は完了。その内部では、二機の搭乗室が前後に繫つながり、タンデム配置となって二人は同じ空気を吸うこととなる。そして。

『感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、いきますわよ！』

『おっけ、いつでもー』

『合奏起動アンサンブル・スタートアツプ！　超絶駆動トランセンド・マニユーバ！』

　感覚同調制御の開始と共に、金色の光が、機体のあちこちから吹き出るようにして光量を増す。本来ならば大出力のリアクターからでなければ出ることのない、余剰エネルギーの輝きだ。

『合体完了！　ダブルグレイヴ！　見っ参っ！』

『かずみん、絶好調のトコあれやねんけど、いちおうゆうとく。多分後で黒歴史化するからな、気ぃつけや』

『何故に大おお阪さか弁べんですの!?』

『いやなんとなく？』

　その一連の光景を見守っていた者たちは、というと。

「なんでわざわざ合体させるんだろう。最初からあの形で作ったらいいんじゃないの？」

　首を傾かしげながらそうツッコミを入れる疾風はやてだったが。

『かっこいいからじゃない？』

　吹雪ふぶきは意外と肯定的に。

『格好良いと思うんだけど、疾風はやてくんの趣味ではなかったかしら』

　製造責任者その一は当然のことながら。

『かっこいいからですわ！　そうに決まってますわ！』

　搭乗者その一も、残念ながら残念なことになっており。

『ちがうとおもうなぁ』

　唯一意見を同じくしたまりえに対し、疾風はやてはなんとなく「ありがとう」と告げた。

　そしておそらくの元凶である製造責任者その二に対し、帰ったら徹底的に問い詰めることを決意するのである。
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　それはそれとして。

　合体した機体は、旧来の機体とは運用方法が根底から違う機体となっていた。

「行きますわよ！　まりえ！」

「おっけー、せいぎょはまかせろーバリバリー」

「なんですのそれ！」

「黒くろ江え二佐に教えてもらった」

　機体操作と制御を一人でこなしていたこれまでの機体とは違い、二人のパイロットがそれぞれの得意分野でお互いをフォローしつつ制御する。

「ま、まあいいですわ。最大加速！　機体構造強化にエネルギーを回して！　打撃時の慣性制御も任せますわよ！」

「おっけおっけ、象が踏んでもこわれない筆箱並みに強化しちゃる」

「それって弱くなってませんこと!?　ってソレどころじゃないですわ。くぅらいなさい！　ウルトラ！　プラズマ！　キーック！」

　脚部先端に高出力のプラズマを発生させ、触れるもの皆蒸発させる超高温を発生させながら飛び蹴りを仕掛けるという、『ダブルグレイヴ』の基本必殺技の一つである！

　単座機に同様の機構を取り付け同じ技を再現したとしても、撃ち抜けなかった場合、機体側に凄すさまじい負担がかかってしまうという、思いついたはいいが、対策が何もない状態では「それって足からの体当たりだよね」と言われかねない自爆技だったのだ！

　それが今回のダブルグレイヴ計画により日の目を見たのである。馬鹿にハサミをもたせた笠かさ置ぎとアイリーンがだいたい悪いと、後に陰口を叩たたかれることとなる。

　なおその馬鹿はと言うと。

「え、冗談で付けたのにマジで使っちゃうの……。え、うそ。やめて」

　とある場所で、リアルタイム視聴をしながら戦々恐々とした時間を過ごすこととなったそうである。残念ながら当然の結果だった。

「クラーッシュ！」

　海面から数百メートル程度の高度では、空気の密度が高く、音速突破には本来非常に厳しい環境となっている。

　だが『ダブルグレイヴ』は、空気中の水蒸気をヴェイパーコーンとして引き連れて、衝撃波を置き去りにして、敵に突き刺さったのである。

　超音速のまま、敵に足から体当たり。その衝突時の衝撃は本来、操縦室内部を慣性制御で中和していなければ、操縦室内の掃除が大変なことになるレベルである。

　しかも、その制御がわずかでも狂いがあれば、機体にすべての負担がかかり、負荷のかかった構造材部分は全て砕け散っていただろう。だが。

「か、たい、です、わねッ！」

「かずみん、もうちょっとお手柔らかにだよ？」

「わかってますわ！　こ、の……重力制御最大加速！　押し込みますわよ！」

「へーい、しってた。重力制御、機体強度限界まで、最大に」

　核を覆う、エアロゲルには自重の数千倍の荷重に耐えうる物も存在する。それが極限生物ＥＲの物理強化能力──ありえない形状であるのに崩壊しない種が存在出来るのはこのためである──により更に強固な物質となっていたのだ。

　しかしそれは、一旦強度限界を迎えると。

「ふんぬぅぅううううう！」

「かずみん、口調口調」

　パキーン、と。まるでクリスタルグラスが砕け散るような音を立てて砕け散り、核が纏まとっていた強固な膜が砕け散り貫通したのである。

　そんな、黒くろ江えですら自爆技だと思っていた、最大加速による超音速での体当たり飛び蹴り──それは。

　それは戦役時に『疾風はやてくらいの機体操作能力と、吹雪ふぶきくらいの機体制御能力が両立すれば凄すごいことになるよねぇ』──これくらいなら出来るようになるかもね、と言われていた、何を贅ぜい沢たくなと、一笑されていた、夢想されていた、ありえない事。

　それが現実のものとなって、目の前に実際に現れたのである。そうなれば、理論上は、溢あふれ出でるに任せていた余剰出力までもが、制御可能となる、はずである。

　そしてそれは「合奏制御により、余剰出力による機体強度の向上及び、近接戦闘時の直接打撃において、攻撃対象に与える被害を増すことが出来る」という、アイリーンが提唱していたダブルグレイヴの実験機としての本来の趣旨が叶かなうことに繫つながるのだ。

「やりましたわ！」

「よっしゃ、かずみんえらい。わたしはさらにえらいとおもう」

「そうです、凄すごいですわまりえ！　よくぞ制御しきってくださいました！」

　これは、疾風はやてが搭乗していたベゼル・キャリバー01『Ｂｌａｃｋ＝Ｌａｖａ』が大王陸亀に用いたあの攻撃方法が、他の機体でも行うことが可能であると言う証明でもあった。

　そして。

　それ以上に有用な点は、ベゼル・キャリバー用の大型リアクターではなく、中型機のモノで同等以上の出力を発揮できる点であった。

　リアクターの根幹部分は極限生物ＥＲから得られた核を利用するため、数に限りがある。

　大型のものはベゼルキャリバーに優先的に利用されるため、小型のリアクターを複数搭載、同期させて出力を向上させる実験自体は以前から行われていた。

　しかしながら様々な要因から困難が指摘され、事実上頓挫していた。

　しかし、この機体では同調云うん々ぬんでの出力向上ではなく、リミッターを外したオーバードライブ。長時間の運転をしない前提での複数リアクター搭載型なのだ。

「しかし、あれでも砕けたのはごく一部ですのね？」

　エアロゾルの壁は、複数枚がその全体を覆っていた。しかも、小さなタイル状の物が恐らくは、無数に、しかも一層ごとに別の性質を持たせているのだろう。そうすることにより、強きよう靭じんさをましているのだと思われた。

「日本刀じゃあるまいし。硬い刃が折れないように柔らかい芯鉄が入ってるんでしたかしら」

「しらないってー。それとかずみん、ベクトル・コンデンサが今のでかなり溜たまっちゃったよ。一旦無駄打ちするかして、どうにかして空にしとかないと」

「了解ですわ。とりあえず上に向かって自由落下でも？」

「そんなんじゃ雀すずめの涙だよー？」

「では、地道に空いた穴の周辺を殴って消耗することにしましょうか──ってなんですの!?」

　なんとか空けた穴を更にこじ開けようと、接近して追加攻撃を加えようとしたその時。

　割れた穴から炎のように吹き出した物があった。

「きゃあああああ!?」

「悲鳴あげてないで避けてかずみん！」

　それはまるで、太陽のプロミネンスのように噴き出し、そして全く別の位置に戻って消え去っていった。しかもその噴き出てきた穴は修復され、跡形もない。

「……なんですの一体」

「穴塞がれちゃったね」

「塞がったのならまた開ければいいのですわ！　それが可能だと、私達自身が実証したんですもの！」

　そう言って再び『ダブルグレイヴ』で奮闘する一かず美みとまりえ。再びエアロゲルの膜──と言うよりももはや壁──を打ち砕き、今度こそ砕いた部分を再生させないように、と思うのだがうまくいかない。

　空けた穴に追撃の一撃を加えようとするたびに、核から紅こう焰えんが吹き上がり、即座に修復されてしまうのだ。大技でようやく穴を穿うがつことが出来るが再度放てるようになるまで、時間を稼がなければならない。

　結果、その間に修復されてしまうのだ。しかも修復を阻害しようとする事自体が、逆にこちらに被害を与えてくる状況であった。

『……そっち慣性制御系方面の容量拡大も、課題ね。機体容積が決まっているから難しいわ』

　同じ映像を技術者として見ているアイリーンとは違い、『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』のコクピットで見ていた疾風はやては、遣やる瀬せない思いに憤っていた。

　自分だったらもう少しうまくやれる。自分がうまくやれば、他の者にやらせなくて済む。

　これまでは身体からだが言うことを聞かなかった。

　だからしょうがない、そう思っていられた。

　けれど、今は乗れる、戦えるのだ。疾風はやてはもっと率先して機体を受領していれば、この場に自分の機体を持って来れていたのではと、忸じく怩じたる思いを抱き始めていた。

　そんな疾風はやての表情とバイタルを、『Ｈａｎｄｙｍａｎ』でアイリーンはモニターしていた。無論、彼だけではなく吹雪ふぶきや他の二人の事も、きちんとチェックを行っている。

『疾風はやてくん、ぶっつけ本番になるけれど、試してみる気はないかしら」

「何をですか？」

　何をとぼけているのか、とアイリーンは目をパチクリとさせた。彼にはきちんと『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』の仕様書を見せたはずなのに、と。

『疾風はやてくん、もしかしてあなた、説明書を読まないで使う人ね？』

「え、こんな時に何を。はい、使ってわからなかったら初めて開くときのほうが多いです」

　アイリーンは大きくため息を吐いて首を振った。せっかくの仕込みが台無しじゃないか、とでも言うように、アメリカ人らしい大仰な仕草付きで、だ。

『Ｌｅｓｓｏｎ　Ｏｎｅ．15ページを開いてください』

「あ、はい」

『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』に初搭乗する際に渡されていた仕様書のデータを引っ張り出し、ヘルメット内のディスプレイに表示させる。

『ここに！　イラスト付きで！　きちんと！　それこそ字が読めなくても！　理解できるように！　懇切丁寧に記載してあります！　技術者が作った説明書は難解でわからないとか言わないわよね！　若わか松まつ疾風はやて特務三佐！』

「す、すいません。今見てます！　すいません！」

　そこには、かなり等身が下がった『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』と、『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎワタリガラス』が描かれており、矢印と簡単な図解で、肩部の兵装コンテナ接続部分にドッキングが可能であることが記されていた。しかも──

「吹雪ふぶき、これ見て！」

『はい？　あの子達たちの手伝いをするタイミングを計ってんのにいきなり何を──何よこれ』

　吹雪ふぶきは見せられた仕様書のページを見て、目を見開いた。単座型に改造しただけで、他は自分用に調整しただけだと思っていたのだ。

「黒くろ江えにお仕置きするのは日本に戻ったら僕も手伝うから！　今はこれだよ！」

『なるほどねぇ。ってこれ疾風はやてがメインじゃない！　ずるい！』

「次があったら設定変えられるようにしてもらうから、とりあえず今はこれをしよう」

　同じぶっつけ本番でも、シミュレーターで散々練習をさせられていたであろう一かず美み達たちとはわけが違う。けれど。

『イチかバチかなんて、昔はよくやってたものね。命がけのを』

「そうさ、失敗しても即、死につながることはない。気楽なもんだよ」

　そう言い合って、二人は各自、自機の操縦席に隠されていた、秘匿レバーに指をかけ。

『あ、別に掛け声はいらないのね、よかった』

「ほんとにね……」

　そんなところを気にしてたのか、と思いつつ、レバーを引いた。

　ここで二人が思い違いをしていた点がある。

　彼らは合体することにより、『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ』の出力に『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』の出力が上乗せされるだけだと思っていた。

　確かに、合体することにより、あの二人の機体のように、二つのリアクターを用いた高出力を発揮できるのだが。この合体による機能はそれだけではなかった。

　何な故ぜなら合体することで、『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』内部に搭載されている、封印されているはずの「『Ｂｌａｃｋ＝Ｌａｖａ』のリアクターコアの欠片かけら」を用いた特殊な機構が『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ』と『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』の二つのリアクターと連結されることで、一時的ながらも最強と言われたあの『黒い溶岩』に匹敵する出力を発揮できる事がアイリーンと祥しよう子この手によって判明していたのである。




　合体開始のレバーを引いた二人だったが、その前段階に必要な工程をすっ飛ばしていたため、両機の接合部分が開放され、合体時のズレを防ぐためのガイドレーザー部が起動したところで止まってしまった。

「レーザーセンサーで同調？　なんだこれ、七面倒な」

『もう、まだるっこしいからとりあえず私の背中に接合部を見せて接近してきなさいよ。止まってられないんだからそっちが合わせなさい』

　多少でも一かず美み達たちの負担を減らそうと、手渡された武器を時折撃つ放ち、そのせいでやってくる『綿毛』の触手を回避してさばいている。そんな状況で悠長に真っ当なシーケンスを踏んでの合体などやってられないと吹雪ふぶきは言い出したのだ。

「了解、彼我距離は？」

『三メートル以内なら』

「了解、すぐ寄せるよ」

　そして言葉通り、疾風はやては『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』を吹雪ふぶきの機体にピッタリと寄せた。

『来たわね。んじゃ、よっと』

　抱えていた装備を放り出し、吹雪ふぶきは空いた両腕を肩関節からぐるりと一八〇度反対に向けて背後の疾風はやて機を摑つかむと、そのまま肩の接合部に添わせたのだ。

『合体成功っと。セーフティロック確認』

「こっちでも確認した。おっと」

　合体した直後、疾風はやての座る操縦席が、がくんと動き出したのだ。

　それは、『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ』の背中に密着した状態の『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』からそのままスライドしていき。

「あら、いらっしゃい」

「おじゃまするよ」

『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ』は、本来の複座型の姿となったのである。

　そして。

　恐ろしいまでに膨れ上がった、『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ』と『ＢｌａｃｋＲａｖｅｎ』の両リアクターの出力が機体のほぼすべての場所から余剰出力として吹き出し始め、その大出力に二人は目の色を白黒させることとなった。

　本来ならば『白き稲妻』と比較して半分ほどの出力しかない量産型の機体、であるが。

　現在、まるであの二人が駆る『ダブルグレイヴ』の、リミッターを外したリアクターのように、想定以上の出力が発揮されていた。

　本来ならば、それほどの出力に耐えられるような機体各部の強度など考えられてはいない量産機で、それの制御を行い支障なく動作させることは不可能──なはずだった。

　人間で言うならば、常に火事場の馬鹿力を発揮させ続けているようなものだ。

　続ければ即自滅が待っている。それを、この二人は。

「行くよ、全力全開だ。感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、合奏起動アンサンブル・スタートアツプ」

「ちょっと待ちなさいよ、ああもう。いいわよ、やんなさいっ！」

「うん、超絶駆動トランセンド・マニユーバっ！」

　何のためらいもなく、それを当然のように受け止め、動き始めたのである。
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「えーいこのっ！　このッ！」

　慣性制御装置は無限に慣性を中和できる代物ではない。あくまでも、一時的に機体にかかる慣性──運動エネルギー──を、純粋なエネルギーとしてリアクターで変換し、取り置いているだけなのである。そのため、先程の彼女らのような激しい運動を行った際には、一気にその枠が埋まってしまう事となり。

「かずみん、はよ溜たまったベクトル・コンデンサ消費させようず」

「わかってますわよ！　ですけどそれが出来れば苦労はしませんわッ！」

　溜たまった分を消費するまでは、再度慣性制御装置をフル稼働させることは自殺行為につながる。何しろ高Ｇ環境で作動中にリミッターが掛かってしまえばいきなり重圧が襲いかかってくるのだ。同じＧでも徐々にかかるものと瞬間的にかかるものとでは、負担が段違いである。

　そして、彼女らはここでも経験不足が露呈した状態となっていた。

「かずみんや、合体時間がもう残り少ないんだけど」

「もうですの!?　さっき合体したばかりですのに」

「そもそもそういう機体だし？　ここ一番の時に合体して必殺の一撃を加えるっていう運用が基本って黒くろ江え二佐もいってたし」

「それは理解しておりますわ。……このくそ極限生物ＥＲが悪いんですわよ！　なんですのこの面倒な保護膜！」

「クソとか言っちゃダメー。て言うか、かずみん段取り悪い。飛び蹴り連発したらそら一回ごとのスパン長くなるにきまってるのに」

　確かに一かず美み達たちの機体は破格の出力を得、でたらめな攻撃力を獲得した。

　だが、その担い手となる二人の運用は、稚拙としか言いようがなかった。

「言ってみれば格闘ゲームで大パンチと必殺技だけで敵を倒そうとしてるようなかんじ？」

「そんなレトロゲーで例えられてもわかりにくさ倍増なだけですわ!?」

　エアロゲルの壁を叩たたき割わっては再度有効な打撃を撃てるようになるまでちまちまと壁が復活するのを遅らせるために攻撃を行いつつベクトルコンデンサに溜たまったエネルギーの消費を図り、枠が空けばまた大技という、今ひとつ決め手に欠ける行動をとってしまっていたのである。

「もうじき合体が解けるよー。そうなると『綿毛』の触手からのガードがぜんぜんできなくなるから……」

「逃げるしか無い、ってことですわよね」

　悔しさに震えながら、一旦退避することを決めた一かず美みは、その場を離れようとしたのだが。

「なんですの!?　動けませんわ!?」

「かずみん、手！　手が、壁に当ててた手が取り込まれてるー！」

「なんですって!?」

　みれば、エアロゲルの壁に触れていた左腕が、増殖したエアロゲルに包まれてしまっていた。

「このっ、外れ、ないですわ！」

「ひ、左手首の切り離しって出来たっけ!?」

　ぶん殴ってもそうそう砕けてくれなくて四苦八苦していたものを、引っ張って抜こうとしても抜けるわけもなく。

　むしろ即座に切り離しを考えたまりえのほうが決断は早かったと言える。

　だがしかし、試作機であるこの機体には、そんな便利機能は搭載されていなかった。

「はー、やっぱ黒くろ江え二佐はほんとにもう」

「何を悠長にしてるんですの!?　このまま合体が解かれたら、『綿毛』の触手に蹂じゆう躙りんされてエネルギーを吸い取られて終わってしまいますわ!?」

「いや、最悪分離してアクサングラーヴで逃げたらいいし？　壁に取り込まれてるのかずみんのグレイヴ・アクセント部分だし」

「ああ、なるほど……ってそれじゃ私はどうするんですの！　分離したら私だけ取り残されるじゃありませんの！」

「いやかずみん、そこは普通に私の方に移ってきたらいいじゃん。逃げるだけなら前にコーチがやってたみたいに操縦席下のトコで座ってりゃいいんだし」

「それもそうですわね」

　などと死ぬか生きるかの瀬戸際にもかかわらず結構のんきに会話をしていたふたりであった。

　本人たちの資質なのか、それとも助けが来ると確信していたのか。

『あんたたちも大概いい根性してるわね』

「霞かすみ目め教官！」

「ふう、助かったっぽい」

　そこに現れたのは、当然同じ空域にいた吹雪ふぶき機であった。

　が、しかし。その纏まとっている余剰出力光は、先ほどまでのものとまるで違っていた。

「きれい……」

　それは、まるで白銀の光。先程までの青みがかった白い光ではなく、空に輝く星たちを集めたような、そんな輝きであった。

『ほら、アンタ達たち。砕いてあげるから。まだもうちょっと時間あるでしょう？　『綿毛』に取り付かれないように急いで離れなさい』
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『ダブルグレイヴ』が離脱するまで見送った二人は、ようやく巨大な活動核と相対した。

「さて、これで気兼ねなくぶっとばせるわね」

「そうだね。さて、どこからやる？」

「一点集中ってのは嫌いじゃないけど、そう簡単にやらせてもらえるとは思えないのよね。でないとこんなに向こうからの攻撃が薄い事の説明がつかないわ」

　核の周囲を廻まわりながら、二人はどう攻め込むか相談を始めた。今更かと言われるかもしれないが、この状態とこれまでの状態では前提がまるで違うのだから仕方ない。

「隠し玉がまだあると？」

「当たり前じゃない？　これまでに何度煮え湯を飲まされたと思ってるのよ」

　伊だ達てに戦績を積んではいない二人であった……片方はブランクが長いが。

「とりあえず、一発普通にぶん殴ってみるか」

「あら、あの子達たちみたいに超高速で、って言うのはやらないの？」

「あんなコスパの悪い戦い方しないよ。奥の手は、ここぞという時に出すから奥の手なんだ」

　そう言って疾風はやては機体をゆっくりと核表面に近寄らせた。

　相も変わらず周囲から『綿毛』の触手が襲いかかってくるが、全て機体の余剰出力の奔流が防いでいる。

「ねえ疾風はやて、今制御してて感じたんだけど、この機体、余剰分も攻撃に載せられる感じなんだけど、これって……」

「うん、僕が『Ｂｌａｃｋ＝Ｌａｖａ黒い熔岩』でやってた直接打撃、あれだ」

　言いつつ核の前に浮かび、軽い動作で間合いを詰める。

「ふんっ！」

　そして、放たれる拳の一いつ閃せん。

　そんな、軽く手を振っただけのように見える拳の一撃が、エアロゲルの強固な壁を打ち砕いたのだ。だが。

「一枚、か。これは中々骨が折れる」

「ちょっと疾風はやて、今の調子でやると、骨じゃなくてこっちの機体のフレームが折れるわよ。少しは手加減しなさいよ」

「手加減して倒せるならそうするけど」

「まあ無理でしょうね。あーあ、『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』があればこんなの……」

「割と苦戦してたと思うよ？　倒せないとは言わないけど」

　そう言って、疾風はやては別の位置に移動し、再び拳を振るった。

「うん、やっぱり。あちこちで強度が違う。多分、受ける位置をその都度変えるのが本来の戦闘パターンなんだろうな」

「なにそれ、同じような膜に見えて、場所によって性質がまるで違うってこと？」

　それではもしかすると、派手なレーザーで焼こうとしたら、反射されかねなかったかもしれないということではないか。

　鏡面部分がどこかにあるとすれば、それもありえないとは言い切れない。

「どちらにしても、これもう全部叩たたき割わったほうが結果的に早いんじゃないかな」

「……そう、かもしれないわね。一箇所だけ抜いた場合の敵の反撃が怖いし。あの炎、結構厄介よね」

　色々と経験を積んでいるだけあって、相手の出方というか、「もしも」を考えるスキルが非常に高い二人である。

「ビーム砲撃に特化してた奴やつ居たよね、あんな感じでさ」

「攻撃をしてきた方に、そのまま打ち返してくるやつね。アレはもう曲射で殴って勝ったけど、初見で逆撃をうけた一般部隊のおかげだったし」

「備えあれば憂いなしだからね」

　話しながらも、二人は核の周囲を移動しながら、攻撃を続けていった。

「なんだか、巨大なゆで卵の殻を剝むく準備をしているみたいに思えてきたよ」

「そんなお仕事なら喜んでやってあげるわ。──ってもう、余剰エネルギーでの機体構造強化はいいけどっ！　装甲とフレームぐらいしか強化出来ないのどうにかしてほしいわっ。破損した神経回路をバイパス、予備回路に迂う回かい路形成。断裂した駆動筋繊維の自己修復開始。ええい、反応がたるいッ！　プログラム書き換えるわよ、五秒左腕動かさないで！」

「りょ、了解」

　叩たたき始めて数分、とはいえ、打撃回数は数百を超えている。いくら機体構造を強化出来るとは言っても、それは全てをカバーできるわけではない。

「機体構造強化のエネルギー伝導ラインはサイズに制限があるんだからしょうがないよ」

「それならもっと自己修復機能を強化させて欲しいわ！　金属筋繊維に構造強化はろくに働かないんだから　左腕の機能回復、って今度は右！　疾風はやて、しばらく足でやっって足で」

「またそういう……やるけどさ。普通アレだからね？　戦闘中に回路の切り替えとか自己修復のサポとかしながらプログラム書き換えとか普通無理だからね？」

「『なんとなく』で針の先みたいなちっちゃい目標を手動マニピュレートで処理するなんてデタラメやらかしてたあんたに言われたかないわよ？」

　そんな事を言い合いながら、両手の自己修復を多少でも補う為ために、手技をやめ、足技で攻撃を加え始める。

「加減がしにくいんだよな、足だと。それ系の技使ってた奴やつ居たよね、教えてもらう前に戦役終わっちゃったけど」

「ああ、カポエイラ使う娘ね。今頃あの娘地元で保育士のお姉さんになってるんじゃなかったかしら」

「へえ、そうなんだ──ってあいつ女だったの？　って吹雪ふぶき、左足の感触が変わった。どこかやられてない？」

「──うそ、金属筋繊維が劣化してる？　ヤダこれ不良品じゃない？　こんなに早く劣化する駆動用の金属繊維なんておかしいわ、新品なのよ？　この子」

　吹雪ふぶきの『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』は、新型量産機を改修して高出力化しただけの機体である。ある意味、その弊害がボロボロと発生していた。

『まさか、ここまでとは……』

　通信越しに、アイリーンの焦る声が聞こえてくる。彼女としても、この量産型の脆ぜい弱じやくさは想定外だったのだろう。

『補機類の強度向上が今後の目標になるわね。早々に上申しておかないと……』

　そんな、常識的な戦闘とはかけ離れている二人の会話をモニターしている一かず美みとまりえは。

『なんか雲の上の話してる』

『本当に。私達が頑張って割っていた壁を、事もなげに連続で叩たたき割わってますし……ここまででたらめだと呆あきれるしかありませんわね』

『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』と相手の活動核、離れたところで見ている二人にとって、その光景は肉食獣に襲いかかられている大型草食動物のようにも感じられていた。

『でもかずみん、実際のはなし戦闘の片手間にあんな事できる？』

『出来ませんわ。正直なところ、以前コーチがやったようなプログラム改変だけでさえ、神業ですわよ？　ですが気にする必要ありませんわ。コーチや教官達たちが私達と同じ年頃だった時の事を考えてみなさいな。今と同じことが出来ていたとお思い？』

『そりゃまあ出来なかったとは思うけど、かずみんや？　だいじなことをわすれておるぞな』

『なんですの？』

『あめりかんじょーくてきに、リンカーン大統領はお父さんの歳としには大統領だったよって話あるし。教官達たちが私らと同じ歳としの頃っていったら、もう戦役終盤』

『おぅふ。そう言われればそうでしたわ』

　既に時間制限により強制分離した『ダブルグレイヴ』──『グレイヴ・アクセント』及び『アクサングラーヴ』──は、安全圏より『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』の戦いを、食い入るようにして見守っていた。無駄話をしながらであったが。

　薄皮を剝むくが如ごとく、核の周囲をまるで楕だ円えん軌道の衛星のように、くるくると弧を描きながら通りすがりにノックするかのごとく一枚一枚叩たたき割わってゆく。

『完全に打ち破らない限り、例の炎は吹き上がりませんのね』

『事前情報があると無しとじゃ、戦いの組み立てもかわるんだね』

『未知の存在が相手のときには、もっと情報を引き出して安全に仕留められるようにしなければいけませんわね』

『次はがんばろーね』

　二人が見つめる先には、自身達たちの理想形があった。

　いつかはあの領域に手が届くだろうか。

　いや、届くだろうかではなく、届かせるのだ。

　二人はどちらからともなくそう言い、頷うなずき合った。

　そして──残すところ薄皮一枚のみとなった核に対し。

『ふたりとも、出番よ。そろそろ再合体可能なんじゃないの？』

『え？』

　そう言われて合体関連のモニターを開いてみれば、確かに合体は可能と表示されていた。だが、合体可能時間は。

『がったいしていられる時間は30秒ほどなんですけど』

『それなら十分じゃない。ちょっと全力で一撃入れるだけだもの。攻撃のポイントはここ』

　ポップアップしたモニターに映し出された攻撃目標として示された位置。

　そこに渾こん身しんの一撃を叩たたき込こめと言うのだ。

『良いいとこ残しといてあげたのよ、頑張ってね』

　再度出番が回ってきた二人の合体による必殺の飛び蹴り、彼女たちはその時どんな顔でモニターに浮かんだ吹雪ふぶきの顔を見たのだろうか。

　涙目で勘弁してくれと懇願するようであったのか。それとも目を輝かせて命令に従ったのだろうか。その時のお互いのことを、二人は誰にも知らせることはなかった。
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『遠くから見てると、『綿毛』がずいぶん減ったのがわかるよね』

『ですわねぇ。心置きなく接近できるというものですわ』

　再合体のために動き出した一美とまりえの二人は、未いまだに核を叩たたき続けている『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』が周囲から迫る触手をその吹き出す光で弾はじき飛とばし消し去っていくのを見ながらそうつぶやいた。

『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』は、ただただ圧倒的に。

　極限生物ＥＲの核を、そのエアロゲルに覆われた端から、丁寧に、だがすばやく、取りこぼし無く、丹念にすりつぶしていた。

『どうやら決まった動きしかできないみたいね。台風のエネルギーを奪ってたのは、本体にエネルギーを供給するためだけ。敵が近寄ってきたら、本体から新しく作り出されてそれを妨害するための動きしか出来ない。あなた達たちや疾風はやてくん達たちに『綿毛』が潰されまくって、その生産が間に合わなくなってきたら、外に出してたエネルギーを集めていたのを帰還させて、行動パターンを切り替えて再放出。そんなところじゃないのかしら』

　攻撃の指定位置は、核の真上。

　そのために上昇しつつ合体を開始した二人に、アイリーンからの考察が語られる。

　ここに至ってはもう、細かい話は後でいい。

　そう考えながら、二人は空高く機体を上昇させながら合体を完了させ。

『感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、合奏起動アンサンブル・スタートアツプ！　超絶駆動トランセンド・マニユーバぁあああ！』

『ちょっ、かずみん早い、早いよ』

　まりえのサポートも追いつかない程の速度で、最後の一撃を食らわせたのである。

　そして、合体が解かれ、二人は分離した状態で振り向くと。

　そこには、断末魔のように紅こう焰えんを振り回し、周囲を薙なぎ払はらう活動核の姿と。

　その残り火のような輝きを灯ともす分割された核を、丹念に、間違いなく機能停止するまで砕いて回る、疾風はやて達たちの姿があった。

　そして、二人の機体は、その力を出し切ったかのようにその機能を停止させた。

『あ、あら？』

『うわーん！　またぶっ壊れ落ちー!?』

　しかしながら、前回の時のように、機体が瓦解する、などという事はなく。

　ゆっくりと落下し始め、海面に激突する寸前。

『お疲れ様！　垂たる井いさん、すごかったね！』

『刈かり巣すさん、大丈夫？　おなかすいてない？』

　彼女たちの機体を受け止めたのは、島に残っていたはずの候補生達たちの中型練習機であった。

『皆さん……ありがと』

『おなかすいた』

『うふふ、戻ったら食事にしましょうね。垂たる井いさん、まりえちゃん、本当にお疲れ様でした』
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エピローグ









「ええ、はい。そちらに関しては問題ありません。中型練習機で候補生の子たちが頑張ってくれましたから、回収自体は済んでいます。ただ、戦闘を行った機体の損傷度合いが酷ひどいのと、保護した輸送艦の、若干の整備を行ってから。はい、そうなります。それでは──はい？」

　帰還に際し、『アクサングラーヴ』と『グレイヴ・アクセント』の二機と『ＧＥＷＩＴＴＥＲＷＯＬＫＥ雷雲』に関しては、少なからず機体の整備を行わなければならない。それらの猶予期間を確保するために、アイリーンは日本基地の笠かさ置ぎと連絡をとっていた。

　なにしろ、機体のあちこちがガタガタで、日本まで飛んで帰れるかどうか怪しい状態だったのである。

　おまけに多数の死傷者が発生し、沈没こそ免れたが色々と損傷がひどかった輸送艦に関しても、若干の支援を必要としていた。

　そんな交渉をし終えて通信を切ろうとしたところで、笠かさ置ぎの方から引き止めの言葉が出たのである。

「ファインマン博士にね、面会したいからって基地にお見えになってる方がいてね？　博士は今、長期出張中だからって言っても聞かないし、行き先教えろって言われても一応機密だし、困っちゃってね」

「はあ」

「おっと、噂うわさをすれば。どうぞお入りください、ちょうど今、通信が繫つながっております」

　画面の向こう側で、何やら騒がしい雰囲気が伝わってくる。

　件くだんの面会希望者とやらが司令官室に姿を現したのだろうか──司令官室に!?　アイリーンはそこで、どんな立場の面会者ならば、司令官室に即座に通してもらえるのだろうかと思案した。そして、出た答えは。

「まさか……」

「おお、おお、私のかわいいアイリーン。今どこに居るのかね。ちっとも家に顔を見せないで、どこをうろついておるのかと思えば、こんな極東の辺へん鄙ぴなところにおるとは」

「……お父様。相変わらずお元気そうで」

　画面の向こうで、笠かさ置ぎを押しのけて顔を出したのは、しわくちゃな顔に満面の笑みを浮かべた、矍かく鑠しやくとした老紳士、アイリーン・ファインマンの実父であるアイザック・ウィスターフィールドであった。




「それでいつ実家に帰ってくるのかとか、結婚はまだかとか、直接顔を見たいからそこに今から行くとかいい出して」

「はあ」

　強い日差しを遮るテントの影で、アイリーンと疾風はやてはテーブルを囲んで話し込んでいた。

　アイリーンの実父であるアイザックは、気象学の権威で、その道の第一人者であった。

　その娘のアイリーンは、全く別の道を歩んだわけだが、どちらもきわめて優秀な科学者であるのは間違いなく、お互いに尊重しあっていたそうなのだが、高齢になった実父の方は、娘が煙たがるほどに溺愛し始めたというのだ。

　今回仕事の上で自分に頼ってきてくれた上に解決に向けた協力までできたという事が殊の外嬉うれしかったらしい。

　これまで直接交渉はアイリーンの方でなんとか牽けん制せいして来たのだが、今回に限っては連絡もつかず、であるにも関わらずその直前には通信が繫つながっていたという経緯もあり、いても立ってもいられずに行動に移したのだという話だった。

「こんな話、あなたに話してもしょうがないとは思うんだけど。身勝手な親って点だけは、共通しているのよね……」

「そうですね。うちの親も、今頃どこで何をしてるのやら」

　アイリーンの向かいに座り、話を聞いていた疾風はやても、その点に関してだけは同意していた。

「彼、戦役が終わる前に失踪して、もう四年、五年になるのかしら。まだ手続き、してないんでしょう？　日本だと一年だっけ？　失踪扱い者の死亡認定」

「そうですね。戦地での行方不明扱いになってますから。戦役終結宣言が出てもう四年近くたってますし。しょっちゅう届け出るように言われてます。でも──」

　死んだと聞かされたわけでも、遺体を見たわけでもない。その仕事においては立派な業績を残し、父親としてはひとり残された疾風はやてが十分に暮らせるだけの財産を残してくれていただけでも、悪い親とは言えないだろう。まあ、自分の稼いだ額と年金だけで十二分に暮らしていけたのだが。

「もうしばらくは、父の認定死亡はしないでおこうと思ってます。それに……」

「武たけ美み……お母様の件ね」

「はい」

　疾風はやての母である小こ林ばやし武たけ美みは、戦役中に病で夭よう逝せいしている。アイリーンと共にベゼルキャリバーの設計に携わった、彼女とは双璧を成す天才と称された人物であった。

「父さんは、母さんが亡くなった事も知らないままですから。それくらいは知らせてからでないと、どうにも踏ん切りが悪くて」

　疾風はやての言葉に、アイリーンはなんとも言えない笑みを浮かべるしかなかった。母の家名を名乗っている自分であるが、父と確執があるわけではない。

　単に父と母が婚姻関係を結ばないまま自分が生まれただけのことだ。

　それに、自身の母は武たけ美み同様に既に天に召されているが、父は未いまだにフィールドワークを行う程に活発な現役生活を続けている。

「そっち関係で決心が付いたのなら、いつでも力になるわ。武たけ美みにもあなた達たちをよろしくって──あ」

　疾風はやての妹、のことだ。

「いいんですよ、もうふっきれました、というには引きずってますけどね。アイリーンさんがずっと気にかけてくれていたのは、僕もあいつも知ってましたから」

「疾風はやてくん……」

　陰りのある笑みを浮かべながらそう言う疾風はやてに、アイリーンはそれ以上言葉を継ぐことが出来なかった。

「ああ、本当に大丈夫ですから。人の生死は世の常だっていいますし」

「それは、そうだけど」

「今はもう、生きている人が最優先です。生きてるか死んでるかわからない人のことはその時になったら考えますよ」

　疾風はやては極力明るい声を発し、アイリーンが気に病まないように務めた。

「こーちー、泳がない……じゃなくて水練しないんですかー？」

「これまりえ。コーチは博士と大事な話をなさってるんだから邪魔しないの」

「えーだって、せっかくこんな南の島に来てるんだからたのしまないと人生損するよ？」

　まりえが、水練という名目の水遊びに興じながら、疾風はやてに声をかけてきたのである。

　ふたりとも、日本基地指定の教練用水着を着用し、はしゃいでいる。

　それは二人に限ったことではなく、同行している候補生達たちはおろか、吹雪ふぶきでさえ水着に着替えて海に入っている。そして──。

「折角の海でしょう？　少しくらいは遊んで──いえ、水練に参加してらっしゃいな」

「そ、そうですか？」

「ええ、私もちょっとだけ、混ぜてもらおうかしら。最近運動不足だし」

　そう言って、疾風はやてを促したアイリーンも立ち上がり、その水着姿を太陽の下に晒さらした。

　疾風はやての母と同年齢のはずであるアイリーンは、もう四〇に手が届く年齢のはずである。

　だがしかし、その容姿には些いささかの翳かげりもない。

　疾風はやてでさえも思わず視線をどこに向ければいいのか迷うほどだ。

「ふふっ、こんなおばさんじゃなくて、貴方あなたにはちゃんとお相手がいるでしょう？」

　そう言ってクスクスと笑うアイリーンに、「弄ばれた」と思わず唸うなってしまう疾風はやて。

　なんだかんだ言いつつ、まだまだ子供であった。




「お、おれ、今日上陸組でよかった！　ありがとうございます赤あか松まつ三尉殿！　水着持ってきて良かった！」

「俺のおかげってわけじゃねえだろ！　だが感謝は受け取っとく」

　なお、損傷した艦を沖に泊め、エアクッション艇で半舷上陸している防衛陸海軍の隊員たちの姿もあった。




　そんな光景を眺めつつ、アイリーンは思う。今回現れた巨大核は、果たして戦役時の生き残りだったのか。それとも──。




　確保した巨大核の残骸と、あの海域周辺を調査する事で何かわかるのだろうかと。
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「良いい風、吹いてますわね……」

　一かず美みは水平線の果てまで広がる青い海を前に、心ここにあらずといった様子で呟つぶやく。

　水練と称した水遊びの後、通常の制服に着替えた一かず美みとまりえは、保護した輸送艦の甲板の端に座ってのんびりとしていた。

　博士が言うには、二人が乗ってきた機体はちゃんと整備しないと日本に飛んで帰れないので、その間、パイロットである二人は待機、ということで、手持ち無沙汰になっていた。

　正確には整備している期間中も同行の候補生達たちと共に、現地での教練等などの臨時のカリキュラムが既に組まれているのだが、一仕事の後なので今は全員に休養を与えられていた。

「かずみん、どうしたん？　なんか心ここにあらずー、って感じだよー？」

　一かず美みのぼんやりしている様子に、隣に座るまりえが首を傾かしげて尋ねた。

「敵は一応、倒しはしましたが──」

　一かず美みがむっつりしてそう呟つぶやく。まりえが「あー」と、合が点てんがいったように声を上げた。

「まあ、最後はカッコつかなかったよねえ……」

　苦笑い混じりにまりえが頷うなずく。二人としては、候補生の中では破格の新型機に乗せてもらったわけで、出来るならもっと格好良く決めたかったが、現実はそんなに甘くなかった。

「やっぱり、こーちみたいにならないねー」

「まぁ、そうですわね……」

　まりえのぼやきに一かず美みが相あい槌づちを打つが、何か不満そうだ。

「……えーと。もしかして、こーちみたいにしたかったん？」

「何を言っているんですか。とーぜんですわよ！」

　一かず美みが凄すごい勢いでまりえの方を振り向き、言い放つ。

「うっわー、かずみん言うねえ。でも、相手は戦役の英雄だよ？」

「戦役の英雄がなんだっていうんですの？　同じ戦場に立っている以上！」

　一かず美みが勢いよく立ち上がった。まりえが「おおっ!?」と声を上げる。

「同じ戦場をかける仲間！　それを、おんぶにだっこでどうします!?」

　啖たん呵かを切った一かず美みを見て、まりえが「うんうん」と何度も頷うなずく。

「でもさー。けいけん不足は否めないよー？　あっちの方があっとーてきに、技術もけいけんも、上なんだよねー。ふう……」

「そこはっ！　努力と根性と訓練訓練でっ!!　せっかくコーチが正式に教官として赴任したわけですし、コーチの持っているスキルを何でもかんでも全て吐き出していただきますわ！」

「うわーすごいすごい。さすが、かずみん。候補生一の努力家～」

　まりえが人ごとのような口調で褒ほめ称たたえた。それをチラリと見た一かず美みがひとこと呟つぶやいた。

「まりえ、あなたもですわよ？　私と組んでいる以上、あなたも同じように、努力根性で訓練に付き合っていただかないと！」

「ええ[image: ～][image: ～]？」

　まりえがあからさまに嫌そうな声を上げた。

「当然でしょう？　まりえ、あなたの練度が不足して、私の足どころか、戦場に駆けるみなさま方の足を引っ張らせるわけには参りませんわ！」

「うええええええ」

　まりえが絞められた鵜うのような声を上げた。よほど、努力が嫌いらしい。

「そんな、情けない声を上げても──あら？」

　ふと、一かず美みが何かに気付いた。その視線の先には、吹雪ふぶきとコーチ──疾風はやてが居た。

　彼女ら同様、彼らも甲板の上で海を眺めていたようだ。

「あんな所に……コーチ！　霞かすみ目め教官！」

　一かず美みが呼びかけようと声を上げると、まりえが袖を引っ張る。

「かずみん、ありゃ二人の世界に入っちゃってて、こっちの声、ぜんぜん聴いてないよー？　ひゅーひゅー♪」

　いつの間にやら立ち上がったまりえが、彼らが聴いてないのを良いいことに、疾風はやてと吹雪ふぶきを冷やかすように囃はやし立たてた。

「聴いてるよ！」

　いきなり疾風はやてから大きな声で返事がきた。

　まさか返事が戻ってくるとは思ってなかったまりえが「ひゃあ!?」と悲鳴を上げた。

「──ほんと、夢が大きい二人ねえ」

　吹雪ふぶきが追随するが、疾風はやてが苦笑いしながら、首を横に振る。

「二人じゃなくて、垂たる井いさんが、だよ？　刈かり巣すさんの方は……まぁ多分、垂たる井いさんに引っ張られて、イヤでも付き合わされるだろうね……」

「そう？　でも、刈かり巣すさん、なんだかんだ言って、ちゃんと着いてこられてる辺り、口ほど努力したくない、ってわけでもないと思うけどな？」

　吹雪ふぶきが独り言のように疾風はやてにささやく。そして、元気な一かず美みと、些いささか面倒くさそうにしているまりえに向かって、吹雪ふぶきは声を張り上げ問いかけた。

「じゃあ、二人が成長して──私たちを、楽させてくれるのかしら？」

「もちろんです！　──戦友ですから！」

「せんゆーですからぁ～」

　元気よく返事する一かず美みと、その後を追うようにして情けない声を上げるまりえ。

　二人の姿を、疾風はやてと吹雪ふぶきがひとしきり笑いながら見ていた。


終劇










あとがき






「ふふふ、私の目に狂いはなかった。ラノベでロボ、それなりに手に取る者がいるではないか」

「へへへ、さすがは編集Ｋ様。素晴らしいご慧けい眼がんをお持ちでございますな」

「そう褒めるな。この程度ではまだまだよ。即重版がかかってこそ成功と考えよ。それで次だがな」

「次っ、そ、それでは２巻の方は確定でよろしいのですね」

「そうだ。そして次に狙うべき方向性は、合体だ」

「が、合体っ!?──それはアレですね、チェンジゲッ○─１！　スイッチオン！　とか、ノ○コ！　合体しましょう！　とか、あなたと合体したい的なサムシングでよろしいのですね？」

「概おおむねそうだ。まさか出来ないとは言うまいな」

「で、できらぁっ！」

「そこで！　相談なのだが」

「はい」

「合体には大きく分けて二つある」

「──複数機が合体して一体のロボになるパターンと、メイン機体に拡張パーツが合体するパターンですね？」

「そうだ。次巻ではそれを両方出してもらう」

「ええっ!?　二種類の合体を!?」

「ああ、貴様もロボ好きの端くれだろう？　それくらい出来なくてなんとする」

「そ、そんなネタの大盤振る舞いだなんて……もしかしてさらなる続刊は怪しいのですか？」

「怪しいどころかまだなんとも言えんのが現状だ。何しろ貴様には実績がないからな。であるからして出し惜しみは無しだ！　主力を温存して一回戦負けなどというスポ根ライバルチーム的展開は願い下げだろう？」

「それはそうですが」

「よろしい、ならば合体だ！」

「らじゃーであります（またイラスト・デザイン担当のうゆ氏が地獄を見るのか……）」




　そんな感じの紆う余よ曲きよく折せつの末になんとか形になった第２巻ですこんにちは。

　色々と詰め込んでみましたが楽しんでいただける物に仕上がっているでしょうか。個人的には結構いい感じにはなったと思っているのですが。

　今回も色々とご迷惑をかけつつ出来上がったわけですから、売れて欲しいものです。そして最大の協力者であり負担をかけてしまった、うちの細君には感謝してもしきれないほどです。

　そしてこの本を手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます。苦労も報われるというものです。

　それでは次回もお目にかかれることを祈って。


平成三十年十一月　宇枝　聖
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